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埼経協ニュース３３３号

本
会
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
一
年
六
月

一
五
日
、
終
戦
直
後
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
幾
多

の
変
遷
を
経
て
、
今
年
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
た
。

歴
史
や
現
況
に
つ
い
て
は
「
創
立
六
〇
周
年
記
念

会
報
（
五
月
二
三
日
発
行
、
既
送
）」を
参
照
願
い

た
い
。

五
月
二
三
日
�
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
一
四
時

五
〇
分
ま
で
第
一
部
「
平
成
一
八
年
度
定
時
総

会
」
が
、
同
一
四
時
五
五
分
か
ら
一
六
時
二
五
分

ま
で
第
二
部
「
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
」
が
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
の
出
席

者
は
各
界
の
来
賓
の
方
々
（
来
賓
の
ご
芳
名
は
六

頁
参
照
）、
な
ら
び
に
会
員
、
な
か
で
も
多
く
の

代
表
取
締
役
ご
自
身
の
ご
出
席
を
中
心
に
、
あ
わ

せ
て
三
五
〇
名
様
に

ご
参
集
頂
い
た
。
当

日
は
記
念
式
典
と
定

時
総
会
が
あ
わ
せ
て

行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

通
例
の
総
会
に
も
ま

し
て
遠
方
か
ら
も
多

く
の
ご
来
賓
や
会
員

が
お
越
し
に
な
り
、

多
士
済
々
の
会
合
と

な
っ
た
。

第
一
部
の
「
定
時

総
会
」
で
は
、
ま
ず

こ
の
三
月
に
逝
去
さ

れ
た
第
五
代
本
会
会
長
故
神
尾
昌
一
氏
（
元
�
埼

玉
銀
行
頭
取
）
へ
の
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
原
宏
会

長
（
武
州
ガ
ス
�
取
締
役
会
長
）
の
開
会
挨
拶
（
二

頁
参
照
）
に
は
じ
ま
り
、
定
足
数
の
確
認
後
、
議

事
録
署
名
人
と
し
て
常
任
理
事
の
大
森
良
哉
キ
ヤ

ノ
ン
電
子
�
専
務
、
理
事
の
伊
藤
巌
�
朝
日
ラ
バ

ー
会
長
を
選
任
し
、
原
議
長
の
も
と
で
審
議
が
進

め
ら
れ
た
。

議
事
は
一
七
年
度
事
業
報
告
、
一
七
年
度
決
算

報
告
（
監
査
報
告
・
監
事
�
愛
工
舎
製
作
所
牛
窪

啓
詞
社
長
）、
一
八
年
度
事
業
計
画
、
一
八
年
度

収
支
予
算
、
理
事
の
辞
任
並
び
に
選
任
、
申
し
合

わ
せ
事
項
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
野
上
武
利
専
務
理
事
の
事
務
局
報
告
に

続
い
て
、
原
会
長
よ
り
昨
年
度
の
組
織
拡
大
協
力

会
員
九
名
（
ご
芳
名
は
前
号
五
頁
参
照
）
の
方
々

に
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
総
会
特
別
講
演
の
部
に
移
り
「
産
業
創

発
の
環
境
形
成
」
と
題
し
、
経
済
産
業
省
関
東
経

済
産
業
局
局
長
高
橋
武
秀
氏
の
講
演
を
拝
聴
し
た

（
講
演
要
旨
は
七
頁
以
下
参
照
）。

講
演
・
総
会
の
謝
辞
は
利
根
忠
博
副
会
長
（
�

埼
玉
り
そ
な
銀
行
社
長
）
が
行
っ
た
。

第
二
部
の
「
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
」
は
引

き
続
き
同
会
場
で
行
わ
れ
、ま
ず
原
会
長
挨
拶（
二

頁
参
照
）
か
ら
始
ま
り
、
次
の
三
名
の
ご
来
賓
か

ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

埼
玉
県
知
事

上
田
清
司
様

（
知
事
は
公
務
の
た
め
、
記
念
講
演
の
後
に
駆
け

付
け
ら
れ
、
祝
辞
を
頂
い
た
）

社
団
法
人

日
本
経
済
団
体
連
合
会

常
務
理
事

紀
陸

孝
様

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

会
長

片
山
修
三
氏

そ
の
後
祝
電
披
露
な
ど
の
の
ち
、
こ
こ
一
〇
年

間
の
組
織
拡
大
協
力
会
員
へ
の
表
彰
と
し
て
、
一

〇
年
間
毎
年
欠
か
さ
ず
本
会
新
会
員
を
ご
紹
介
下

さ
っ
た
次
の
三
名
の
方
々
に
感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
た
。

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
社
長

利
根
忠
博
氏

�
デ
サ
ン
代
表
取
締
役

藤
池
誠
治
氏

武
州
ガ
ス
�
代
表
取
締
役
会
長

原

宏
氏

つ
づ
く
六
〇
周
年
記
念
式
典
の
記
念
講
演
で
は

「
人
口
減
少
時
代
の
労
働
政
策
」
と
題
し
、
厚
生

労
働
省
事
務
次
官
戸
苅
利
和
氏
の
講
演
を
拝
聴
し

た
（
講
演
要
旨
は
一
一
頁
以
下
参
照
）。

講
演
・
式
典
の
謝
辞
は
栗
原
�
副
会
長
（
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
�
相
談
役
）
が
行
っ
た
。

第
三
部
「
記
念
祝
賀
会
（
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
）」

は
階
を
移
し
た
同
ホ
テ
ル
の
会
場
で
行
わ
れ
、
本

多
康
夫
副
会
長
（
フ
ジ
ノ
ン
�
元
会
長
）
の
開
宴

の
辞
で
開
会
。

ま
ず
、
ご
来
賓
の
ご
祝
辞
を
次
の
三
名
の
方
々

か
ら
頂
戴
し
た
。

厚
生
労
働
省

事
務
次
官

戸
苅
利
和
氏

（
六
〇
周
年
記
念
講
演
者
）

も
の
つ
く
り
大
学

学
長

野
村
東
太
氏

（
六
〇
周
年
記
念
式
典
当
日
の
記
念
品「�
あ
し
た

輝
く
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
へ
�
も
の
づ
く
り
と
人
づ

く
り
」
の
著
者
）

埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

島
村
和
男
氏

乾
杯
は
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
大

久
保
政
一
氏
（
吉
見
商
事
�
相
談
役
）
の
音
頭
を

頂
き
、
な
ご
や
か
に
懇
親
・
懇
談
の
輪
が
ひ
ろ
が

っ
た
。
し
ば
し
交
流
の
後
、
藤
池
誠
治
常
任
理
事

（
�
デ
サ
ン
社
長
）
か
ら
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、
散

会
と
な
っ
た
。

注
・
会
社
名
・
役
職
名
な
ど
は
総
会
当
日
現
在

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０６ 月号

日本経団連 埼玉

平平
成成
１１８８
年年
度度
定定
時時
総総
会会
並並
びび
にに
創創
立立
６６００
周周
年年
記記
念念
式式
典典
をを
開開
催催

原
会
長
が
６０
周
年『
所
感
』と

若
者
対
策
の
評
価
を
強
調

６・７
平
成
一
八
年
度
定
時
総
会
・
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
、
あ
い
さ
つ
す
る
原
会
長
（
下
）

― １ ―
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皆
さ
ん
、
今
日
は
。
会
長
の
原
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
日
は
、
県
内
各
地
か
ら
、
こ
の
よ

う
に
多
勢
の
会
員
に
、
ご
参
集
い
た
だ

き
、
誠
に
有
り
難
く
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
本
日
は
、
ご
多
忙
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
県
内
の
各
界
か
ら
、
そ

し
て
、
総
会
の
後
に
開
催
致
し
ま
す
、

「
六
十
周
年
記
念
式
典
」
を
祝
っ
て
、

駆
け
付
け
て
下
さ
っ
た
各
地
の
経
営
者

協
会
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
わ
り
、
本

総
会
が
開
催
で
き
ま
す
こ
と
に
、
衷
心

よ
り
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ

ま
す
。

創
立
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
「
所

感
」
は
、
後
程
申
し
上
げ
ま
す
と
致
し

ま
し
て
、
定
時
総
会
に
関
係
す
る
点
に

絞
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
平
成
十
七

年
度
は
、
当
協
会
に
と
り
ま
し
て
も
大

変
重
要
な
時
期
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

詳
細
は
後
程
、
議
案
説
明
の
中
で
触
れ

ま
す
が
、
皆
様
ご
案
内
の
通
り
、
私
共

の
協
会
は
、
旧
「
日
経
連
」
と
、
旧
「
経

団
連
」
が
統
合
し
、「
日
本
経
団
連
」

が
発
足
す
る
以
前
か
ら
、従
来
の
人
事
・

労
務
分
野
に
加
え
、
産
業
政
策
や
教
育

問
題
な
ど
の
分
野
に
も
活
動
領
域
を
広

げ
、
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
道
を
歩

ん
で
参
り
ま
し
た
。

年
々
、
活
動
は
充
実
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
特
に
平
成
十
七
年
度
は
、
県
の

「
次
期
長
期
計
画
」
の
準
備
に
と
り
か

か
る
知
事
や
県
幹
部
の
方
々
と
の
勉
強

会
を
開
催
し
た
り
、
ま
た
当
協
会
が
会

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
若
者

対
策
が
世
間
か
ら
評
価
を
い
た
だ
く
な

ど
、
大
き
く
飛
躍
し
た
年
度
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
偏
に
、
本
日
ご
出
席
を
賜
わ

っ
て
お
り
ま
す
会
員
の
方
々
や
、
ご
来

賓
の
方
々
の
お
力
添
え
が
あ
れ
ば
こ
そ

で
、
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

只
今
申
し
上
げ
た
平
成
十
七
年
度
の

実
績
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
新
し
い
年
度

で
あ
り
ま
す
「
平
成
十
八
年
度
の
活
動

計
画
」
を
、
こ
の
後
提
案
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
審
議
を
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

何
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
方

の
お
蔭
で
、
今
や
当
協
会
は
、
県
経
済

社
会
に
少
な
か
ら
ず
影
響
力
を
持
つ
経

済
団
体
に
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
当
協
会
が
、
県

経
済
社
会
の
発
展
に
責
任
を
持
た
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
活
動
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま

す
と
、
産
業
界
は
も
と
よ
り
、
県
社
会

と
し
て
も
、
次
の
時
代
を
担
う
「
若
者

対
策
」
に
、
現
在
全
力
で
対
応
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
当
協
会
に
お
き
ま

し
て
も
、
現
在
、
今
年
秋
、
当
県
で
開

催
さ
れ
る
高
校
生
の
祭
典
「
全
国
産
業

教
育
フ
ェ
ア
」
を
、
会
を
挙
げ
て
応
援

し
、
経
済
団
体
と
し
て
の
応
分
の
責
任

を
果
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

六
十
周
年
を
迎
え
た
本
総
会
で
は
、

当
会
の
こ
う
し
た
方
向
を
会
員
の
皆
様

と
確
認
し
、
更
な
る
発
展
に
向
け
た
活

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
お
伝
え
し
、

甚
だ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
長
の
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。

創
立
六
十
周
年
の
記
念
式
典
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
県
内
の
各
地
か
ら
、
大
勢

の
会
員
の
皆
様
に
ご
出
席
を
頂
き
ま
す

と
共
に
、
ご
多
忙
の
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
ご
臨
席
を
賜
わ
り
ま
し
た
ご
来
賓
の

方
々
に
、
高
い
席
か
ら
恐
縮
で
す
が
、

衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
景
気
の
方
は
、
ま
だ
ら

模
様
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
に
き
て
大

分
明
る
さ
が
出
て
き
た
よ
う
で
ご
同
慶

の
至
り
で
あ
り
ま
す
が
、
つ
い
数
年
前

の
失
わ
れ
た
十
年
と
も
、
二
十
年
と
も

い
わ
れ
た
期
間
を
、
我
々
企
業
人
が
辛

酸
を
な
め
な
が
ら
も
、
乗
り
越
え
て
き

た
こ
と
で
、
現
在
の
回
復
が
も
た
ら
さ

れ
た
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
は
、
協
会

と
て
同
様
で
、
協
会
の
こ
こ
、
十
年
の

歴
史
は
ま
さ
に
激
動
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
か
ら
十
年
前

位
に
な
り
ま
す
が
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に

加
え
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

中
で
、
多
く
の
会
員
の
方
々
か
ら
、
従

来
の
人
事
・
労
務
分
野
に
加
え
て
、
企

業
が
直
面
す
る
多
く
の
課
題
に
対
応
す

る
協
会
に
発
展
さ
せ
よ
、
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
が
切
っ
掛
け
と
な
り
、

平
成
十
四
年
に
日
経
連
と
経
団
連
が
統

合
し
て
「
日
本
経
団
連
」
が
誕
生
す
る

数
年
も
前
か
ら
当
協
会
は
総
合
経
済
団

体
を
目
指
し
た
活
動
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

爾
来
、
当
協
会
は
、
人
事
・
労
務
分

野
の
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、

産
業
振
興
、
環
境
、
教
育
な
ど
広
範
な

分
野
に
影
響
力
を
持
つ
県
政
や
、
新
し

い
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
商
品
開
発
に
取

り
組
む
研
究
機
関
や
大
学
と
の
産
学
官

連
携
、
そ
し
て
戦
後
一
貫
し
て
対
立
の

関
係
に
あ
っ
た
連
合
埼
玉
と
の
関
係
改

原原
宏宏
会会
長長
ああ
いい
ささ
つつ（（
全全
文文
））

定時総会

今
秋
開
く
高
校
生
の
祭
典『
全

国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
』を
応
援

記念式典

会
員
の
支
援
で
活
動
領
域
を

拡
大
、
内
外
か
ら
高
い
評
価

開
会
前
に
控
室
で
の
記
念
撮
影

― ２ ―
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頁

善
に
活
動
の
領
域
を
拡
大
し
て
き
た
の

で
あ
り
ま
す
。

今
、
思
え
ば
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
一

つ
、
ひ
と
つ
が
目
に
浮
び
ま
す
が
、
一

つ
、
ひ
と
つ
の
事
業
の
紹
介
は
、
時
間

の
都
合
で
出
来
ま
せ
ん
が
、
本
日
、
皆

様
の
お
手
元
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
「
創
立
六
十
周
年
記
念
会

報
」
に
各
界
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

文
中
に
、
当
協
会
の
こ
の
十
年
間
の
活

動
の
拡
が
り
を
見
て
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
会
員
の
方
々
の
力
強
い

ご
支
援
の
も
と
で
活
動
領
域
を
拡
大
し

て
き
た
わ
け
で
す
が
、
十
年
間
の
着
実

な
歩
み
は
、
現
在
県
の
内
外
か
ら
高
い

評
価
を
頂
く
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
当
局
と
の
関
係
で
は
、「
次
期

長
期
計
画
」
に
向
け
た
勉
強
会
を
合
同

開
催
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
ま
た
教
育

局
と
の
関
係
で
は
、
十
年
間
に
わ
た
っ

て
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
、

現
在
で
は
教
員
の
採
用
か
ら
、
教
員
の

研
修
、
民
間
人
校
長
の
派
遣
な
ど
、
広

範
な
分
野
で
連
携
が
行
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
い
き
さ
つ
か
ら
今
般
、

会
員
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

今
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
全
国
産
業
教

育
フ
ェ
ア
埼
玉
大
会
」
を
支
援
し
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
程
定
時

総
会
の
部
で
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
経
済
産
業
省
さ

ん
と
連
携
し
て
、県
内
の
小
・

中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た

若
者
対
策
事
業
に
も
当
協
会

が
主
体
的
に
関
わ
る
な
ど
、

こ
の
十
年
、
実
に
多
岐
に
わ

た
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
き

た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動

が
評
価
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
若
者
対
策
の

た
め
に
内
閣
府
を
は
じ
め
六

つ
の
省
が
共
同
で
設
置
し
た

「
若
者
自
立
挑
戦
プ
ラ
ン
」

の
評
価
委
員
に
当
会
が
任
命

さ
れ
た
り
、
永
田
町
の
自
民

党
本
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る「
ニ
ー
ト
・

フ
リ
ー
タ
ー
合
同
部
会
」
に
呼
ば
れ
た

り
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
連
合
埼
玉
さ
ん
と
の
間

で
設
置
し
て
お
り
ま
す
『
彩
の
国
新
産

業
・
雇
用
創
出
共
同
研
究
会
』
も
四
回

に
わ
た
る
研
究
の
後
、
現
在
は
、
更
に

連
携
を
深
め
「
地
域
労
使
就
職
支
援
機

構
」
を
共
同
で
設
立
し
、
多
く
の
事
業

を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
、
十
年
間
の
歩
み
を
駆
け

足
で
述
べ
て
参
り
ま
し
た
が
、
詳
細
は

記
念
会
報
に
紹
介
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
後
程
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

な
ら
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
本
日
、
会
報
の
他
に
、
六
十

周
年
を
記
念
し
て
、
お
手
元
に
「
も
の

つ
く
り
大
学
」
の
野
村
東
太
学
長
が
こ

の
四
月
に
「
上
梓
」
し
た
著
書
「
も
の

づ
く
り
と
人
づ
く
り
」
を
配
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
当
協

会
が
も
の
つ
く
り
大
学
の
開
学
以
前
か

あ
か
し

ら
連
携
に
注
力
し
て
き
た
証
で
あ
り

ま
す
。
加
え
て
、
こ
う
し
た
ご
縁
か
ら

記
念
会
報
の
四
頁
、
五
頁
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
も
の
つ
く
り
大
学
の
総
長
で

あ
り
、
日
本
哲
学
界
の
宝
的
存
在
で
も

あ
り
ま
す
梅
原
様
か
ら
お
祝
い
の
書
が

い
た
だ
け
た
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
は
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
活
動

が
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
本
日
、
ご
公
務

ご
多
端
な
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
戸
苅
厚

生
労
働
省
事
務
次
官
様
の
ご
講
演
、
こ

の
後
に
上
田
県
知
事
が
駆
け
つ
け
て
下

さ
る
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
た
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
る
ゝ
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し

た
が
、
最
後
に
、
会
員
の
皆
様
に
お
願

い
し
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近

の
当
会
の
活
動
が
内
外
か
ら
高
い
評
価

が
い
た
だ
け
ま
す
の
も
、
県
内
の
中
心

的
に
し
て
、
中
核
的
企
業
で
あ
り
ま
す

会
員
の
方
々
が
会
の
バ
ッ
ク
に
存
在
し

て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
会
員

数
は
、
今
年
三
月
末
現
在
で
八
六
八
社

で
す
が
、
十
年
ほ
ど
前
の
平
成
六
年
末

は
六
五
〇
社
で
、
ま
さ
に
ド
ン
底
状
態

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
二
〇
〇
社

を
越
え
る
会
員
増
が
、
今
日
の
力
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で
す
の
で
、
本

日
、
会
長
と
し
て
の
お
願
い
で
あ
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
是
非
新
会

員
を
一
社
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
当
会
と

い
う
よ
り
も
産
業
界
の
声
を
各
方
面
に

伝
え
て
参
る
こ
と
が
で
き
る
と
存
じ
ま

す
の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

以
上
、
大
変
ま
と
ま
り
の
な
い
話
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
六
十
周
年
を

迎
え
て
の
所
感
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
会
員
の
皆
様
の
ご
繁
栄
と
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

大
会
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者
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総総
会会
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１０
年
連
続
組
織
拡
大
協
力
会
員
表
彰
（
中
央
は

デ
サ
ン
藤
池
誠
治
社
長
、
左
奥
は
左
か
ら
埼
玉

り
そ
な
銀
行
、
武
州
ガ
ス
）

▼総会記念講演 経済産業省高橋武秀関東経済産業局局長▼本会役員

▼総会謝辞 利根忠博副会長（埼玉りそな銀行社長） ▼組織拡大感謝状 左 �埼玉県体育協会宮田守夫元会長
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▼閉宴 藤池誠治常任理事（デサン社長） ▼パーティー

▼祝賀会祝辞 埼玉県教育委員会島村和男教育長
▼祝賀会祝辞
中小企業団体中央会大久保政一会長（吉見商事相談役）

▼祝賀会祝辞 ものつくり大学野村東太学長 ▼祝賀会開会 本多康夫副会長（フジノン元会長）
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働
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戸
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事
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副
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長
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平
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セ
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ン
ト
相
談
役
）
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玉
大
会
実
行
委
員
会会

長

宮
田
守
夫

《
市
関
係
》

▽
さ
い
た
ま
市市

長
特
別
秘
書

平
田
利
雄

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

大
久
保
政
一

▽
埼
玉
県
生
産
性
本
部

会
長
・
�
埼
玉

県
経
営
合
理
化
協
会

会
長

菊
池

勇

▽
�
さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

理
事
長

江
田
元
之

▽
�
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社

理
事
長

赤
石
沢
寿
彦

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会会

長

井
立
勝
己

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

会
長

菰
田
勇
司

▽
�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

専
務
理
事

田
端
直
人

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事

礒
�
秀
雄

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

事
務
局
長

柏
木
昭
寿

▽
�
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社

専
務
理
事

石
井
長
一

▽
�
埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長
職
務
執
行
者
・
専
務
理
事

吉
田
久
二
男

▽
�
埼
玉
県
物
産
振
興
協
会

常
務
理
事

和
田
隆
雄

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

総
務
課
長

増
田
和
子

▽
�
２１
世
紀
職
業
財
団

埼
玉
事
務
所

所
長

小
島
富
男

▽
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

埼
玉
セ
ン
タ

ー

調
査
役

宮
川
修
平

《
経
済
界
関
係
》

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
兼
執
行

役
員

小
嶋
一
晃

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員

上
條
正
仁

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員

戸
所
邦
弘

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

青
�
正
紀

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

福
井

賢

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

平
山
隆
志

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部

部
長

綱
島
邦
夫

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

寺
田
幸
弘

▽
�
武
蔵
野
銀
行

執
行
役
員
公
務
渉
外

部
長

木
村
健
司

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
も
の
つ
く
り
大
学

学
長

野
村
東
太

▽
も
の
つ
く
り
大
学名

誉
教
授

上
田
惇
生

▽
埼
玉
大
学

理
事
兼
副
学
長

貝
山
道
博

▽
山
形
大
学

教
授

野
長
瀬
裕
二

▽
早
稲
田
大
学

総
合
企
画
部
本
庄
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
課
長

黒
澤
雄
一

《
日
本
経
団
連
関
係
》

▽
�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

常
務
理
事

紀
陸

孝

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合

会

会
長

片
山
修
三

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合

会

事
務
局
長

竹
花
康
雄

▽
Ｊ
Ａ
Ｍ
埼
玉

執
行
委
員
長

那
珂
通
敏

▽
�
埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

鈴
木
雄
一

《
報
道
関
係
》

▽
�
埼
玉
新
聞
社

業
務
局
長

小
川
秀
樹

▽
�
埼
玉
新
聞
社
編
集
局
産
業
経
済
部
記

者

秋
谷
明
宣

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

報
道
制
作
局
制
作
部

次
長

平
野
正
美

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

平
田
喜
裕

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

尾
崎
真
一
郎

▽
産
経
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局

総
局
長

福
島

保

▽
産
経
新
聞
社

元
編
集
委
員

野
口
貢
一

▽
�
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽
�
埼
玉
県
剣
道
連
盟

会
長

水
野

仁

▽
�
東
京
国
際
研
究
所

所
長

稲
葉
英
幸

《
地
方
経
協
》

▽
東
京
経
営
者
協
会専

務
理
事

大
久
保
力

▽
�
千
葉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

竹
谷
正
之

▽
�
長
野
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

関

安
雄

▽
山
梨
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

一
瀬
茂
夫

▽
�
静
岡
県
経
営
者
協
会

事
務
局
次
長

大
島
基
生

▽
関
西
経
営
者
協
会専

務
理
事

山
本
憲
治

▽
�
茨
城
県
経
営
者
協
会

常
務
理
事
事
務
局
長

清
水
賢
一

▽
�
富
山
県
経
営
者
協
会次

長

西
澤
秀
信

▽
�
群
馬
県
経
営
者
協
会

事
務
局
課
長

五
十
嵐
亮
二

来来
賓賓
にに
上上
田田
知知
事事
らら
多多
士士
済済
済済

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
総
会
日
現
在
）

来

賓
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ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
高
橋
で
ご
ざ
い

ま
す
。「
産
業
創
発
の
環
境
形
成
」
と
い
う
表
題

は
、
大
変
分
か
り
難
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は

あ
る
学
会
誌
に
提
出
し
た
論
文
の
ベ
ー
ス
に
な
っ

た
考
え
方
で
、
言
葉
は
分
か
り
難
い
で
す
が
中
身

は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
は
言
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
気
楽
に
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

産
業
創
発
云
々
と
い
う
前
に
、
昨
年
来
、
進
め

て
き
て
い
る
新
連
携
政
策
の
運
用
実
績
に
つ
い
て

み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
連
携
計
画

の
認
定
実
績
は
五
月
十
日
現
在
、
全
国
で
一
六
七

件
。
う
ち
関
東
局
認
定
が
四
十
件
あ
り
ま
す
。
こ

の
四
十
件
中
他
局
内
企
業
と
の
広
域
連
携
が
一
八

件
（
四
五
％
）、
逆
に
他
局
が
認
定
し
た
新
連
携

企
業
の
う
ち
、
関
東
局
内
に
広
域
連
携
を
求
め
て

い
る
も
が
、
三
一
件
（
二
四
％
）
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
日
本
全
国
一
六
七
件
の
新
連
携
事
業
中

七
一
件
（
四
三
％
）
に
関
東
局
管
内
の
企
業
が
関

連
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
実
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
局
認
定
案
件
が
ど
の
地
域
の
企
業
と
連
携

し
て
い
る
か
を
見
る
と
、
近
畿
圏
と
中
部

圏
が
多
く
次
い
で
九
州
、
北
陸
さ
ら
に
山

陰
地
方
の
企
業
で
あ
っ
た
り
と
大
変
広
範

囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
四
十
件
あ
る
新
連
携
認
定
計
画

構
成
事
業
者
が
ど
う
い
う
役
割
分
担
で
、

ど
こ
に
分
布
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、

実
は
販
路
で
あ
る
と
か
、
試
作
、
企
画
開

発
と
い
つ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
を
東
京
都
の

企
業
に
依
存
し
て
い
る
例
が
多
い
。
ま
た
、

他
局
が
認
定
し
て
い
る
案
件
に
つ
い
て
も

連
携
先
を
広
域
関
東
圏
内
に
求
め
て
い
る

の
は
、
製
造
加
工
、
販
路
開
拓
、
企
画
開
発
で
あ

る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
地
域
的
に
は
、
や
は

り
東
京
湾
沿
い
か
ら
区
部
に
非
常
に
多
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
連
携
が
成
立
す
る

背
景
に
は
需
要
側
の
細
分
化
し
た
要
求
を
「
機

能
」
と
し
て
書
き
出
し
、
具
体
的
な
製
品
と
す
る

技
術
を
構
想
す
る
際
に
連
携
に
よ
り
他
人
の
知
恵

を
取
り
入
れ
て
対
応
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
表
れ

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

次
の
図
（
図
表
１
）
を
ご
覧
下
さ
い
。
ユ
ー
ザ

が
い
ろ
い
ろ
な
機
能
の
要
求
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
昔
は
、
大
手
組
立
系
の
メ
ー
カ
が
ユ
ー
ザ
か

ら
要
求
さ
れ
て
く
る
機
能
を
自
ら
消
化
し
て
機
能

を
書
き
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
書
き
出
さ
れ
た

機
能
は
そ
の
実
現
を
す
る
た
め
の
技
術
デ
ザ
イ
ン

を
行
っ
て
設
計
図
に
な
り
、
製
造
は
地
域
の
中
小

企
業
に
依
頼
さ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
流
れ
で
あ
っ

た
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

又
、
下
請
け
関
係
を
持
っ
て
い
る
地
域
の
中
小

企
業
は
あ
る
程
度
地
域
的
に
集
積
を
し
て
い
く
構

図
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
は
大
手
企
業
と
の

地
理
的
な
近
接
性
、
あ
る
い
は
中
小
企
業
同
士
の

近
接
性
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
図
表
で
は
「
機
能
デ
ザ
イ
ン
」
と
、「
技

術
デ
ザ
イ
ン
」
と
二
分
し
て
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

地
域
中
小
企
業
に
下
り
て
行
く
情
報
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
「
技
術
の
デ
ザ
イ
ン
」
関
連
情
報
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
技
術
デ
ザ
イ
ン
が
中
小
企
業
に

し
て
み
る
と
、
一
つ
の
機
能
デ
ザ
イ
ン
に
転
化
し

て
、
メ
タ
ー
技
術
デ
ザ
イ
ン
を
自
分
が
や
る
と
、

こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
部
の
地
域
（
例
え
ば
大
田
区
な

ど
）
で
は
よ
り
詳
細
化
・
専
門
化
す
る
技
術
デ
ザ

イ
ン
要
求
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
の
複
数
の
中

小
企
業
の
間
で
、
メ
タ
レ
ベ
ル
の
技
術
デ
ザ
イ
ン

を
案
出
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
複
数
の
企
業
が

そ
れ
ぞ
れ
仮
説
を
作
り
上
げ
、
ど
の
仮
説
が
優
れ

て
い
る
か
を
社
会
内
で
探
す
、
仮
説
間
で
競
争
を

す
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
が
出
て
来
て
い
ま
す
。

次
の
図（
図
表
２
）を
ご
覧
下
さ
い
。
ユ
ー
ザ
ー

の
要
求
が
多
様
化
し
、
し
か
も
多
様
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
非
常
に
速
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん

も
実
感
と
し
て
お
持
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
状
況
下
で
は
、
大
企
業
で
従
来
行
わ

れ
て
い
た
「
機
能
デ
ザ
イ
ン
」
と
「
技
術
デ
ザ
イ

ン
」
も
多
様
化
と
変
化
速
度
の
増
大
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
メ
タ
レ
ベ
ル
の
技

術
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
仮
説
の
創
発
速
度
を

速
め
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
動
員
さ
れ
る
技
術
の
多

様
化
に
も
対
応
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
動
員
さ
れ
る
技
術
が
多
様
化
し
、

ス
ピ
ー
ド
の
ア
ッ
プ
が
要
求
さ
れ
る
と
、
地
域
の

中
小
企
業
側
に
し
て
み
る
と
、
実
は
一
つ
大
き
な

定
時
総
会
特
別
講
演
要
旨

産
業
創
発
の
環
境
形
成

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
長

高

橋

武

秀

氏

�
高
橋
講
師
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�

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
対
応
が
困
難
な
問
題

が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
中
小
企
業
共
通
の
属
性
と
し
て
投
下

可
能
な
資
源
量
の
制
限
が
大
き
い
。
要
す
る
に
、

全
て
大
手
企
業
の
要
求
通
り
に
応
え
続
け
る
だ
け

の
体
力
は
、
と
て
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
ユ
ー
ザ
ー
に
つ
い
て
い
け
な
い
と
、
こ
の

仮
説
間
競
争
の
世
界
に
参
加
す
る
事
さ
え
出
来
な

い
事
に
な
り
ま
す
。
結
局
、
大
手
企
業
の
機
能
の

書
出
し
を
待
た
ず
に
、
一
般
的
な
情
報
を
あ
る
程

度
自
分
自
身
で
活
用
を
し
て
、
市
場
の
先
読
み
を

す
る
。
あ
る
い
は
、
各
段
階
の
デ
ザ
イ
ン
に
用
い

ら
れ
そ
う
な
技
術
の
内
容
・
方
向
性
を
掴
ま
え
て

自
ら
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
技
術
提

案
を
行
い
、
戦
略
主
導
を
取
る
と
い
う
方
向
で
対

応
す
る
事
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
に
こ
う
い
う

活
動
が
出
来
る
企
業
が
一
部
出
て
き
て
い
ま
す
。

時
々
、
語
ら
れ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
型
企
業
と

い
う
の
は
、
か
な
り
こ
れ
に
近
い
企
業
で
す
。

市
場
の
先
読
み
を
す
る
、
あ
る
い
は
技
術
提
案

に
よ
る
戦
略
主
導
を
取
っ
て
い
く
と
き
に
、
一
番

重
要
な
の
が
、先
を
読
む
た
め
の「
一
般
的
情
報
」

の
収
集
で
す
。
ま
た
、「
一
般
的
情
報
」
を
自
分

の
役
に
立
つ
よ
う
に
組
み
替
え
て
い
く
事
も
重
要

で
す
。
こ
の
時
に
役
に
立
つ
か
も
知
れ
な
い
の
が
、

大
学
、
試
験
研
究
機
関
等
で
す
。
こ
の
あ
た
り
の

力
を
活
用
し
て
チ
ャ
ン
ス
を
発
見
す
る
と
い
う
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
部
分
を
産
学
連
携
等
の
弱
い
紐
帯
を
活
用
す
る

と
い
う
言
い
方
を
し
て
図
表
上
で
は
線
を
結
ば
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

既
存
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
情
報
流
通
と

い
う
の
は
、得
て
し
て
仲
間
内
の
流
通
に
な
り
ま
す
。

強
い
紐
帯
と
言
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
の
情
報

流
通
と
な
り
ま
す
。
こ
の
紐
帯
を
経
由
し
て
情
報

を
得
る
こ
と
に
は
情
報
の
質
に
於
い
て
限
界
が
あ

り
ま
す
。本
来
、仲
間
で
は
な
い
人
か
ら
入
っ
て
く

る
情
報
は
、弱
い
紐
帯
経
由
の
情
報
と
称
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
を
活
用
し
て
み
る
こ
と
を
考
え
て
は
ど

う
か
と
い
う
の
が
、こ
の
項
の
ミ
ソ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
弱
い
紐
帯
の
重
要
性
に
つ
い
て
、「
グ
ラ

ノ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
論
文
」
を
紹
介
し
な
が
ら
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
マ
ー
ク
・
グ
ラ
ノ
ヴ
ェ
ッ

タ
ー
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
人
が
一
九
八
六
年
に
面
白
い
研
究

を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
研
究
の
内
容
を
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
彼
が
研
究
の
対
象
に

し
た
の
は
、
自
分
の
ク
ラ
ス
の
友
人
た
ち
が
、
職

業
を
見
つ
け
た
り
、
情
報
を
得
た
り
と
か
い
う
よ

う
な
こ
と
を
す
る
時
に
、
ど
う
い
う
人
か
ら
貰
っ

た
情
報
が
役
に
立
っ
た
か
、
そ
う
い
う
調
査
を
し

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
で
あ
り
ま
す
が
、
職
を
見
つ
け
た
り
、

情
報
を
得
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
業
し
た
り
、

流
行
を
生
み
出
し
た
り
こ
と
に
限
っ
て
い
え
ば
、

強
い
友
人
関
係
よ
り
は
、
弱
い
社
会
的
な
絆
（
滅

図表１ 機能要求への対応�

図表２ 機能要求への対応�
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多
に
出
会
わ
な
い
ち
ょ
と
し
た
知
り
合
い
）
の
方

が
重
要
で
あ
る
。
親
し
い
友
人
と
い
う
も
の
は
、

職
を
得
る
に
は
余
り
役
に
立
た
な
い
場
合
が
多
い
。

彼
ら
は
我
々
と
同
じ
サ
ー
ク
ル
内
に
い
る
た
め
、

知
り
う
る
情
報
も
似
た
も
の
に
な
り
が
ち
だ
か
ら

と
い
う
結
果
を
得
て
い
ま
す
。
強
固
な
友
情
関
係

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
み
が
あ
る
集
団
で
は
、
情
報

は
そ
の
強
い
、
つ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

頻
度
の
高
い
紐
帯
の
中
で
循
環
し
外
部
に
伝
搬
す

る
確
率
は
著
し
く
低
下
す
る
等
と
指
摘
し
て
い
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

地
方
の
中
小
企
業
の
、
特
に
同
業
の
組
合
の
よ
う

な
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
強
い
友
人
関

係
の
典
型
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
講
演
の
冒
頭
の
と
こ
ろ
で
ご
紹
介
し
た
各

種
新
連
携
事
業
、
就
中
広
域
で
連
携
を
し
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自
分
が
あ

え
て
弱
い
、
今
ま
で
自
分
が
持
っ
て
い
な
い
情
報

を
持
っ
て
い
る
人
と
の
紐
帯
を
探
し
求
め
て
、
そ

の
結
果
と
し
て
新
た
な
事
業
の
展
開
が
可
能
と
な

っ
た
典
型
例
な
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
日
本
の
学
生
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
い

う
と
、
日
本
の
学
生
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
強
い

友
人
関
係
の
と
こ
ろ
に
、
ま
と
ま
っ
て
入
り
込
ん

で
い
く
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
で
、
日
本

の
学
生
に
つ
い
て
、
ど
う
評
価
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
何
か
新
し
い
と
こ
ろ
に
出

て
い
く
と
か
、
新
し
い
事
業
展
開
を
図
る
と
か
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
る
と
い
う
時
に
な
る
と
、

実
は
グ
ラ
ノ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
の
指
摘
す
る
通
り
、
弱

い
社
会
的
な
絆
（
滅
多
に
出
会
わ
な
い
よ
う
な
）

を
結
ん
だ
先
が
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

Ｔ
Ａ
М
Ａ
協
会
（
正
式
名
称
・
社
団
法
人
首
都

圏
産
業
活
性
化
協
会
）（
図
表
３
）
と
い
う
組
織

を
ご
承
知
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
の
最
先
進
地
帯
と
さ
れ
る
東
京
・
多
摩
地
域
の

「
推
進
機
関
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
ど
う
い
う

形
で
現
在
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
っ
た
か
と
い
う

こ
と
も
弱
い
絆
の
作
用
例
と
し
て
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
少
数
企
業
の
勉
強
会
で

あ
っ
た
が
、
自
分
た
ち
固
有
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
大
学
と
の
お
付
き
合
い
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
や
が
て
、
多
摩
地
域
の
一
種
の
異

業
種
交
流
会
と
し
て
活
動
を
拡
大
し
、
こ
れ
に
Ｔ

Ａ
М
Ａ
・
Ｔ
Ｌ
Ｏ
が
関
係
大
学
の
有
す
る
技
術
情

報
の
統
轄
役
と
し
て
結
び
付
い
た
。
つ
い
で
、
各

種
大
学
関
係
機
関
、
個
々
の
産
業
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
続
々
参
画
し
、地
元
金
融
機
関
も
参
画
し
、い

ま
で
は
協
会
加
盟
会
社
に
対
す
る
優
遇
を
明
示
す

る
融
資
商
品
を
用
意
す
る
ス
テ
ー
ジ
に
ま
で
進
展

し
て
い
る
。
そ
う
い
う
事
例
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

も
の
を
つ
く
り
上
げ
る
時
に
必
要
な
か
な
り
強

固
な
紐
帯
と
弱
い
紐
帯
の
両
方
の
媒
介
役
中
間
役

を
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
現
状
を
呈
し
て
い
る

図表４ 階層別ネットワーク形成イメージ

図表３ 事例紹介
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と
い
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
が
今
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
と
称

し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
け
ど
も
、今
回
、第
二
期
五
か
年
計
画
と
し
て
、ど

う
い
う
こ
と
を
考
え
て
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
を
展
開

し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ご
説
明
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
従
来
は
例
え
ば
多
摩
で
あ
る
と
か
、
東
葛
・

川
口
、浜
松
、諏
訪
・
甲
府
の
中
央
道
沿
線
な
ど
、比

較
的
東
京
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
企
業
集
積

に
支
援
策
を
投
入
す
る
や
り
方
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
は
大
き
く
考
え
方
を
変
え
ま
し

て
、
関
東
全
域
を
ク
ラ
ス
タ
ー
と
し
て
、
ま
ず
捉

え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
面
的
に
大
幅
に

拡
張
し
、
そ
の
面
の
中
に
情
報
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
あ
る
と
か
、
技
術
開
発
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
市
場
化
資
金
提
供
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
、
複
数
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
レ

イ
ヤ
ー
を
作
っ
て
い
っ
て
、
こ
れ
ら
を
統
合
す
る

形
で
ハ
ブ
を
成
長
さ
せ
て
い
く
（
図
表
４
）。

そ
し
て
ハ
ブ
を
中
心
に
し
て
、
各
種
の
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
イ
ヤ
ー
が
持
っ
て
い
る
情
報
が
流
通
す
る

よ
う
に
す
る
。
要
す
る
に
、
Ａ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か

ら
出
し
て
く
る
情
報
が
最
終
的
に
は
Ｂ
の
ハ
ブ
を

経
由
し
て
市
場
化
（
資
金
含
む
）
フ
ィ
ー
ル
ド
ま

で
、
或
い
は
資
金
提
供
者
側
の
情
報
を
技
術
開
発

フ
ィ
ー
ル
ド
の
人
に
提
供
す
る
と
い
う
形
で
、
情

報
と
資
金
と
、
そ
の
他
諸
々
の
情
報
が
い
ろ
ん
な

フ
ィ
ー
ル
ド
の
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
縦
に
穿
つ

よ
う
な
形
で
、
あ
る
一
つ
の
ト
ポ
ロ
ジ
カ
ル
な
場
、

空
間
を
つ
く
っ
て
い
く
訳
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
の

大
幅
な
転
換
で
あ
り

ま
し
て
今
回
の
一
つ

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支

援
の
考
え
方
（
図
表

５
）
は
、
例
え
ば
商

工
団
体
等
、
Ｔ
Ｌ
Ｏ
、

金
融
な
ど
、
小
さ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

っ
て
い
る
組
織
、
こ

れ
を
誰
か
に
意
図
的

に
収
束
を
さ
せ
る
と

い
う
の
で
は
な
く
、

こ
の
間
の
情
報
流
通

量
が
増
え
て
い
く
と
、

自
然
に
あ
る
一
定
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

が
で
き
て
き
ま
す
。

そ
の
出
来
て
き
た
も

の
の
、
ど
真
ん
中
に

座
っ
て
い
る
人
を
見

つ
け
出
し
て
、
そ
の

ハ
ブ
を
他
の
ハ
ブ
と
結
び
付
け
て
い
く
と
い
う
や

り
方
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
そ
れ
を
見
つ
け
出

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
繋
い
で
い
く
と
い
う
作
業

が
、
多
分
、
当
面
の
経
済
産
業
局
の
主
要
な
仕
事

の
仕
方
の
一
つ
か
と
思
い
ま
す
。

お
手
元
に
配
布
を
し
た
資
料
の
中
に
商
工
団
体

等
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
当
然
、
経
営
者
協
会
さ

ん
が
、
そ
う
い
う
仕
事
し
て
い
た
だ
い
て
も
宜
し

い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
従
来
と
や
り
方
が
変
っ
て

い
て
、
単
純
に
地
域
の
た
め
だ
け
に
何
か
す
る
と

い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
情
報
の
フ
ィ
ー
ル
ド

か
ら
、
つ
ま
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
呼
び
起
こ
す

よ
う
な
弱
い
紐
帯
の
は
り
こ
み
と
、
従
来
か
ら
あ

る
強
い
紐
帯
の
維
持
と
両
方
兼
ね
備
え
な
が
ら
、

う
ま
く
こ
れ
を
繋
い
で
い
く
。
最
初
は
、
非
常
に

弱
い
紐
帯
で
よ
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
弱

い
紐
帯
の
繋
ぎ
役
を
経
済
産
業
局
が
徹
底
的
に
務

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
向
こ
う
五
か
年
間
位

は
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
で
終
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
文
責
・
事
務
局
）

※
高
橋
氏
は
そ
の
後
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
武
秀
氏
略
歴

高
橋
武
秀
（
た
か
は
し
・
た
け
ひ
で
）
氏
。

昭
和
五
十
一
年
、
東
京
大
学
法
学
部
を
卒

業
し
、
当
時
の
通
商
産
業
省
に
入
省
し
た
。

平
成
十
六
年
六
月
に
は
関
東
経
済
産
業
局

長
に
就
任
し
、
以
来
、
広
域
関
東
圏
・
一

都
十
県
の
地
域
経
済
発
展
の
た
め
に
、
八

面
六
臂
の
活
躍
を
続
け
て
い
る
。

�
高
橋
氏
講
演
会
場

図表５ ネットワーク支援の考え方
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只
今
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
厚
生
労
働
省

の
戸
苅
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
、
埼
玉
県
経
営

者
協
会
の
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
と
い
う
こ
と

で
、
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
場
で
記
念
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

大
変
光
栄
で
あ
り
、
司
会
者
の
方
か
ら
ご
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
よ
う
に
熊
谷
出
身
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
、
国
会
の
最
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
と
か

時
間
を
や
り
繰
り
し
て
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
機
会
を
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
お
手
元
に
資
料
を
用
意
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、「
人
口
減
少
時
代
の
労
働

政
策
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
時
間
ば
か
り
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
案
内
の
よ
う
に
去
年
の
一
〇
月
に
国
勢
調
査

が
行
わ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
速
報
値
で
二
〇

〇
四
年
一
〇
月
と
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
を
比
べ
る

と
、
約
二
万
人
、
人
口
が
減
少
し
た
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
厚
生
労
働

省
の
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
は
、
人
口
の
統

計
を
取
っ
た
り
、
人
口
の
将
来
予
測
を
し
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
平
成
一
四
年
一
月
に
実
施
し

た
人
口
推
計
で
す
と
、
二
〇
〇
六
年
を
ピ
ー
ク
に

二
〇
〇
七
年
か
ら
人
口
が
減
少
し
始
め
る
と
、
こ

う
予
測
し
て
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に

は
二
〇
〇
五
年
か
ら
減
少
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
あ
と
二
〇
〇
九
年
位
ま
で
は
、
毎
年
数
万

人
の
減
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん

減
少
の
テ
ン
ポ
が
早
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
、
二
〇
一
〇
年
位
か
ら
は
一
〇
万
人
か
ら
二
〇

数
万
人
の
ペ
ー
ス
。
二
〇
一
五
年
は
、
こ
こ
か
ら

人
口
減
少
の
本
格
化
と
い
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、

三
〇
万
人
台
の
減
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
労
働
力
は
こ
こ
何
年
か
減
り
始
め
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
へ
き
て
景
気
の
回

復
も
あ
り
、
雇
用
機
会
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で

労
働
力
人
口
は
増
え
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
何
年

か
労
働
力
人
口
は
減
り
続
け
て
い
た
。
も
う
少
し
、

よ
く
見
る
と
、
実
は
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
人

口
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
生
産
年
齢

人
口
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
九
九
六
年

か
ら
減
少
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
年
々
々
、

一
〇
万
人
位
ず
つ
減
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

に
入
っ
て
か
ら
は
大
体
三
〇
万
人
位
ず
つ
減
っ
て

き
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
は
さ
ら
に
働
き

盛
り
と
い
う
か
、
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
年
金
を

貰
う
前
の
人
た
ち
が
六
〇
万
人
台
で
減
少
す
る
。

そ
れ
に
団
塊
の
世
代
が
二
〇
一
二
年
か
ら
六
十

五
歳
に
な
り
ま
す
の
で
、
二
〇
一
二
〜
一
五
年
は

年
間
一
〇
〇
万
人
位
の
生
産
年
齢
人
口
が
減
っ
て

い
く
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
わ
け
で
、

こ
れ
か
ら
か
な
り
の
テ
ン
ポ
で
人
口
、
或
い
は
働

き
盛
り
の
生
産
年
齢
人
口
が
減
っ
て
い
く
。
さ
ら

に
加
え
て
日
本
の
場
合
、
欧
米
先
進
諸
国
で
も
例

の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
な
高
齢
化
が
進
ん
で
い

く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
っ
た
中

で
日
本
の
社
会
、
或
い
は
産
業
・
企
業
の
活
力
を

ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
わ
け
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
経
済
活
動
を
支
え
る
人
材
一

人
ひ
と
り
の
生
産
性
、
能
力
を
高
め
て
い
く
と
い

う
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
若
者
、
或
い
は
女
性
、
高

齢
者
と
い
っ
た
人
た
ち
が
自
分
の
持
て
る
能
力
を
、

十
二
分
に
発
揮
し
て
貰
え
る
よ
う
な
条
件
整
備
を

し
て
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
た
ち
に
社
会
を
支

え
る
側
に
立
っ
て
貰
う
と
い
う
こ
と
が
、
不
可
欠

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、

そ
う
い
っ
た
全
員
参
加
型
の
社
会
を
実
現
し
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

改
善
す
る
雇
用
情
勢

お
手
元
の
資
料
に
そ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
お
話
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
題
に
入
る
前
に

先
程
も
ち
ょ
っ
と
お
話
し
ま
し
た
が
、
最
近
の
雇

用
情
勢
は
か
な
り
改
善
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
、
簡
単
に
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

景
気
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年
二
月
か
ら
回

復
し
続
け
今
年
四
月
ま
で
で
、
五
一
か
月
の
拡
大

創
立
６０
周
年
記
念
式
典
特
別
講
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旨

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減
少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代

のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

厚
生
労
働
省

事
務
次
官

戸

苅

利

和
氏

�
戸
苅
講
師

―１１―



と
い
う
こ
と
で
、
バ
ブ
ル
景
気
に
並
ぶ
長
期
間
の

景
気
回
復
が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
受
け
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
も
増

え
て
い
ま
す
し
、
求
職
者
や
失
業
者
は
減
り
始
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
こ

の
三
月
で
全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
け
付
け
て

い
る
求
人
が
二
二
二
万
人
で
あ
り
ま
す
。
バ
ブ
ル

期
の
一
九
九
〇
年
一
一
月
、そ
れ
か
ら
一
二
月
、こ

れ
が
一
八
五
万
人
で
あ
り
ま
し
て
、バ
ブ
ル
期
を
上

回
る
求
人
が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
中
身
を
見
る
と
、求
人
の
三
割
位
が
派
遣
と
か
、

請
負
の
求
人
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
三
割
位
が

パ
ー
ト
、
契
約
社
員
の
求
人
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
求
人
の
中
身
が
な
か
な
か
求
職
者
が

望
ん
で
い
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
求
人
と
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
な
お

か
な
り
見
ら
れ
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

完
全
失
業
率
及
び
有
効
求
人
倍
率
の
推
移
を
見

る
と
、
有
効
求
人
倍
率
に
つ
い
て
は
今
年
の
三
月

が
一
・
〇
一
倍
。
た
だ
二
月
は
一
・
〇
四
倍
で
あ

り
ま
し
て
、
こ
れ
は
平
成
四
年
八
月
以
来
、
一
三

年
七
か
月
ぶ
り
の
水
準
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら

完
全
失
業
率
、
こ
れ
も
二
〇
〇
二
年
、
或
い
は
二

〇
〇
三
年
頃
に
は
五
・
五
％
と
い
う
水
準
で
あ
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
三
月
に
は
四
・
一
％
ま
で
下

が
っ
て
き
て
い
る
。
四
・
一
％
と
い
う
の
は
平
成

一
〇
年
七
月
以
来
、
七
年
八
か
月
ぶ
り
と
い
う
こ

と
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
七
年
ぶ
り
、
一
三
年
ぶ

り
と
い
う
水
準
に
ま
で
、
回
復
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
労
働
力
人
口
及
び
雇
用
者
数
の
推
移
で

す
。
労
働
力
人
口
と
い
う
の
は
雇
用
者
と
自
営
業

者
の
方
、
そ
れ
か
ら
自
営
業
者
の
家
族
で
働
い
て

い
る
方
、
そ
れ
に
失
業
者
。
実
際
に
働
い
て
い
る

人
と
、
仕
事
を
求
め
て
い
る
人
の
合
計
で
す
。

労
働
力
人
口
は
、
ず
う
っ
と
減
少
が
続
い
て
き

て
い
た
わ
け
で
す
が
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
若
干
上

向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
労
働

力
人
口
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
生
産
年
齢
人
口

も
減
っ
て
い
る
の
で
、
労
働
力
は
減
少
時
代
に
入

っ
た
ん
だ
と
、
そ
の
頃
私
は
言
っ
て
い
た
ん
で
す

け
ど
、
こ
こ
へ
き
て
若
干
上
向
き
始
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

何
よ
り
も
増
加
が
目
立
つ
の
が
雇
用
者
で
あ
り

ま
し
て
、
労
働
力
人
口
を
か
な
り
上
回
る
勢
い
で

増
加
し
て
い
る
。
こ
の
差
は
何
か
と
い
う
と
、
一

つ
は
失
業
者
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
と
自
営

業
者
が
減
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
営
業
は
後
継

者
難
と
か
、
大
型
店
舗
の
進
出
に
よ
る
顧
客
減
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
減
少
し
、
そ
れ
が
こ
の

差
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
労
働
力
人
口
、
雇
用
者
数
と
も
若
干
上
向

き
、
或
い
は
か
な
り
上
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
雇
用
需
要
は
数
の
上
で
い
う
と
、
か
な
り
の

回
復
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

年
齢
階
級
別
完
全
失
業
率
の
推
移
（
図
表
１
）

で
は
、
一
つ
は
十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
の
失
業
率

が
、
こ
の
二
年
ほ
ど
か
な
り
低
下
し
て
い
る
。
た

だ
他
の
年
齢
に
比
べ
て
か
な
り
高
い
わ
け
で
あ
り

ま
し
て
、
二
〇
〇
五
年
、
一
年
間
で
申
し
上
げ
る

と
八
・
七
％
で
あ
り
ま
す
。
全
年
齢
が
四
・
四
％

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
大
体
、
倍
位
の
失
業
率
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
目
立
つ
の
は
、六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
。

こ
れ
が
二
〇
〇
三
年
あ
た
り
か
ら
ず
う
っ
と
下
が

図表１ 年齢階級別完全失業率の推移（男性、季節調整値）

（資料出所）総務省統計局「労働力調査」
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り
始
め
て
い
る
。
ご
案
内
の
通
り
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
が
四
月
か
ら
施
行
に
な
り
ま
し
て
、
年
金

支
給
開
始
年
齢
ま
で
定
年
を
延
長
す
る
、
或
い
は

雇
用
を
継
続
す
る
と
い
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
二
〇
〇
七
年
問
題
と

い
う
こ
と
で
、
二
〇
〇
七
年
に
な
る
と
団
塊
の
世

代
が
六
十
歳
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
人
材
不
足
に

な
る
の
で
は
な
い
か
、
或
い
は
技
能
の
継
承
が
図

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
の
雇
用
の
維
持
に
努
め
る
企
業
が
増
え
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
高

齢
者
と
若
者
の
失
業
率
が
か
な
り
下
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
四
十
五
歳
か
ら
五
十
四
歳
の
家
計
を

支
え
て
い
る
壮
年
層
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
層
は

不
良
債
権
が
累
積
し
そ
の
処
理
に
企
業
が
取
り
組

む
中
で
、
リ
ス
ト
ラ
が
行
わ
れ
た
。
従
来
は
、
こ

の
年
齢
層
の
失
業
率
と
い
う
の
は
、
二
％
ま
で
届

い
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
リ
ス
ト
ラ
の
影
響

で
一
九
九
八
年
、
一
九
九
九
年
頃
か
ら
ず
う
っ
と

高
ま
っ
て
き
て
、
二
〇
〇
二
年
、
景
気
が
上
向
き

始
め
て
か
ら
、
か
な
り
低
下
を
始
め
て
い
る
と
、

こ
う
い
う
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。
各
年
齢
層
と
も

低
下
は
し
て
い
る
が
、
低
下
の
仕
方
等
に
差
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
大
き
く
回
復
し
て
い
る
と
い
う
雇
用
者

数
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
ん
な
層
な
の
か
。
雇
用
者

の
就
業
時
間
別
・
雇
用
形
態
別
内
訳
を
見
る
と
、

雇
用
者
が
増
え
て
い
る
要
因
の
か
な
り
の
部
分
と

い
う
の
は
、
一
週
三
五
時
間
以
上
働
く
派
遣
・
契

約
・
嘱
託
社
員
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
二
〇
〇
五
年

の
第
２
四
半
期
か
ら
は
、
三
五
時
間
未
満
の
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
か
な
り
増
加
し
、
三
五
時
間

未
満
の
派
遣
・
契
約
社
員
も
増
え
て
い
る
。
即
ち
、

雇
用
の
回
復
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
層
の
人
た

ち
の
雇
用
の
増
加
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
、
正
規
職
員
、
従
業
員
は
ま
だ
前
年

比
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
回
復
に
は
至
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
雇
用
回
復
の
中
身
と
い
う
の

が
、
多
く
の
人
が
望
ん
で
い
る
正
規
職
員
の
回
復

で
は
な
く
て
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
或
い
は

派
遣
、
契
約
社
員
の
回
復
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
雇
用
の
回
復

が
東
京
と
か
、
愛
知
と
い
っ
た
大
都
市
圏
中
心
に

進
ん
で
い
る
こ
と
。
地
域
別
の
雇
用
情
勢
（
図
表

２
）
を
み
る
と
、
完
全
失
業
率
は
東
海
が
三
・
二

％
、
北
陸
が
三
・
四
％
、
北
関
東
・
甲
信
が
三
・

五
％
と
か
な
り
低
い
水
準
で
、逆
に
北
海
道
は
五
・

五
％
、
東
北
が
五
・
四
％
。
日
本
全
体
が
一
番
失

業
率
の
高
か
っ
た
時
代
が
五
・
五
％
で
す
か
ら
、

北
海
道
は
ま
だ
そ
の
水
準
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、有
効
求
人
倍
率
は
、東
海
一
・
五
〇
倍
、南

関
東
一
・
二
五
倍
で
あ
り
ま
し
て
、
北
海
道
は
〇
・

五
一
倍
と
い
う
こ
と
で
す
。前
年
三
月
は
〇
・
五
二

倍
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
比
べ
て
ま
だ
下
が

っ
て
い
る
。
地
域
間
の
雇
用
の
格
差
と
い
う
の
が
、

大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

良
く
な
っ
て
い
る
地
域
は
、
Ｉ
Ｔ
産
業
、
自
動

車
関
連
な
ど
、
今
の
景
気
を
牽
引
し
て
い
る
産
業

が
集
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
中
心
で
あ
り
ま
す
し
、

北
海
道
、
東
北
、
さ
ら
に
言
う
と
四
国
の
高
知
県
、

九
州
で
は
長
崎
県
・
鹿
児
島
県
等
は
な
お
雇
用
情

勢
の
改
善
が
遅
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
う
い
っ
た
地
域
は
、
一
つ
は
公
共
事
業
へ
の
依

存
度
が
高
い
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
公
共
事

業
が
一
兆
円
減
る
と
、
建
設
業
の
就
業
者
が
八
万

人
減
る
と
、
こ
う
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
こ
れ
は
先
日
、
高
知

県
の
橋
本
知
事
と
会
っ
た
時
に
、
そ
ん
な
話
に
な

っ
た
ん
で
す
が
、
公
的
な
分
野
に
偏
っ
た
、
例
え

ば
公
務
員
だ
と
か
、
或
い
は
関
係
の
諸
団
体
と
か
、

そ
う
い
っ
た
役
所
、
役
所
関
連
の
産
業
の
ウ
ェ
ー

ト
の
高
い
と
こ
ろ
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
し

て
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
ど
、
公
的
な
依
存
度

の
高
い
地
域
の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
地
元
の
企
業
が
中
国
と

か
、
ア
ジ
ア
と
か
、
安
い
労
働
力
を
求
め
て
海
外

に
移
転
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
逆
に
海
外
か
ら
直

接
投
資
で
日
本
に
海
外
企
業
が
立
地
す
る
場
合
は
、

東
京
、
神
奈
川
な
ど
東
京
周
辺
、
そ
れ
か
ら
大
阪
、

名
古
屋
、
そ
う
い
っ
た
大
都
市
に
九
割
位
が
集
ま

っ
て
い
る
。
海
外
に
出
る
の
は
地
方
の
工
場
で
、

海
外
か
ら
日
本
に
入
っ
て
く
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど

が
大
都
市
圏
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
地
域
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

大
き
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
景
気
回
復
局
面
に
お
け
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と

雇
用
者
数
の
関
係
で
す
が
、
景
気
の
谷
の
期
に
お

け
る
数
値
を
一
〇
〇
と
し
た
、
谷
の
期
以
降
の
推

移
を
過
去
の
景
気
回
復
局
面
と
比
べ
て
見
る
と
、

過
去
の
局
面
は
い
ず
れ
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
一
一
〇
前
後

に
な
っ
て
き
ま
す
と
、
雇
用
者
も
三
％
〜
四
％
は

増
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、

二
〇
〇
二
年
第
１
四
半
期
か
ら
の
今
回
の
景
気
回

復
局
面
で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
一
〇
を
や
や
上
回
る

と
こ
ろ
ま
で
回
復
し
て
い
る
が
、
雇
用
の
回
復
は

一
％
弱
の
増
と
弱
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
回
復
が
輸
出
に
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
、
国
内
で
言
う
と
恐
ら
く
生
産
性
の
向

上
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
、
製

造
業
で
は
就
業
者
数
は
む
し
ろ
一
九
九
〇
年
位
か

ら
減
少
し
続
け
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
一
方

で
付
加
価
値
は
上
昇
が
続
い
て
い
る
わ
け
で
あ
り

ま
し
て
、
生
産
性
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
上
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
上
が
り
具
合
ほ
ど
雇
用
は
回
復
し
て
な
い
と

図表２ 地域別の雇用情勢

（資料出所）総務省統計局「労働力調査」、厚生労働省「職業安定業務統計」
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い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
今
回
の
景
気
上
昇
が
、
五
一
か
月
続
い

て
い
る
と
申
し
ま
し
た
。
い
ざ
な
ぎ
景
気
が
五
七

か
月
で
あ
り
ま
し
て
、一
一
月
に
な
り
ま
す
と
、こ

れ
を
抜
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
一

一
月
ま
で
回
復
し
た
と
し
て
、雇
用
の
回
復
が
ど
こ

ま
で
従
来
の
回
復
局
面
に
近
づ
く
の
か
と
い
う
こ

と
が
、
一
つ
の
留
意
点
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
過
去
の
景
気
回
復
局
面
に
比
べ
ま
す
と
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
回
復
自
体
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
も
雇
用
も
、
僅
か
ず
つ
改
善
が
ず
う
っ
と
長
い

こ
と
続
い
て
き
て
い
る
と
い
う
の
が
、
今
回
の
状

況
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

大
き
な
課
題
と
し
て
は
、
今
、
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
地
域
ご
と
の
雇
用
情
勢
の
回
復
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
、
そ
れ
か
ら
求
人
者
の
望
ん
で
い
る
雇
用

と
求
職
者
が
望
ん
で
い
る
雇
用
に
、
か
な
り
ず
れ

が
あ
る
。
も
っ
と
言
う
と
、
職
種
に
も
か
な
り
ず

れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
地
域
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
そ
れ
か
ら
雇
用
形
態
な

り
、
職
種
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
こ
れ
を
改
善
し
て
い

く
こ
と
を
や
ら
な
い
と
、
な
か
な
か
失
業
率
が
三

％
台
ま
で
改
善
す
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
当
面
の
雇
用
対
策
と
し
て
は
そ

う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
の
た
め
に
、
仕
事
を
求

め
て
い
る
人
に
必
要
な
能
力
開
発
を
す
る
、
或
い

は
企
業
に
な
る
べ
く
正
規
の
雇
用
の
求
人
を
出
し

て
貰
う
、
或
い
は
若
い
人
に
対
す
る
温
か
い
気
持

ち
と
い
う
か
、
元
フ
リ
ー
タ
ー
だ
か
ら
な
ど
前
歴

に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
人
物
本
位
で
労
働
者
を
採
用

す
る
こ
と
も
お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
、

思
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

減
少
に
転
じ
た
人
口

当
面
の
状
況
は
い
ま
申
し
上
げ
た
よ
う
な
こ
と

で
あ
り
、
今
後
の
状
況
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
す

と
、
何
と
い
っ
て
も
大
き
な
課
題
は
、
人
口
の
減

少
が
こ
れ
か
ら
ず
う
っ
と
続
く
。
少
な
く
と
も
急

に
今
年
か
ら
出
生
率
が
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
今

年
生
ま
れ
た
人
が
働
き
始
め
る
の
は
、
あ
と
一
八

年
な
り
二
〇
年
か
か
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

一
八
年
〜
二
〇
年
間
の
労
働
力
は
、
か
な
り
正
確

に
見
通
せ
る
と
い
う
こ
と
の
中
で
、
労
働
力
の
減

少
を
い
か
に
抑
え
な
が
ら
生
産
性
も
高
め
て
、
日

本
の
社
会
の
、
或
い
は
企
業
の
活
力
を
維
持
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

日
本
の
人
口
―
長
期
推
移
（
図
表
３
）
と
い
う

こ
と
で
、
歴
史
人
口
学
の
鬼
頭
宏
教
授
の
統
計
と

か
を
い
ろ
い
ろ
繋
ぎ
合
わ
せ
ま
す
と
、
図
に
あ
り

ま
す
よ
う
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
期
に
あ
る
い

は
ち
ょ
っ
と
減
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

し
か
し
、
傾
向
的
に
は
ず
う
っ
と
増
え
続
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
一
八
九
九
年
に
国
が
人
口
の

調
査
を
始
め
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
調
査
開
始

以
来
、
昨
年
初
め
て
人
口
が
減
少
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

図
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
、
お
分
か
り
の
よ
う
に

初
め
は
緩
や
か
な
減
少
で
す
が
、
二
〇
一
五
年
を

境
に
減
少
の
度
合
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
今
の
う
ち
か
ら
、
先
を
見
通
し
た
対
策
を
き

ち
ん
と
取
っ
て
い
く
と
い
う
こ
が
、
重
要
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
併
せ
て
、
先
ほ
ど
高
齢
化
が
か
な
り

の
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
と
申
し
上
げ
ま
し
た

図表３ 日本の人口―長期推移

（資料出所）１９２０年までは鬼頭宏上智大学教授（歴史人口学）「人口から読む歴史」による。
１９２０年～２００４年までは総務省統計局「国勢調査」、「１０月１日現在推計人口」による。
一定の地域を含まないことがある（例：終戦後返還前の沖縄県）。
２００５年以降は国立社会保障・人口問題研究所の中位推計による。
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け
ど
も
、
こ
れ
か
ら
高
齢
者
の
年
齢
構
成
が
ど
う

変
化
す
る
の
か
と
い
う
と
、
七
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
が
増
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

二
〇
一
八
年
に
は
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

が
、
七
十
四
歳
以
下
の
高
齢
者
よ
り
も
多
く
な
っ

て
し
ま
う
。

日
本
の
場
合
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
る
と
高

齢
者
の
労
働
意
欲
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
け
ど
、
た
だ
七
十
五
歳
を
超
え
る
と
労
働
力

率
は
や
は
り
、
か
な
り
低
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

六
十
五
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
労
働
力
率
は
二
〇
〇

五
年
で
二
八
・
六
％
で
す
け
ど
も
、
七
十
五
歳
を

超
え
る
と
九
・
一
％
で
あ
り
ま
す
。

一
方
で
一
人
当
た
り
の
国
民
医
療
費
に
つ
き
ま

し
て
は
、六
十
五
歳
か
ら
七
十
四
歳
は
年
間
五
三
・

四
万
円
で
あ
り
ま
す
が
、
七
十
五
歳
以
上
に
な
り

ま
す
と
八
〇
・
九
万
円
と
い
う
こ
と
で
、
一
・
五

倍
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
介
護
保

険
の
要
支
援
、
要
介
護
認
定
の
方
の
数
は
全
部
で

四
百
一
三
万
人
い
ま
す
け
ど
も
、
全
体
の
八
割
、

三
四
四
万
人
は
七
十
五
歳
以
上
の
方
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
で
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
こ
れ
か

ら
は
後
期
高
齢
者
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
七
十
五

歳
以
上
の
方
々
の
割
合
が
高
ま
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
あ
た
り
も
い
ろ
ん
な
所
に
、
い
ろ

い
ろ
な
影
響
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

社
会
保
障
の
給
付
費
は
二
〇
〇
六
年
で
概
ね
九

〇
兆
円
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、

こ
の
ま
ま
手
を
打
た
ず
に
い
く
と
二
〇
一
五

年
に
は
一
二
六
兆
円
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
、
三
六
兆
円
増
え
て
し
ま
う
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
今
回
の
医
療
制
度
改

革
、
或
い
は
一
昨
年
の
年
金
制
度
の
改
革
な

ど
、
い
ろ
ん
な
改
革
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
〇
兆
円
は
何
と
か
抑
制
し
、
一
一
六
兆
円

に
す
る
。
そ
れ
か
ら
二
〇
二
五
年
に
は
、
今

の
ま
ま
で
い
く
と
一
六
二
兆
円
に
な
っ
て
し

ま
う
。
七
二
兆
円
増
え
る
わ
け
で
す
け
ど
も
、

こ
れ
も
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
講
じ
る
こ
と
に

よ
っ
て
二
一
兆
円
抑
制
し
て
、
一
四
一
兆
円

に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
取
り

組
み
を
厚
生
労
働
省
で
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

医
療
保
険
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、
一
人
当

た
り
の
老
人
医
療
費
の
都
道
府
県
別
の
格
差

が
、
非
常
に
大
き
い
と
い
う
の
が
一
つ
あ
る
。

全
国
平
均
は
七
五
万
円
な
ん
で
す
け
ど
も
、
一
番

高
い
福
岡
県
は
九
二
万
円
で
す
し
、
一
番
低
い
長

野
県
は
六
一
万
円
で
あ
り
ま
し
て
、
最
も
高
い
県

と
低
い
県
の
差
が
一
・
五
倍
位
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
老
人
医
療
費
の
七
割
が
入
院
さ
れ

た
方
の
医
療
費
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
生
活
習
慣
病
に
よ
る
と
こ
ろ
が
、
非
常

に
大
き
い
。
今
回
の
医
療
制
度
改
革
の
中
で
は
、

病
気
の
予
防
を
重
視
し
た
対
策
に
転
換
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
糖
尿
病
等
の
患
者
、
或
い
は

そ
の
予
備
軍
の
減
少
を
図
っ
て
い
く
。
そ
れ
か
ら

療
養
病
床
を
再
編
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、

調
査
を
す
る
と
医
療
の
必
要
度
の
低
い
人
ま
で
、

医
療
型
病
床
に
入
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
療
養
病

床
に
つ
い
て
は
、
必
要
度
の
高
い
患
者
を
受
け
入

れ
る
と
い
う
こ
と
に
特
化
し
て
貰
い
、
医
療
の
必

要
度
の
低
い
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
老
健
施
設
な

り
、
在
宅
の
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
は
保
険
料
を
負
担
し
て

い
る
現
役
世
代
と
、
主
に
給
付
を
受
け
て
い
る
高

齢
者
と
の
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
も
、
あ
る
程
度
取
ら

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
現
役
並
み
の

所
得
の
あ
る
高
齢
者
の
患
者
負
担
を
三
割
に
引
き

上
げ
る
、
或
い
は
療
養
病
床
に
入
院
し
て
い
る
高

齢
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
と
同
じ
よ
う

に
食
費
、
居
住
費
の
負
担
見
直
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
診
療
報
酬
に
つ
い
て
も
、
ご
案
内
の
通
り

今
回
は
三
・
一
六
％
引
き
下
げ
よ
う
と
い
う
こ
と

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
年
金
に
つ
い
て
も
、
厚

生
年
金
の
保
険
料
を
青
天
井
で
い
つ
ま
で
も
引
き

上
げ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
制

度
改
革
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
七
年
ま

で
段
階
的
に
引
き
上
げ
て
、
そ
の
後
は
一
八
・
三

％
で
将
来
と
も
固
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
し
、
二
〇
〇
九
年
に
は
現
在
、

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
が
三
五
・
八
％
で
す
け
ど

も
、
こ
れ
を
五
〇
％
ま
で
引
き
上
げ
よ
う
と
い
う

こ
と
に
も
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
経
済
の
変
動
等
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
と
か
、
賃
金

ス
ラ
イ
ド
で
給
付
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
被
保
険
者
の
減
少
率
と
か
、
平
均
余

命
の
伸
び
と
か
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
勘
案
し
て

調
整
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
と
い
う
の
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
け
ど
も
、
こ
れ
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
的

に
国
民
所
得
比
で
一
二
〜
一
三
％
の
水
準
で
安
定

的
に
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

し
て
、
と
に
か
く
社
会
保
障
が
持
続
す
る
と
い
う

こ
と
が
重
要
な
わ
け
で
、
今
、
社
会
保
障
を
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
若
い
人
に
も
、
自
分
た
ち
が

支
え
ら
れ
る
側
に
な
っ
た
時
に
、
制
度
が
破
綻
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
な
か
な
か
安
心
し
て

保
険
料
を
払
っ
て
い
た
だ
け
な
い
。
そ
う
い
う
こ

と
で
、
持
続
で
き
る
制
度
に
き
ち
ん
と
し
て
、
社

会
保
障
の
負
担
を
し
て
い
る
働
い
て
い
る
方
々
に

安
心
し
、
納
得
し
て
保
険
料
を
負
担
し
、
老
後
の

展
望
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
社
会
保
障

の
方
は
や
っ
て
い
ま
す
が
、
労
働
政
策
の
方
も
一

人
で
も
多
く
の
方
に
意
欲
を
も
っ
て
、
納
得
し
て

働
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、
こ
う
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

労
働
力
人
口
の
見
通
し（
図
表
４
）で
は
、
二
〇

�
戸
苅
氏
講
演
会
場
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〇
四
年
の
労
働
力
人
口
が
六
六
四
二
万
人
で
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
今
の
ま
ま
で
推
移
し
ま
す
と
、二
〇

一
五
年
、
あ
と
一
〇
年
経
ち
ま
す
と
六
二
三
七
万

人
と
い
う
こ
と
で
、
四
一
〇
万
人
労
働
力
が
減
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
就
業
対

策
は
一
人
で
も
多
く
の
方
に
六
十
五
歳
ま
で
働
け

る
よ
う
に
し
よ
う
。
そ
れ
か
ら
仕
事
と
家
庭
の
両

立
支
援
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
育
て
中
の
女

性
の
労
働
力
率
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
み
ま
で
、
な
る

べ
く
近
づ
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
若
者
に
つ
い
て
も
、ニ
ー
ト
と
か
、フ
リ
ー

タ
ー
が
多
い
わ
け
で
す
け
ど
、
意
欲
を
も
っ
て
働

け
る
職
場
環
境
を
作
る
、
或
い
は
彼
ら
の
働
く
意

欲
を
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
若
者
の
労
働

力
率
も
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
六

五
三
五
万
人
、
約
一
一
〇
万
人
減
ま
で
抑
え
る
こ

と
は
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
に

向
け
て
労
働
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う

の
が
、今
後
の
中
心
課
題
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一
一
〇
万
人
の
減
で
あ
れ
ば
、
生
産
性
の
向
上

で
恐
ら
く
ほ
と
ん
ど
カ
バ
ー
で
き
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
先
二
〇
三
〇
年
に
な
る
と
、

こ
れ
は
か
な
り
大
き
な
労
働
力
人
口
減
と
な
り
ま

す
。
五
五
九
七
万
人
と
い
う
こ
と
で
、
今
よ
り
も

約
一
〇
五
〇
万
人
減
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
間
、
さ

ら
に
高
齢
者
・
女
性
・
若
者
へ
の
就
業
支
援
対
策

等
を
充
実
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
一
〇

九
万
人
、
約
五
三
〇
万
人
減
ま
で
抑
え
る
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
だ
一
〇
年

以
上
も
先
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
二
〇
三
〇

年
ま
で
視
野
に
入
れ
て
、
こ
れ
か
ら
先
、
労
働
政

策
を
ど
う
取
っ
て
い
く
か
。
ま
た
、
企
業
に
お
か

れ
て
も
、
こ
う
い
っ
た
状
況
を
念
頭
に
お
い
て
、

人
材
の
育
成
、
高
齢
者
の
雇
用
、
女
性
の
就
業
環

境
の
整
備
、
若
者
た
ち
の
就
業
へ
の
理
解
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。

若
者
の
働
く
意
欲

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
、
若
者
、
女
性
、
高

齢
者
の
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ま
ず
若
者
の

問
題
の
最
近
の
状
況
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
二
〇

〇
四
年
の
中
ご
ろ
ま
で
は
、
十
五
歳
〜
二
十
四
歳

の
労
働
力
率
は
ず
う
っ
と
減
り
続
け
て
い
た
。
し

か
し
、
同
年
七
月
か
ら
減
少
幅
が
か
な
り
小
さ
く

な
り
ま
し
て
、
二
〇
〇
五
年
四
月
か
ら
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
る
。
全
年
齢
の
方
は
若
干
プ
ラ
ス
に
な

っ
た
り
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
り
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
へ
き
て
若
者
の
労
働
力
率
は

か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
景
気
の
回
復
に
よ
っ
て
雇
用
機
会

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
若
者

自
身
の
働
く
意
欲
と
い
う
も
の
も
高
ま
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
そ
う
思
う
の
は
、
大
学
生
の
就
職
希
望

率
が
か
な
り
上
向
い
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
て
、
今
年
三
月
の
大
学
卒
の
昨
年
一
〇

月
時
点
で
の
就
職
希
望
率
が
七
五
・
一
％
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
二
〇
〇
〇
年
三
月
は
七
一
・
四
％
だ

っ
た
わ
け
で
、
こ
れ
に
は
大
学
院
に
い
こ
う
と
い

う
人
と
か
、
司
法
試
験
を
受
け
よ
う
と
い
う
人
も

混
じ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
何
年
か
か
な
り
大
学

生
の
就
職
希
望
率
も
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
労

働
力
率
も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
若
者

の
就
労
意
欲
も
全
体
と
し
て
は
高
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

若
者
の
失
業
率
が
高
い
と
い
う
の
は
、
日
本
だ

図表４ 労働力人口の見直し

（資料出所）総人口については、２００４年は総務省統計局「人口推計」、２０１５年、２０３０年は国立社会保障・人口問題
研究所「日本の将来推計人口」による。
労働力人口については、２００４年は総務省統計局「労働力調査」、２０１５年、２０３０年は厚生労働省職業安
定局の推計（２００５年７月）による。
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け
の
現
象
で
は
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど

日
本
は
全
年
齢
の
失
業
率
が
四
・
四
％
の
と
こ
ろ
、

若
者
の
失
業
率
は
八
・
七
％
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
申
し
上
げ
ま
し
た
け
ど
も
、
諸
外
国
を
見
る
と

フ
ラ
ン
ス
は
二
〇
％
を
超
え
て
い
た
り
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国

を
見
て
も
一
〇
％
を
超
え
る
失
業
率
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
具
体
的
に
申
し
上
げ
る
と
フ
ラ
ン
ス
は

二
二
・
七
％
、
ア
メ
リ
カ
が
一
一
・
八
％
、
ド
イ

ツ
が
一
一
・
七
％
、
イ
ギ
リ
ス
が
一
〇
・
九
％
と

い
う
こ
と
で
、
軒
並
み
一
〇
％
か
ら
二
〇
％
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
場
合
は
八
・
七
％
で
や
や
低
い
状
況
で

あ
り
ま
す
け
ど
も
、
今
、
構
造
改
革
の
中
で
所
得

格
差
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ

う
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
身
を
見
る
と
、
高
齢
者
世
帯
の
割
合

が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
相
当
部
分
所

得
格
差
拡
大
の
原
因
は
説
明
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
場
合
、
人
生
を
成
功
し
て
、
か
な
り

の
資
産
を
獲
得
さ
れ
た
方
、
い
ま
な
お
会
社
、
或

い
は
社
会
の
重
要
ポ
ス
ト
に
お
ら
れ
る
方
、
一
方

で
子
供
も
な
く
て
独
り
暮
ら
し
の
老
人
の
方
な
ど
、

所
得
分
布
に
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
。
そ
う
い
っ
た

高
齢
者
の
特
性
は
昔
か
ら
続
い
て
い
る
わ
け
で
す

け
ど
も
、
所
得
分
布
の
ば
ら
つ
き
の
大
き
い
高
齢

層
の
割
合
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
世
帯
の

所
得
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い

う
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
で
ほ
と

ん
ど
説
明
で
き
ま
す
。

た
だ
、年
齢
別
に
見
る
と
、若
者
の
所
得
格
差
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
ジ
ニ
係
数
と
い

う
の
が
あ
っ
て
、
所
得
分
配
な
ど
分
布
の
不
平
等

度
を
は
か
る
手
法
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
ジ
ニ
係

数
が
「
〇
」
だ
と
全
て
の
人
が
同
じ
所
得
で
あ
る
。

し
か
し
、「
一
」
だ
と
一
人
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
を

貰
っ
て
、
他
の
人
は
「
〇
」
み
た
い
な
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
見
る
と
一
九
九
九
年
〜
二
〇
〇
四
年
の
五

年
間
で
、
二
十
九
歳
以
下
に
つ
い
て
は
ジ
ニ
係
数

が
か
な
り
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
他
の
年
齢
層
は
あ
ま
り
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
増
え
て
い
る
の
か
。
原
因
は
か
な
り

明
確
で
あ
り
ま
し
て
、
若
い
人
の
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
と
い
っ
た
非
正
規
雇
用
の
比
率
が
非
常
に

高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
、
正
規
の
社
員
と
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
或
い
は
派
遣
と
い
っ
た

非
正
規
労
働
者
と
の
間
の
賃
金
格
差
が
原
因
で
、

同
じ
二
十
九
歳
以
下
層
で
の
所
得
分
配
の
格
差
の

ば
ら
つ
き
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か

と
い
う
と
、
こ
う
い
う
状
態
が
ず
う
っ
と
続
い
て

い
ま
す
と
、
今
は
二
十
九
歳
以
下
で
す
け
ど
も
、

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
が
三
十
五
歳
に
な
っ
て
く
る
、

或
い
は
四
十
歳
に
な
っ
て
く
る
と
、
そ
う
い
う
所

得
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
層
が
高
齢
者
だ
け
で
な

く
て
、
中
年
層
ま
で
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
、
日
本
全
体
の
所
得
格
差
が
非
常

に
大
き
く
な
っ
て
く
る
。
極
め
て
不
平
等
度
差
の

高
い
社
会
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
も
や
は
り
若
者
の
対
策
を
き
ち

ん
と
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
フ
リ
ー
タ
ー
は
二
〇
一
万
人
お
り
ま
す
。

た
だ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
減

少
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
二
〇
〇
三
年
が
二
一
七

万
人
、
二
〇
〇
四
年
が
二
一
四
万
人
、
二
〇
〇
五

年
が
二
〇
一
万
人
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
こ
の
中
身
を
見
ま
す
と
三
年
間
で
一

六
万
人
減
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
五
万
人

は
十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
で
、
二
十
五
歳
か
ら
三

十
四
歳
の
フ
リ
ー
タ
ー
は
一
万
人
し
か
減
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
。
ニ
ー
ト
で
あ
り
ま
す

け
ど
も
、
こ
れ
は
学
校
に
も
行
っ
て
い
な
い
、
働

い
て
も
い
な
い
、
そ
れ
に
職
業
訓
練
も
受
け
て
い

な
い
と
、
こ
う
い
う
人
た
ち
で
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
う
人
た
ち
が
、
現
在
六
四
万
人
い
ま
す
。
二
〇

〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
四
年
連
続
で
毎
年

六
四
万
人
で
あ
り
ま
す
。
ニ
ー
ト
の
場
合
も
中
身

を
見
ま
す
と
、
二
〇
〇
二
年
は
二
十
五
歳
か
ら
三

十
四
歳
は
三
五
万
人
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年

は
三
九
万
人
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
い

う
こ
と
か
と
い
う
と
、
フ
リ
ー
タ
ー
に
し
て
も
、

ニ
ー
ト
に
し
て
も
、
二
十
五
歳
か
ら
三
十
歳
に
な

れ
ば
、
だ
ん
だ
ん
ニ
ー
ト
で
な
く
な
っ
て
働
き
始

め
る
の
か
、
或
い
は
フ
リ
ー
タ
ー
で
な
く
な
っ
て

常
用
雇
用
に
移
る
の
か
と
い
う
と
、
ど
う
も
そ
う

な
っ
て
な
い
。
で
す
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
今
、
三

十
四
歳
以
下
を
フ
リ
ー
タ
ー
と
定
義
を
し
て
、
そ

の
統
計
ば
か
り
取
っ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
何
年
か

後
に
は
四
十
歳
ま
で
統
計
を
取
っ
て
見
た
ら
フ
リ

ー
タ
ー
の
数
は
三
十
五
歳
か
ら
四
十
歳
に
か
な
り

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
フ
リ
ー
タ

ー
、
ニ
ー
ト
対
策
は
、
今
の
う
ち
に
き
ち
ん
と
取

っ
て
お
か
な
い
と
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
フ
リ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
と
、

一
つ
は
フ
リ
ー
タ
ー
の
七
六
・
六
％
は
親
と
同
居
、

四
一
・
六
％
は
親
か
ら
経
済
的
援
助
を
受
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
二
十
九
歳

以
下
の
東
京
都
内
に
住
ん
で
い
る
男
の
若
者
に
結

婚
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
と
、
フ
リ
ー

タ
ー
の
場
合
は
三
・
七
％
し
か
結
婚
し
て
い
な
い
。

フ
リ
ー
タ
ー
で
な
い
人
た
ち
は
一
九
・
二
％
が
結

婚
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
少
子
化

が
い
わ
れ
て
い
る
中
で
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
ニ
ー
ト

を
今
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

と
、
や
は
り
少
子
化
と
い
う
意
味
で
も
大
変
な
問

題
が
将
来
で
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

て
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
ニ
ー
ト
対
策
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ニ
ー
ト
対
策
と
い
う
の
は
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
が

始
め
た
。
日
本
も
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
対

策
を
取
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、

イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
ス
ラ
ム
街
の
都
市
貧
困
層
の

子
供
た
ち
が
、
親
の
所
得
が
低
い
た
め
に
な
か
な

か
教
育
が
受
け
ら
れ
な
い
と
か
、
技
能
が
身
に
付

け
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
始
め
た
。
放

っ
て
置
く
と
治
安
の
悪
化
と
か
、
生
活
保
護
の
負

担
が
重
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
福
祉
か
ら
雇
用
へ

の
対
策
が
取
ら
れ
始
め
た
。

だ
が
、
日
本
の
場
合
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
は

な
く
て
、
大
学
、
大
学
院
を
出
て
い
な
が
ら
、
ニ

ー
ト
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
対
策
の
対
象
が
実
に
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
対
策
と
し
て
は
、
労
働
政
策
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
学
校
教
育
、
産
業

政
策
、
そ
れ
に
地
域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
と
か
、
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総
力
を
上
げ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
も
、
い
ろ
ん
な
対
策
を
取
っ
て
い

ま
す
。
若
者
自
立
塾
で
あ
り
ま
す
と
か
、
今
年
は

若
者
の
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
立
な
ど
、

ま
た
、
政
府
を
挙
げ
て
と
い
う
こ
と
で
、
先
ほ
ど

原
会
長
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
も
、
二
〇

〇
三
年
か
ら
若
者
自
立
挑
戦
プ
ラ
ン
、
こ
れ
を
文

部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
、
農
林
水
産
省
、
内
閣

府
、
そ
れ
に
厚
生
労
働
省
で
始
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
若
者
の
人
間
力
を
高

め
る
た
め
の
国
民
会
議
、
こ
れ
も

昨
年
か
ら
発
足
さ
せ
て
日
本
経
団

連
の
奥
田
碩
会
長
に
議
長
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
連
合
の
会
長
や
日

商
会
頭
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
、
知
事
会

会
長
、
市
町
村
会
会
長
、
さ
ら
に

若
者
の
代
表
に
も
入
っ
て
い
た
だ

い
て
、
家
庭
の
役
割
、
学
校
の
役

割
、
企
業
の
役
割
、
労
働
組
合
の

役
割
、
自
治
体
の
役
割
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
対
策
を
取
っ
て

い
こ
う
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
こ

と
で
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
お
話
の
あ

っ
た
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
、

こ
れ
は
経
営
者
協
会
を
は
じ
め
と

す
る
経
営
者
団
体
と
連
合
と
で
、

一
県
大
体
四
〇
〇
〇
万
円
〜
四
五

〇
〇
万
円
位
の
予
算
で
い
ろ
ん
な

対
策
を
と
っ
て
貰
っ
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
若
者
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
、

こ
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

女
性
の
生
活
と
働
き
方

女
性
の
生
活
と
働
き
方
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
、
諸
外
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
推

移（
図
表
５
）で
ご
ざ
い
ま
す
。
合
計
特
殊
出
生
率

と
い
う
の
は
、
そ
の
年
の
十
五
歳
か
ら
四
十
九
歳

の
女
性
に
つ
い
て
、
各
年
齢
ご
と
に
出
生
率
を
出

し
ま
し
て
、
そ
れ
を
合
計
し
た
数
字
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
見
ま
す
と
、二
〇
〇
四
年
の
日
本
は
一
・

二
九
で
あ
り
ま
す
。
人
口
が
同
じ
水
準
で
推
移
す

る
た
め
に
必
要
な
数
値
は
、
二
・
〇
七
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、日
本
の
場
合
は
一
九
七
〇
年
が
二
・

一
三
で
あ
り
ま
す
。
一
九
七
四
年
が
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
の
翌
年
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
二
・
〇
五

と
人
口
が
維
持
さ
れ
る
か
減
少
に
転
じ
る
か
の
、

境
目
ラ
イ
ン
で
あ
る
二
・
〇
七
を
割
り
、
そ
れ
以

来
ず
う
っ
と
下
が
り
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

出
生
率
低
下
の
最
大
の
原
因
は
、
晩
婚
化
と
晩

産
化
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
で
大
体
説
明
が
で
き
ま

す
。
従
来
は
一
生
の
う
ち
女
性
が
子
供
を
産
む
数

は
、
遅
く
産
み
始
め
て
も
大
体
同
じ
数
を
産
ん
で

い
た
。
結
婚
し
て
か
ら
一
五
年
〜
一
九
年
経
っ
た

夫
婦
の
子
供
の
数
は
、
一
九
七
二
年
は
二
・
二
〇

人
だ
っ
た
の
が
二
〇
〇
二
年
も
二
・
二
三
人
で
、

こ
の
頃
ま
で
は
出
生
率
は
下
が
っ
て
も
最
終
的
な

子
供
数
は
減
っ
て
い
な
か
っ
た
。

た
だ
、
こ
れ
は
結
婚
後
一
五
年
か
ら
一
九
年
の

人
た
ち
の
統
計
で
、
二
〇
〇
二
年
を
逆
算
し
て
い

く
と
一
九
八
七
年
以
前
に
結
婚
し
た
人
た
ち
の
デ

ー
タ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
結
婚

し
た
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
デ
ー
タ
が
出
て

い
な
い
。し
か
し
、出
生
に
つ
い
て
の
い
ろ
ん
な
動

き
を
見
る
と
、晩
婚
化
、晩
産
化
だ
け
で
説
明
で
き

な
い
も
の
が
あ
っ
て
、ど
う
も
結
婚
し
て
も
子
供
を

産
ま
な
い
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
産

む
数
を
減
ら
そ
う
と
い
う
傾
向
が
現
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
出
生
力
が
落
ち
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
、言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
う
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
か
。

そ
の
一
つ
は
、
女
性
が
結
婚
し
た
り
、
出
産
し
た

り
す
る
と
、
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
職
場
が

多
い
。
仕
事
を
い
っ
た
ん
辞
め
る
と
、
仕
事
を
辞

め
ず
に
続
け
た
場
合
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
経
済

的
損
失
、
即
ち
機
会
費
用
が
大
き
い
こ
と
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
一
五
年
の
経
済
財
政
白
書
で
は
、
出
産
後

い
っ
た
ん
離
職
し
て
再
就
職
す
る
と
、
離
職
し
な

い
で
働
き
続
け
た
場
合
よ
り
、
一
生
の
間
に
八
五

〇
〇
万
円
所
得
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら

に
再
就
職
先
が
パ
ー
ト
だ
と
、
二
億
三
八
〇
〇
万

円
減
っ
て
し
ま
う
。
金
の
た
め
に
子
供
を
産
ん
で

い
る
の
で
は
な
く
て
、
子
育
て
、
或
い
は
子
供
を

産
む
こ
と
に
よ
る
満
足
感
と
か
、
充
足
感
と
か
親

と
し
て
の
喜
び
と
か
、
い
ろ
ん
な
も
の
は
あ
る
ん

で
す
け
ど
も
、
や
は
り
経
済
的
な
問
題
と
い
う
の

が
一
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
の
諸
外
国
の
統
計
を
見
ま
す
と
、

統
計
的
に
は
二
十
五
歳
か
ら
三
十
四
歳
の
女
性
の

労
働
力
率
が
高
い
国
ほ
ど
出
生
率
が
高
い
と
い
う

こ
と
が
、
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、

子
育
て
の
経
済
支
援
、
こ
れ
は
児
童
手
当
と
か
、

税
制
控
除
と
か
、
こ
う
い
っ
た
も
の
が
充
実
し
て

い
る
国
ほ
ど
出
生
率
が
高
い
。
そ
れ
に
男
性
の
家

事
時
間
が
長
い
ほ
ど
、
出
生
率
が
高
い
と
い
う
こ

図表５ 諸外国の合計特殊出生率の推移

（資料出所）Council of Europe : Recent demographic developments in Europe 2004, US Depart-
ment of Health and Human Services : National Vital Statistics Reports Vol53 Num9,
厚生労働省：人口動態統計等から作成。
（なお、１９６０年前はUN : Demographic yearbook による。１９９１年前のドイツのデータは西
ドイツのもの。）
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と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
統
計
学
的
に
は
、
相
関
係
数
が
低
く
て
、

有
意
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
重
要
な
の
は
子
供
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
に

よ
る
経
済
的
な
負
担
、
こ
れ
を
ど
う
支
え
て
い
く

か
。
も
う
一
つ
は
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
が
重
要
な
の
だ
ろ
う
と
思

う
。
こ
れ
は
企
業
の
側
が
育
児
休
業
制
度
を
き
ち

ん
と
整
備
す
る
と
か
、
育
児
期
間
中
の
女
性
の
短

時
間
勤
務
制
度
の
充
実
等
で
あ
り
、
そ
れ
と
合
わ

せ
て
保
育
所
の
整
備
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
と
か
、

い
ろ
ん
な
対
策
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
思
い
付
き
で
、

一
回
だ
け
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
諸
外

国
の
例
で
も
継
続
的
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
、
大
事
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
、
経
済
的
な
支
援
、
そ
れ
か
ら
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
と
言
っ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
仕
事
と

生
活
の
調
和
が
図
れ
る
よ
う
な
企
業
制
度
、
そ
れ

に
保
育
所
等
の
整
備
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
長
期

に
わ
た
っ
て
、
安
定
し
て
続
け
て
い
く
と
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
企
業
、
或
い
は
国
に
対
す
る
若
い

人
の
安
心
感
、
信
頼
感
を
回
復
し
て
、
子
供
を
産

み
育
て
て
い
く
気
持
ち
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
調
査
を
見
る
と
、
何
人
子
供
を
産
み

た
い
と
か
、
理
想
の
子
供
の
数
は
何
人
だ
と
か
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
調
査
を
見
て
も
二
人
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
出

生
力
は
下
が
っ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
子
供
を
産
も

う
、
或
い
は
育
て
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
落
ち
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
継
続
雇
用

時
間
が
な
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
あ
と
二

点
だ
け
申
し
上
げ
ま
す
。
一
つ
は
、
高
齢
者
問
題

で
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
問
題
で
重
要
な
の
は
、
日

本
の
高
齢
者
の
働
く
意
欲
と
い
う
の
が
非
常
に
高

い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
対
策
を
取
る
と
い
う
こ
と

が
、
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
二
年
の

男
の
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
労
働
力
率
を
見
ま

す
と
、
ア
メ
リ
カ
に
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
し
て

も
五
〇
％
台
で
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
は
一
七
％

位
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
は
、
七
一
％
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
六
十
五
歳
以
上
で
見
ま

し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
が
一
八
％
、
イ
ギ
リ
ス
が
八

％
、
フ
ラ
ン
ス
が
二
％
で
す
け
ど
も
、
日
本
は
三

一
％
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
高
齢
者
の
方
々
の
高
い
就
労
意
欲
、

或
い
は
社
会
参
加
意
欲
、こ
う
い
っ
た
も
の
が
活
か

せ
る
環
境
作
り
と
い
う
の
が
、
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
て
、
こ
の
四
月
か
ら
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
が
施
行
に
な
り
ま
し
て
、
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
ま
で
雇
用
を
継
続
す
る
、
或
い
は
定
年
を
延
長

す
る
と
い
う
こ
と
に
、
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
、お
願
い
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

今
年
一
月
の
段
階
で
全
国
で
九
割
を
超
え
る
企
業

が
、そ
う
い
う
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
既
に
対
応
済
み
の
企
業
が

二
四
％
あ
り
、特
に
埼
玉
県
は
四
五
％
と
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
賃
金
コ
ス
ト
に
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
で
、四
十
歳
台
の
後
半
か
ら
賃
金
カ

ー
ブ
を
寝
か
せ
る
と
か
、
ポ
ス
ト
を
専
門
職
に
切

り
替
え
る
な
ど
で
、
引
き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
企
業
に

努
力
を
、お
願
い
し
た
い
と
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

働
き
方
の
多
様
化

も
う
一
つ
は
、
働
き
方
の
多
様
化
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
諸
外
国

と
の
企
業
競
争
が
非
常
に
激
し
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
企
業
も
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
経

営
だ
け
で
は
済
ま
な
く
な
っ
て
お
り
、
短
期
的
な

利
益
を
重
視
す
る
経
営
姿
勢
と
い
う
の
が
強
ま
っ

て
き
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
業
務
量
が
増
え
た
り
、

減
っ
た
り
す
る
の
に
、
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め

に
長
期
雇
用
の
職
員
、
従
業
員
で
な
く
て
、
派
遣

労
働
者
、
契
約
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
業
務
請

負
と
か
、
そ
う
い
っ
た
形
態
を
活
用
し
よ
う
と
い

う
企
業
が
、
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

一
つ
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
技
術
進
歩
が
非
常
に
激
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
そ
れ
に
新
商
品
の
開
発
も
ど
ん
ど
ん

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
で
進
む
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
い
く

の
に
は
、
自
社
の
人
材
育
成
で
は
間
に
合
わ
な
く

て
、
即
戦
力
を
必
要
な
時
だ
け
確
保
し
た
い
。
こ

う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
が
進
む
中
で
、
例

え
ば
建
物
の
管
理
で
す
と
か
、
商
品
の
宣
伝
、
も

っ
と
言
う
と
最
近
で
は
、
法
務
で
す
と
か
、
会
計
、

福
利
厚
生
、
人
事
管
理
、
こ
う
い
う
も
の
ま
で
外

部
に
委
託
す
る
な
ど
、
外
部
の
人
材
を
活
用
し
よ

う
と
い
う
動
き
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
同
時
に

働
く
側
に
も
企
業
に
縛
ら
れ
ず
に
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
働
き
た
い
と
言
う
人
が
増
え
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
女
性
の
中
で
は
子
育
て
や
家
事
を
両
立
で
き

る
働
き
方
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
働
く
側
、
企
業
の
側
、
両
面
の

要
素
か
ら
正
規
雇
用
以
外
の
雇
用
と
い
う
の
が
増

え
る
。
こ
れ
は
社
会
の
流
れ
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
二
〇
〇
五
年
で
正
規

の
職
員
、
従
業
員
は
六
七
・
七
％
で
あ
り
ま
す
。

一
九
八
六
年
は
八
三
・
四
％
で
し
た
が
、
正
規
の

割
合
が
下
が
り
、
パ
ー
ト
の
比
率
が
一
五
・
四
％

と
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
派
遣
や
契
約
社

員
も
一
九
八
六
年
は
三
・
七
％
で
し
た
が
、
い
ま

や
一
〇
・
一
％
ま
で
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
状

況
で
あ
り
ま
す
。

問
題
点
は
何
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
求
職
者
を
見
て
い
て
も
、
六
割
以
上
の
人

は
正
規
雇
用
に
つ
き
た
い
と
、
こ
う
思
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
正
規
雇
用
の

求
人
は
三
〜
四
割
し
か
な
い
。
そ
う
い
う
雇
用
形

態
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
は
正
規
の
労
働
者
と
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
労
働
者
の
賃
金
格
差
と
い
う
の

が
か
な
り
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

男
性
の
場
合
は
、
高
齢
者
に
な
っ
て
か
ら
の
嘱

託
の
方
も
含
ん
だ
統
計
に
な
っ
て
い
る
の
で
正
確

に
出
な
い
が
、
女
性
で
申
し
上
げ
る
と
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
労
働
者
の
時
間
当
た
り
賃
金
が
二
〇
〇
五

年
で
正
規
労
働
者
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
六
九
と

な
っ
て
い
る
。
最
近
は
若
干
上
が
っ
て
い
る
が
、

一
〇
対
七
位
の
格
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

次
に
、
教
育
訓
練
の
実
施
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
つ
い
て
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
方
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
な
り
に
や
ら
れ
て
い
る
。
正
規
社
員

は
七
割
実
施
し
て
い
る
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
場
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合
で
も
約
五
割
弱
で
す
。
し
か
し
、
仕
事
を
し
な

が
ら
で
は
な
く
て
、
計
画
的
に
、
或
い
は
仕
事
を

離
れ
て
、
専
門
的
に
訓
練
を
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、
正
規
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
人
た
ち

の
教
育
訓
練
の
実
施
の
状
況
に
は
、
か
な
り
大
き

な
格
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
賃
金
面
の
格
差
と
か
、
教
育
訓
練

の
格
差
と
い
う
の
が
、
仕
事
の
内
容
、
即
ち
仕
事

の
重
要
度
と
か
、
困
難
度
と
か
、
或
い
は
責
任
の

度
合
、
企
業
に
対
す
る
忠
誠
の
必
要
性
の
度
合
、

こ
う
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
は
合
理
的
な
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
だ
け
で
説
明
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
。
そ
う
な

る
と
、
こ
れ
か
ら
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
ど
う

い
う
働
き
方
を
し
て
も
、
意
欲
を
も
っ
て
納
得
し

て
働
い
て
貰
う
た
め
に
は
、
納
得
で
き
る
処
遇
と

い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
重
要
で

は
な
い
か
。
そ
れ
か
ら
、
正
規
社
員
に
な
り
た
い

け
れ
ど
も
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
な
っ
て
い
る
、
或

い
は
、
派
遣
労
働
者
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
人
た

ち
に
も
、
正
規
社
員
へ
の
道
が
開
け
る
よ
う
な
環

境
作
り
と
い
う
意
味
で
、
教
育
訓
練
の
機
会
と
い

う
の
を
、
な
る
べ
く
均
等
に
整
備
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
、
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
あ
る
た
め
に
、
教
育
訓
練
が
受
け
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
賃
金
の
格
差
に
加
え
て
自
分

で
望
ん
で
い
る
職
業
に
つ
く
機
会
が
ど
ん
ど
ん
遠

の
い
て
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
、
い
ろ
い

ろ
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
こ

の
あ
た
り
に
つ
い
て
の
対
応
と
い
う
の
が
、
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
企
業
に
も
そ
う
い

っ
た
面
で
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
思
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
大
き
な
問
題
と
し
て
労
働
契
約
の

あ
り
方
が
、
働
き
方
が
多
様
化
す
る
中
で
出
て
き

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
雇
用
形
態
が
多
様
化

し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
そ
れ
に
伴
う
労
働
条

件
の
多
様
化
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
雇
用

形
態
の
中
で
も
、
労
働
条
件
が
個
別
化
し
て
い
る

と
い
う
の
が
、
最
近
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。
最
近

は
年
功
主
義
か
ら
成
果
主
義
へ
と
い
う
動
き
が
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
成
果
主
義
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
と
、
ま
す
ま
す
労
働
条
件
が
一
人
ひ
と
り
違

っ
て
く
る
、
個
別
化
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
労
働
移
動
も
進
ん
で
い
る
と
い

う
中
で
、
従
来
よ
り
転
職
が
増
え
て
き
た
り
と
い

う
よ
う
な
こ
と
も
、
一
方
で

あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
申
し
上
げ
る
と

組
合
の
組
織
率
の
下
落
が
な

か
な
か
止
ま
ら
な
い
と
言
う

中
で
、
労
働
組
合
に
よ
っ
て

代
表
さ
れ
な
い
働
く
人
た
ち

も
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
に
働
い
て
い
る
人
、
一

人
ひ
と
り
の
労
働
条
件
、
働

き
方
の
ル
ー
ル
を
よ
り
明
確
に
、
よ
り
透
明
性
の

あ
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

そ
れ
に
は
今
の
労
働
基
準
法
で
十
分
な
の
か
、
と

い
う
議
論
が
あ
る
。
今
の
基
準
法
で
足
り
な
い
部

分
は
、
解
雇
の
規
制
な
ん
か
も
そ
う
だ
が
、
日
本

の
場
合
は
裁
判
所
の
判
例
が
法
理
に
な
っ
て
い
て
、

判
例
が
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
判
例
が
ル
ー
ル
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
企
業
の
ほ
う
で
も
、
な
か
な
か
予
測

が
難
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
も
っ
と
安
定

し
た
明
確
な
も
の
に
し
て
貰
え
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
労
働
契
約
や
就
業
規
則
の
明
確
化
に
取
り

組
も
う
と
い
う
こ
と
が
、
一
つ
の
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

労
働
時
間
制
度
に
つ
い
て
も
、
合
わ
せ
て
見
直

し
て
い
こ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
正

規
社
員
の
数
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
一
方
で
は
非

正
規
労
働
者
が
増
え
、
他
方
で
働
き
盛
り
の
正
規

社
員
の
長
時
間
残
業
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
。

労
働
者
の
健
康
確
保
と
い
う
面
か
ら
も
、
こ
れ
を

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
置
い
て
よ
い
の
か
と
い
う
こ

と
が
一
つ
。
合
わ
せ
て
国
際
競
争
が
激
し
く
な
っ

て
い
る
中
で
研
究
開
発
と
か
、
金
融
の
専
門
家
と

か
、そ
う
い
っ
た
分
野
の
人
た
ち
に
限
ら
ず
、個
々

の
企
業
や
産
業
を
支
え
て
い
る
人
た
ち
も
、
労
働

時
間
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
自
分

の
裁
量
で
存
分
に
働
け
る
柔
軟
性
の
あ
る
労
働
時

間
制
度
に
な
ら
な
い
か
、
両
面
か
ら
見
直
し
て
い

こ
う
と
い
う
の
が
、
現
在
の
動
き
で
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
働
き
手
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
納
得
し
て
働
け
る
よ
う
に
、

そ
し
て
自
分
の
能
力
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
な

労
働
時
間
制
度
に
も
っ
て
い
け
な
い
か
。
み
ん
な

が
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
中
で
の
役
割
を
意
欲
を
も

っ
て
果
た
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
向
け
て
、

い
ろ
ん
な
対
策
を
取
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、

今
、
目
指
し
て
い
る
方
向
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
今
や
国
が
一
方
的
に
い
ろ
ん
な
施
策
を

講
ず
る
時
代
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
で
世
の

中
が
ど
こ
ま
で
変
え
ら
れ
る
か
い
う
と
、
事
情
が

大
分
違
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
個
々
の
企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
、
利

益
と
い
う
の
が
、
全
体
の
産
業
界
へ
の
利
益
に
、

必
ず
し
も
繋
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
々
の
企
業
は
若
者
を
雇
わ

な
い
。
或
い
は
み
ん
な
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
し
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
、
す
べ
て
の
企
業
が
行
う

と
、
結
局
、
若
者
は
ど
こ
で
も
働
け
な
い
。
ま
た
、

働
く
人
た
ち
が
み
ん
な
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
う
な
る
と
、
企
業
は
商
品
も
売
れ
な

く
な
り
、
社
会
保
障
の
負
担
も
誰
が
見
る
ん
だ
と
、

こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
わ
れ
わ
れ
国
も
考
え

ら
れ
る
最
大
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

自
治
体
に
お
か
れ
て
も
、
創
意
工
夫
を
し
役
割
を

果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
企
業
に
お
い
て
も
、

企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）、
そ
れ
か
ら
長

期
的
視
野
に
も
立
っ
た
経
営
と
い
う
こ
と
で
、
と

に
か
く
関
係
者
あ
げ
て
将
来
の
人
口
減
少
化
社
会

の
中
で
、
わ
が
国
が
活
力
を
も
っ
て
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
、
努
力
を

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
是
非
と
も

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
次
第

で
あ
り
ま
す
。

長
時
間
に
わ
た
っ
て
の
、
ご
清
聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
・
事
務
局
）

﹇
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

戸
苅
利
和
（
と
が
り
・
と
し
か
ず
）
氏
。
昭
和
二
十
二
年
、
熊

谷
市
に
生
ま
れ
、
熊
谷
東
小
、
富
士
見
中
、
熊
谷
高
校
を
経
て
、

四
十
六
年
東
京
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
。

同
年
労
働
省
に
入
省
し
、
平
成
十
一
年
労
働
省
大
臣
官
房
長
、

十
三
年
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
長
、
十
四
年
厚
生
労
働
省
職
業
安

定
局
長
、
十
五
年
厚
生
労
働
省
厚
生
労
働
審
議
官
を
歴
任
し
て
、

十
六
年
七
月
厚
生
労
働
省
事
務
次
官
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

―２０―



日
本
経
団
連
は
５
月
２４
日
、
東
京
・
大
手
町
の

経
団
連
会
館
で
第
５
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
に
は
日
本
経
団
連
の
会
員
代
表
者
ほ
か
約
６

０
０
名
が
出
席
。
２
期
４
年
に
わ
た
り
会
長
を
務

め
た
奥
田
碩
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
会
長
が
退
任
し
、

新
会
長
に
御
手
洗
冨
士
夫
・
キ
ヤ
ノ
ン
会
長
を
選

任
し
た
。
会
長
就
任
あ
い
さ
つ
で
御
手
洗
新
会
長

は
、
奥
田
前
会
長
が
示
し
た
「
活
力
と
魅
力
溢
れ

る
日
本
を
め
ざ
し
て
」
の
路
線
を
踏
襲
し
「
Ｉ
Ｎ

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｅ

日
本
」
を
旗
印
に
、
経
済
活
力

を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
日
本
を
内
外
の

人
々
に
と
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
希
望
の
国
」
と

す
る
た
め
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
の
決
意
を
語
っ
た
。
総
会
で
は
こ
の
ほ
か
、

２
０
０
５
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
や
、
０６

年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
、
役
員
等
の
改
選
、

新
経
団
連
会
館
の
建
設
、「
人
間
力
の
発
揮
を
通

じ
て
時
代
を
切
り
拓
く
」
と
題
す
る
総
会
決
議
な

ど
を
諮
り
、
全
会
一
致
で
了
承
。「
御
手
洗
経
団

連
」
の
新
体
制
と
活
動
方
針
が
決
定
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
奥
田
前
会
長
は
、
企
業
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
、
技
術
革
新
や
経
営
革
新

を
自
ら
の
意
志
と
力
で
推
進
す
る
こ
と
や
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
確
立
し
、
社
会
的
責
任
を

重
視
し
た
経
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
与
謝
野
馨
・
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
金
融
、
経
済
財
政
政
策
）
の
来
賓
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
行
わ
れ
た
議
案
の
審
議
で
は
、
役
員
等

の
補
充
選
任
、
０５
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
、

役
員
等
の
改
選
、
０６
年
度
事
業
計
画
と
一
般
会
計

収
支
予
算
、
０６
年
度
２１
世
紀
政
策
研
究
所
事
業
計

画
と
収
支
予
算
、
０６
年
度
会
館
事
業
計
画
と
事
業

会
計
収
支
予
算
、
新
経
団
連
会
館
建
設

に
関

す
る
件
に
加
え
総
会
決
議
を
諮
り
、
承
認
を
得
た
。

こ
の
う
ち
、
役
員
等
の
改
選
で
は
、
御
手
洗
冨
士

夫
副
会
長
の
会
長
就
任
を
承
認
。
続
い
て
、
副
会

長
を
退
任
す
る
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
と
柴
田
昌

治
・
日
本
ガ
イ
シ
会
長
を
除
く
現
１３
名
の
副
会
長

と
新
た
に
渡
文
明
・
新
日
本
石
油
会
長
、
江
頭
邦

雄
・
味
の
素
会
長
を
副
会
長
に
選
任
。
さ
ら
に
評

議
員
会
議
長
は
、
森
下
洋
一
・
松
下
電
器
産
業
会

長
に
代
わ
り
西
室
泰
三
・
東
芝
相
談
役
に
、
副
議

長
を
退
任
す
る
櫻
井
孝
頴
・
第
一
生
命
保
険
相
談

役
、
渡
文
明
氏
、
江
頭
邦
雄
氏
を
除
く
現
７
名
の

副
議
長
と
新
た
に
、
柴
田
昌
治
・
日
本
ガ
イ
シ
会

長
、
大
橋
光
夫
・
昭
和
電
工
会
長
、
佐
々
木
幹
夫
・

三
菱
商
事
会
長
、
鈴
木
正
一
郎
・
王
子
製
紙
社
長
、

中
村
邦
夫
・
松
下
電
器
産
業
社
長
、
槍
田
松
瑩
・

三
井
物
産
社
長
を
副
議
長
に
選
任
し
た
。
総
会
決

議
に
つ
い
て
は
、
三
木
繁
光
副
会
長
が
概
要
を
説

明
、
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

続
い
て
奥
田
前
会
長
が
退
任
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
。
こ
の
中
で
奥
田
会
長
は
、
御
手
洗
新
会
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
引
き
続
き
経
済
界
の

総
意
と
し
て
の
改
革
を
継
続
す
べ
き
こ
と
を
強
く

訴
え
た
。

最
後
に
御
手
洗
新
会
長
が
就
任
あ
い
さ
つ
を
行

い
、「
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｅ

日
本
」
を
新
た
な

旗
印
と
し
て
掲
げ
て
、
わ
が
国
の
勤
勉
な
人
材
や

優
れ
た
技
術
を
活
か
す
産
業
振
興
に
努
め
、
世
界

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
す
と
述
べ

た
。
さ
ら
に
、
社
会
シ
ス
テ
ム
や
国
民
意
識
に
つ

い
て
、
自
立
へ
の
転
換
と
と
も
に
、
他
人
を
尊
重

し
、
弱
者
を
思
い
や
る
こ
と
の
重
要
性
も
指
摘
し
、

日
本
を
内
外
の
人
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
希
望
の

国
」
に
し
た
い
と
訴
え
た
。

二
〇
〇
六
年
度
定
時
総
会
決
議

世
界
で
は
人
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
そ
し
て
情
報
が

国
境
を
越
え
て
活
発
に
行
き
交
う
グ
ロ
ー
バ
ル
競

争
が
一
段
と
激
化
し
て
い
る
。
国
内
で
は
、
超
高

齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
が
現
実
の
も
の

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
一
刻
も
早
く
対
応

す
る
た
め
、
い
ま
、
わ
が
国
に
は
、
さ
ら
な
る
構

造
改
革
と
新
た
な
成
長
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
勝
ち
抜
い
て
い

く
の
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
企
業
が
、
活

力
の
源
泉
で
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
世

界
の
成
長
力
を
と
ら
え
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
経

営
を
行
っ
て
い
け
ば
、
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展
は

十
分
可
能
で
あ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
将
来

に
わ
た
り
国
を
支
え
る
産
業
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
対
外
戦
略
を
確
立
し
、
遂
行
す
る
こ
と
が
急

が
れ
る
。
わ
が
国
の
強
み
で
あ
る
製
造
業
の
競
争

力
を
さ
ら
に
高
め
、
併
せ
て
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
質

的
向
上
を
図
る
た
め
に
、
絶
え
ざ
る
技
術
革
新
と

経
営
改
革
に
努
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

小
泉
政
権
の
下
で
構
造
改
革
は
進
展
し
、
企
業

の
努
力
と
も
相
ま
っ
て
民
主
導
に
よ
る
持
続
的
な

安
定
成
長
の
基
盤
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、

改
革
は
い
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
政
府
に
は
引
き

続
き
、
企
業
の
競
争
環
境
や
国
民
の
意
識
、
行
動

の
変
化
を
踏
ま
え
、
小
さ
な
政
府
を
目
指
し
た
改

革
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
る
。

構
造
改
革
が
新
た
な
格
差
を
生
ん
で
い
る
と
の
指

摘
も
聞
か
れ
る
が
、「
結
果
の
平
等
」
を
是
と
し

て
き
た
国
民
の
価
値
観
が
変
化
し
、「
機
会
の
均

等
」
と
「
公
正
な
成
果
の
配
分
」
を
求
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

い
ま
企
業
人
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
よ
り
良
い

未
来
を
求
め
て
、
変
化
を
恐
れ
ず
果
敢
に
リ
ス
ク

に
挑
戦
す
る
姿
勢
で
あ
り
、
わ
が
国
社
会
が
伝
統

的
に
持
つ
良
さ
や
強
み
を
活
か
し
つ
つ
新
し
い
価

値
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
時
代

を
切
り
拓
く
若
い
世
代
の
育
成
が
急
が
れ
る
。
人

を
育
て
、
人
を
信
じ
、
人
間
力
を
最
大
限
に
発
揮

さ
せ
る
社
会
や
企
業
の
組
織
・
文
化
こ
そ
、
経
済

社
会
発
展
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
日
本
経
団
連
は
、
本
年

度
、
以
下
を
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

そ
の
際
、政
治
へ
の
働
き
か
け
を
さ
ら
に
強
め
、企

業
の
社
会
貢
献
と
し
て
の
政
治
寄
付
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、政
策
本
位
の
政
治
の
実
現
を
支
援
す
る
。

同
時
に
、
企
業
が
自
己
規
律
の
強
化
と
公
正
な

競
争
を
通
じ
て
内
外
か
ら
信
頼
さ
れ
る
存
在
と
な

る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ゆ
き
た
い
。

記

１
�
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
挑
む
企
業
の
力
を
引
き

出
す

�
わ
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
の
向
上
に
資
す
る

税
制
・
法
制
・
会
計
制
度
の
整
備
、
な
ら
び
に

資
本
市
場
の
さ
ら
な
る
整
備
・
強
化

�
公
務
員
制
度
改
革
を
含
む
行
政
シ
ス
テ
ム
の
抜

本
的
改
革
、
創
意
工
夫
の
発
揮
や
新
た
な
挑
戦

を
可
能
と
す
る
規
制
改
革
・
民
間
開
放
の
推
進
、

市
場
化
テ
ス
ト
の
活
用
等
を
通
じ
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化

�
科
学
技
術
創
造
立
国
に
向
け
た
諸
施
策
の
推
進
、

特
に
バ
イ
オ
、
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
、
も
の
づ
く

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
宇
宙
・
海
洋
等
、
重
要
技
術
を

活
用
し
た
国
際
競
争
力
の
強
化

�
国
際
競
争
力
の
基
盤
を
な
す
物
流
効
率
化
の
た

め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

�
特
許
制
度
の
国
際
的
調
和
の
推
進
な
ど
知
的
財

産
の
国
際
的
保
護
、
基
本
特
許
が
生
ま
れ
る
環

境
整
備
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
含
む
戦
略
的
知
的
財

産
政
策
の
推
進

�
民
間
の
活
力
・
自
主
性
を
活
か
し
た
温
暖
化
防

止
策
、
循
環
型
社
会
形
成
の
推
進

�
戦
略
的
な
資
源
外
交
・
技
術
政
策
を
基
盤
と
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
強
化

２
�
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
を
急
ぐ

�
国
民
的
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
少
子
化
対
策
の

徹
底

�
安
心
し
て
暮
ら
し
子
育
て
が
で
き
る
街
づ
く
り
、

安
全
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備

�
女
性
や
高
齢
者
、
若
者
が
働
き
や
す
く
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
を
図
り
得
る
雇
用
・
就
業
形
態

の
整
備
、
労
働
法
制
改
革
の
推
進

�
質
・
量
の
両
面
で
管
理
さ
れ
た
外
国
人
の
受
け

入
れ
と
そ
の
た
め
の
体
制
の
整
備

�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
通
じ
た
行
政
の
効
率
化
と

企
業
の
生
産
性
の
向
上

３
�
発
展
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
育
て
る

�
基
礎
学
力
の
向
上
、個
人
の
個
性
・
能
力
を
最
大

限
に
伸
ば
す
多
様
性
を
重
視
し
た
教
育
の
実
現

�
競
争
力
の
源
泉
と
な
る
高
度
人
材
の
育
成
、
と

り
わ
け
技
術
開
発
の
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育

成
・
活
用

�
企
業
に
お
け
る
個
々
人
の
主
体
的
な
能
力
伸
長

と
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
支
援

４
�
財
政
の
健
全
性
を
回
復
し
国
民
の
将
来
不
安

を
払
拭
す
る

�
社
会
保
障
、
地
方
交
付
税
、
公
共
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し

�
経
済
活
力
を
重
視
し
た
税
体
系
の
構
築

�
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立

�
社
会
保
障
と
税
を
通
じ
た
共
通
番
号
の
導
入

５
�
地
域
の
自
立
を
促
し
活
力
を
高
め
る

�
地
方
行
財
政
改
革
の
徹
底
、道
州
制
の
導
入
推
進

�
個
性
あ
る
地
域
・
都
市
づ
く
り
と
景
観
・
交
通

ア
ク
セ
ス
の
改
善

�
国
際
観
光
へ
の
取
り
組
み
強
化

�
雇
用
拡
大
に
つ
な
が
る
国
内
投
資
の
促
進
と
そ

の
た
め
の
環
境
整
備

６
�
多
面
的
な
対
外
戦
略
を
確
立
し
遂
行
す
る

�
新
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
推
進
を
通
じ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制

の
強
化

�
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
推
進
、
特
に
わ
が
国
に
と
っ
て
重
要

な
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経
済
連
携
の
強
化

�
国
際
競
争
に
も
耐
え
う
る
農
業
の
確
立
に
向
け

た
農
政
改
革

�
民
間
外
交
の
展
開
、
顔
の
見
え
る
対
外
経
済
協

力
政
策
の
推
進

�
対
日
直
接
投
資
の
促
進

７
�
内
外
か
ら
信
頼
さ
れ
る
公
正
な
経
済
社
会
を

つ
く
る

�
経
営
ト
ッ
プ
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
確
立
、
維
持

�
透
明
性
や
説
明
責
任
を
踏
ま
え
、
社
会
的
責
任

（
Ｓ
Ｒ
）
を
重
視
し
た
経
営
の
遂
行

�
人
間
尊
重
と
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
経
営
の
追

求
、
信
頼
関
係
を
基
礎
と
し
た
良
好
な
労
使
関

係
の
堅
持

日
本
経
団
連
定
時
総
会
を
開
催

新
会
長
に
御
手
洗
氏
を
選
出

「
人
間
力
の
発
揮
を
通
じ
て

時
代
を
切
り
拓
く
」
を
決
議

―２１―
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こ
の
人
の
話
術
は
、
物
語
に
似
て
主
題
が
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
言
葉
で
、
人
の
心
を

惹
き
つ
け
て
い
る
人
物
は
類
が
稀
で
あ
ろ
う
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
、
こ
の
こ
と
が
児
玉
さ
ん
の
魅
力

の
主
題
を
な
し
て
い
る
と
直
感
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
四
月
十
三
日
、
広
島
県
福
山
市
で

兼
業
農
家
の
長
男
と
し
て
生
れ
る
。
五
十
一
年
、
東

京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
（
情
報
工
学
）
を
卒
業
し
、

日
本
電
信
電
話
公
社
（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
に
入
社
す
る
。

時
代
は
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
の
後
で
あ
る
。「
動
機
？

一
般
的
に
国
を
リ
ー
ド
す
る
の
は
、
官
庁
・
行
政
機

関
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
法
学
部
出
身
の
範
疇
で
、
自

分
に
は
合
わ
な
い
。
だ
が
、
電
気
通
信
の
世
界
は
技

術
者
が
リ
ー
ド
で
き
る
。
だ
か
ら
、
私
は
電
電
公
社

に
入
社
し
て
、
こ
の
分
野
で
国
を
リ
ー
ド
し
ょ
う
と

考
え
た
。
が
、
実
は
入
社
を
前
提
に
大
学
院
一
年
の

時
か
ら
、
も
う
電
電
公
社
の
奨
学
金
を
貰
っ
て
い
た
。

後
、
他
の
民
間
会
社
か
ら
も
奨
学
金
支
給
の
話
が
持

ち
込
ま
れ
、
事
情
を
話
し
辞
退
し
た
が
、『
気
が
変

わ
る
か
も
知
れ
な
い
し
』
と
…
。
や
は
り
、
電
電
公

社
入
社
の
意
思
は
、
最
後
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
」。

入
社
後
、
技
術
局
交
換
部
門
に
配
属
さ
れ
、
五
十

三
年
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
修
士
課
程
（
経
営
）

に
一
年
留
学
。
愛
知
電
気
通
信
局
施
設
課
長
、
東
京

電
気
通
信
局
施
設
部
施
設
課
長
、
本
社
施
設
部
施
設

課
長
補
佐
（
総
括
）、
技
術
企
画
本
部
施
設
企
画
部

担
当
部
長
、
人
事
部
担
当
部
長
、
九
州
支
社
設
備
企

画
部
長
、
同
経
営
企
画
部
長
、
国
際
調
達
室
担
当
部

長
、
再
編
成
室
担
当
部
長
、
長
距
離
国
際
会
社
移
行

本
部
技
術
部
長
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

�
技
術
部
長
、
同
プ
ロ
セ
ス
＆
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
長
等
を
歴
任
、
平
成
十
六
年
か
ら
現
職
。
他

に
本
社
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ザ
事
業
推
進
本
部
副
本
部
長
、

�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
埼
玉
社
長
を
兼
務
し
て
い
る
。

留
学
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
数
多
い
。

そ
の
一
「
留
学
生
制
度
は
事
務
系
と
技
術

系
が
あ
り
、
毎
年
各
二
名
ず
つ
留
学
さ
せ
て

い
る
が
、
技
術
系
は
事
務
系
よ
り
ス
タ
ー
ト

が
遅
れ
、
私
が
三
回
目
。
大
学
同
士
の
提
携

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
願
書
は
自
分
で
取

り
寄
せ
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
い
い
と
い
う
感

じ
だ
っ
た
。
私
は
、
気
候
に
恵
ま
れ
て
ゴ
ル

フ
、
遊
び
に
も
最
適
な
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

を
選
択
し
た
。
大
学
院
の
コ
ー
ス
は
「
経
営

関
係
」
で
あ
り
、
技
術
系
と
は
違
う
が
、
現

地
に
到
着
後
、
す
ぐ
学
部
長
と
交
渉
し
て
、

学
位
を
目
指
す
学
生
の
身
分
に
、
留
学
条
件
を
変
更

し
て
貰
っ
て
単
位
の
取
得
に
挑
戦
、
一
年
で
マ
ス
タ

ー
を
取
っ
て
き
た
。

た
だ
、
一
番
困
っ
た
の
は
帰
国
後
の
後
輩
た
ち
の

ブ
ー
イ
ン
グ
。『
次
か
ら
が
大
変
じ
ゃ
な
い
！
一
年

だ
っ
て
取
れ
る
ん
だ
か
ら
、
お
前
も
取
っ
て
来
い
と
、

会
社
側
が
言
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
』。『
そ
う
か
、
お

前
た
ち
の
こ
と
ま
で
考
え
な
か
っ
た
』。
事
実
、
先

輩
に
も
取
っ
て
き
た
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
」。

そ
の
二
「
ゴ
ル
フ
は
、
結
構
や
っ
た
。
タ
イ
ガ
ー

ウ
ッ
ズ
な
ど
著
名
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
輩
出
し
て
い
る
大

学
で
、
ゴ
ル
フ
場
が
学
校
の
中
に
あ
る
。
ゴ
ル
フ
は

始
め
て
だ
が
、
学
生
の
身
分
だ
と
非
常
に
安
く
一
回

五
百
円
で
プ
レ
ー
が
出
来
る
の
で
、
三
十
何
枚
綴
り

の
回
数
券
を
す
ぐ
買
っ
た
。
そ
し
て
、
平
日
は
テ
ニ

ス
を
や
り
、
週
末
は
ゴ
ル
フ
に
熱
中
し
た
。
四
月
頃

か
ら
夏
時
間
に
な
る
の
で
、
と
に
か
く
日
が
長
い
。

気
分
転
換
に
夜
八
時
頃
ま
で
遊
び
、
後
は
猛
勉
強
と

な
る
。
宿
題
が
毎
日
ヤ
マ
ほ
ど
出
る
の
で
、
夜
と
日

曜
日
は
猛
勉
強
を
し
な
い
と
、
次
ぎ
の
授
業
に
付
い

て
い
け
な
く
な
る
。
日
本
の
大
学
生
と
違
っ
て
、
ア

メ
リ
カ
は
滅
茶
苦
茶
勉
強
す
る
。
や
ら
さ
れ
て
る
ん

で
す
ね
」。

入
社
し
て
、
こ
の
人
が
初
め
に
や
っ
た
の
は
、
携

帯
電
話
（
当
時
の
自
動
車
電
話
）
の
開
発
。
た
だ
し
、

端
末
で
は
な
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
側
の
シ
ス
テ
ム
開
発

だ
が
、
唯
一
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
仕
事
だ
っ
た
と
か
。

あ
と
は
ほ
と
ん
ど
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
か
、

施
設
建
設
投
資
の
総
元
締
的
な
仕
事
で
「
順
番
に
言

う
と
、
愛
知
電
気
通
信
部
施
設
課
長
に
な
っ
た
時
が

二
十
九
歳
。
そ
の
時
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
た
資
金
額
が
約
三
百
億
円
で
、
東
京
電
気
通
信
部

施
設
課
長
時
代
が
二
千
五
百
億
円
―
三
千
億
円
。
そ

の
後
も
本
社
施
設
部
施
設
課
長
補
佐
な
ど
、
ず
っ
と

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
が
、
自
分
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
最
高
投
資
額
は
一
兆
九
千
億
円

の
巨
額
だ
っ
た
」。

印
象
に
最
も
残
る
出
来
事
が
、
昭
和
五
十
九
年
十

一
月
中
旬
に
発
生
し
た
東
京
・
世
田
谷
電
話
局
の『
と

う
道
火
災
』。「
電
話
局
の
中
に
は
交
換
機
な
ど
、
い

ろ
ん
な
設
備
が
あ
り
、
各
ご
家
庭
に
は
そ
こ
か
ら
一

本
一
本
線
で
つ
な
い
で
い
る
。
世
田
谷
局
は
八
万
ユ

ー
ザ
ー
が
あ
る
が
、
局
を
出
て
直
ぐ
の
と
う
道
（
道

路
下
の
ケ
ー
ブ
ル
・
ト
ン
ネ
ル
）
内
で
火
災
が
起
き
、

加
入
八
万
世
帯
の
電
話
が
全
部
ス
ト
ッ
プ
。
私
は
そ

の
復
旧
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ
、
一
ヶ
月
間
不
眠
不
休

で
元
に
戻
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
だ
と
三
ヶ
月
は

か
か
る
。
そ
れ
を
警
察
、
各
種
専
門
家
等
の
協
力
の

も
と
、
超
法
規
的
な
作
業
で
完
了
、
お
客
さ
ま
に
年

末
・
年
始
は
何
と
か
、
ご
迷
惑
を
か
け
ず
に
済
ん
だ
」。

序
で
に
言
う
と
、
児
玉
さ
ん
は
三
宅
島
噴
火
を
始
め
、

長
崎
・
普
賢
岳
火
砕
流
、
台
風
十
九
号
等
の
復
旧
で

も
大
変
な
苦
労
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。

社
員
の
教
育
は
「
人
事
担
当
の
経
験
も
あ
り
、
パ

ッ
と
見
て
個
々
の
性
格
・
器
量
を
短
期
間
で
見
抜
く

訓
練
は
で
き
て
い
る
。
基
本
は
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
北

風
で
は
な
く
太
陽
方
式
だ
が
、
時
に
は
厳
し
さ
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
」。

経
営
哲
学
が
「
ダ
ー
ウ
イ
ン
の
進
化
論
。
要
は
変

化
に
如
何
に
対
応
出
来
る
か
、
こ
れ
が
決
め
手
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
会
社
と
は
社
員
の
も
の
で
、
一

人
々
々
は
細
胞
で
あ
る
と
の
考
え
方
だ
」。

今
後
の
抱
負
は
「
ダ
ー
ウ
イ
ン
の
進
化
論
に
つ
な

が
る
が
、
全
国
の
支
店
に
先
駆
け
光
化
、
Ｉ
Ｐ
化
に

合
う
よ
う
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
を
、
今
、
先
頭

き
っ
て
実
施
、
見
本
に
な
れ
ば
…
」
と
。

都
内
在
住
で
家
族
は
妻
路
子
さ
ん
と
二
女
一
男
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
熱
帯
魚
の
飼
育
。

（
葛
）

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

取

締

役

埼
玉
支
店
長

児

玉

雅

俊
氏

―２２―
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◆
は
じ
め
に
◆

私
た
ち
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
埼
玉
支
店
は
、

埼
玉
県
内
の
北
川
辺
町
及
び
神
川
町
の

一
部
を
除
く
４０
市
２９
町
１
村
を
営
業
エ

リ
ア
と
し
、「『
電
話
か
ら
映
像
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
』『
家
庭
か
ら
企
業

ま
で
』
の
身
近
な
総
合
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
」

と
し
て
、
日
々
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

普
及
・
拡
大
と
、
安
心
・
安
全
・
便
利

な
通
信
環
境
の
提
供
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

◆
事
業
の
動
向
◆

近
年
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
用
い
た
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
の
普
及
が
著
し
く
、

埼
玉
に
お
け
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
市
場

に
お
い
て
も
、
熾
烈
な
競
争
環
境
へ
と

突
入
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
埼

玉
支
店
で
は
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
ご
提
供
拡
大
を
最

重
要
の
取
組
み
と
位
置
づ
け
、
全
社
員

一
丸
と
な
っ
た
営
業
活
動
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
県
内
に
６
ヶ
所
あ
る

営
業
拠
点
（
さ
い
た
ま
、
川
口
、
熊
谷
、

川
越
、
所
沢
、
越
谷
）
や
、
さ
い
た
ま

新
都
心
内
「
さ
い
た
ま
メ
デ
ィ
ア
ウ
ェ

ー
ブ
プ
ラ
ザ
」
の
窓
口
、
１
１
６
、
県

内
の
自
治
体
や
企
業
な
ど
を
受
け
持
ち

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
絡
め
た
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
を
行
な
う
法
人
営
業

等
の
活
動
を
通
じ
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の

普
及
・
拡
大
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
か
ら
の
ご
要
望
に
応

え
る
べ
く
光
の
提
供
エ
リ
ア
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
拡
大
し
て
お
り
、
今
年
度

末
ま
で
に
は
県
内
の
約
９
割
の
お
客
様

に
光
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提
供
が
可
能
と
な

る
よ
う
設
備
構
築
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
一
昨
年
度
末
、
埼
玉
県

内
１１
万
回
線
で
あ
っ
た
「
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
」
も
、
昨
年
度
末
は
倍
増
の
２２
万
５

千
回
線
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
更

に
１７
万
５
千
回
線
の
純
増
を
見
込
み
、

年
度
末
に
は
約
４０
万
の
お
客
様
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
お
客
様
に
ご
満
足
頂
け
る

よ
う
、
開
通
処
理
に
要
す
る
時
間
の
短

縮
や
、
お
申
込
み
時
点
で
工
事
日
を
即

決
で
き
る
体
制
を
整
え
る
な
ど
、
受
付

か
ら
開
通
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
最

適
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
の

業
務
を
一
体
的
に
運
営
す
る
「
ひ
か
り

セ
ン
タ
」
を
昨
年
１２
月
に
開
設
致
し
ま

し
た
。

今
後
も
光
化
の
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
お
客
様
の
立
場
で
考
え
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
お
客
様
に
選
ば

れ
続
け
る
企
業
と
な
る
た
め
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ニ
ー
ズ
を
追
及

し
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
お
客
様
対
応

を
実
践
い
た
し
ま
す
。

◆
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み
◆

ま
た
、
企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任

を
果
た
し
、
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に

貢
献
す
る
た
め
、
企
業
倫
理
・
社
会
貢

献
や
環
境
保
護
に
も
配
慮
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

企
業
倫
理
憲
章
」、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

Ｃ
Ｓ
Ｒ
憲
章
」
に
基
づ
き
、
お
客
様
情

報
保
護
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
、
環
境
保
護

等
に
つ
い
て
全
社
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
埼
玉

支
店
に
お
い
て
は
、
平
成
１１
年
に
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
を
、
平
成
１６
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
、
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の
認
証
を
取

得
し
ま
し
た
。
今
後
も
光
Ｉ
Ｐ
時
代
に

お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と

し
て
皆
様
に
信
頼
さ
れ
続
け
る
企
業
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
会
社
概
要
◆

本
社
所
在
地

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
３
―
１９
―
２

埼
玉
支
店
所
在
地

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
９

さ
い
た
ま
メ
デ
ィ
ア
ウ
ェ
ー
ブ

資
本
金

３
３
５
０
億
円

売
上
高

２
兆
１
２
５
３
億
円

（
平
成
１７
年
度
）

会員企業紹介

’’１１００
年年「「
光光
３３
００
００
００
万万
加加
入入
」」実実
現現
へへ

N T T東日本
埼 玉 支 店

業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革
で
光
の
量
産
目
指
す

埼
玉
支
店
全
景

さ
い
た
ま
メ
デ
ィ
ア
ウ
ェ
ー
ブ
プ
ラ
ザ

―２３―
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平平成成１１８８年年

代
表
取
締
役

会

長

武

州

ガ

ス

株

式

会

社

代

表

取
締
役

武

蔵

工

業

株

式

会

社

代

表

取
締
役

株
式
会
社

島

村

工

業

代

表

取
締
役

関
東
自
動
車
株
式
会
社

代

表

取
締
役

日

本

伸

管

株

式

会

社

到着順掲載紙上名刺交換会

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

取
締
役

社

長

武

州

産

業

株

式

会

社

会

長

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
協
会

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

代
表
取
締
役

社

長

東

上

ガ

ス

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

玄

間

敏

日

本

地

工

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

株
式
会
社

松

本

商

会

専

務

取
締
役

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

埼

玉

機

器

株

式

会

社

代

表

取
締
役

大

野

建

設

株

式

会

社

代

表

取
締
役

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

―２４―



到着順掲載紙上名刺交換会

取
締
役

社

長

Ａ

Ｇ

Ｓ

株

式

会

社

代

表

取
締
役

東
日
本
昇
降
機
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

頭

取

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

代

表

取
締
役

株
式
会
社

丸
広
百
貨
店

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

八

木

橋

会

長

利

根

忠

博

株
式
会
社

埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役

社

長

り
そ
な
総
合
研
究
所
株
式
会
社

執
行
役
員

埼
玉
支
店
長

東

京

電

力

株

式

会

社

特
別
顧
問

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

新
電
元
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

東

洋

電

装

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

東
京
鋼
鐡
工
業
株
式
会
社

代

表

取
締
役

藤

池

誠

治

株
式
会
社

デ

サ

ン

埼

玉

支
店
長

田

中

忍

東

京

ガ

ス

株

式

会

社

取
締
役

社

長

坂

戸

ガ

ス

株

式

会

社
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埼
玉
県
並
び
に
県
産
業
教
育
振
興
会

は
、
県
産
業
の
振
興
と
産
業
人
の
育
成

の
た
め
産
業
教
育
に
注
力
し
て
い
る
が
、

毎
年
度
産
業
教
育
に
貢
献
し
た
個
人
及

び
企
業
（
経
営
者
）
の
功
績
を
讃
え
表

彰
し
て
い
る
。

平
成
十
七
年
度
は
本
会
推
薦
の
武
州

瓦
斯
（
ガ
ス
）
�
が
企
業
と
し
て
唯
一

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
。

同
社
は
教
員
の
長
期
民
間
研
修
の
受

入
や
各
種
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入

れ
な
ど
産
業
教
育
分
野
に
長
年
注
力
さ

れ
産
業
教
育
全
般
に
わ
た
る
貢
献
が
多

大
な
こ
と
か
ら
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

授
賞
式
に
は
同
社
の
取
締
役
社
長
原
敏

成
氏
�
写
真
左
�
が
出
席
し
、
県
産
業

教
育
振
興
会
宮
田
守
夫
会
長
か
ら
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
た
。

な
お
、
表
彰
し
た
県
・
産
業
教
育
振

興
会
に
は
原
本
会
会
長
が
同
西
部
支
部

長
に
、
そ
し
て
野
上
本
会
専
務
理
事
が

同
会
の
常
任
理
事
に
就
任
し
、
本
会
そ

し
て
会
員
各
位
の
声
、
ニ
ー
ズ
を
伝
え

て
い
る
。

埼埼
玉玉
県県
産産
業業
教教
育育
振振
興興
会会
産産
業業
教教
育育
功功
労労
表表
彰彰
者者

〔
同
会
表
彰
規
程
第
２
条
３
項
に
よ
る
表
彰
者（
平
成
十
二
年
度
〜
十
七
年
度
）〕

〔
平
成
十
二
年
度
〕

（
平
成
十
三
年
度
総
会
に
於
い
て
表
彰
）

◇
東
京
電
力
株
式
会
社
埼
玉
支
店

取
締
役
支
店
長

百
瀬

信
正
様

◇
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
埼
玉
支
店

取
締
役
支
店
長

中
田

昭
雄
様

◇
本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
埼
玉
製
作
所

所
長

関
根

浩
様

〔
平
成
十
三
年
度
〕

（
平
成
十
四
年
度
総
会
に
於
い
て
表
彰
）

◇
日
本
伸
管
株
式
会
社

代
表
取
締
役

細
沼

哲
夫
様

〔
平
成
十
四
年
度
〕

（
平
成
十
五
年
度
総
会
に
於
い
て
表
彰
）

◇
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
株
式
会
社
様

〔
平
成
十
五
年
度
〕

（
平
成
十
六
年
度
総
会
に
於
い
て
表
彰
）

◇
富
士
写
真
光
機
株
式
会
社
様

〔
平
成
十
六
年
度
〕

（
平
成
十
七
年
度
総
会
に
於
い
て
表
彰
）

◇
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
株
式
会
社
様

〔
平
成
十
七
年
度
〕

（
平
成
十
八
年
度
総
会
に
於
い
て
表
彰
）

◇
武
州
瓦
斯
株
式
会
社
様

代

表

取
締
役

有
限
会
社

創
文
社
印
刷

到着順掲載

代

表

取
締
役

望

月

憲

望

月

印

刷

株

式

会

社

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

埼
玉
音
楽
文
化
協
会

専
務
理
事

野
上

武
利

職

員

一

同

紙上名刺交換会

武
州
瓦
斯
�
が
受
賞

県
産
業
教
育
功
労
者
表
彰

―２６―
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青
年
経
営
者
部
会
の
平
成
十
八
年
度

定
時
総
会
が
五
月
九
日
�
大
宮
サ
ン
パ

レ
ス
で
、
ご
来
賓
に
原
宏
埼
玉
県
経
営

者
協
会
会
長
を
迎
え
二
十
四
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
山
崎
嘉
正
部
会
長
（
�
亀
屋

社
長
）
が
議
長
と
な
り
、
平
成
十
七
年

度
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
。
続
い
て

平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
案
、
同
事
業

予
算
案
が
提
案
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
別
表
の

役
員
が
新
役
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

挨
拶
し
た
新
部
会
長
の
中
込
秀
明
氏

は
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
お
互

い
に
夢
・
志
・
経
営
を
磨
こ
う
」
と
し
、

行
動
指
針
を
「
お
互
い
に
積
極
的
に
提

言
、
参
画
し
、
各
自
の
会
社
経
営
発
展

に
役
立
つ
部
会
活
動
に
す
る
。
そ
し
て
、

主
な
活
動
内
容
は
一
、
社
会
的
信
用
力

の
あ
る
埼
玉
県
経
営
者
協
会

青
年
経

営
者
部
会
の
名
前
を
最
大
限
に
活
用
し
、

こ
ち
ら
か
ら
出
向
き
、
積
極
的
に
活
動

す
る
。
二
、
部
会
員
相
互
の
懇
親
を
深

め
、
お
互
い
企
業
ト
ッ
プ
同
士
で
の
人

生
、
経
営
の
有
意
義
な
情
報
交
換
を
し
、

お
互
い
の
素
晴
ら
し
い
成
長
に
役
立
て

る
。
ま
た
、
他
団
体
等
と
の
交
流
を
行

い
、
新
鮮
な
情
報
、
人
脈
を
更
に
広
げ

お
互
い
に
活
用
す
る
。
三
、
新
規
部
会

員
を
増
員
す
る
。
各
自
の
紹
介
に
よ
り

今
期
前
半
に
十
人
以
上
。
そ
の
た
め
に
、

お
会
い
し
た
い
方
、
見
学
し
た
い
企
業
、

共
同
例
会
開
催
賛
同
団
体
、
新
規
部
会

員
等
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
熱
く

語
り
、
話
を
結
ば
れ
た
。

総
会
終
了
後
の
特
別
講
演
で
は
、
テ

ー
マ
を
「
埼
玉
県
の
企
業
誘
致
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
参

事
の
小
暮
謙
一
氏
の
講
演
を
拝
聴
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
パ
ー
テ

ィ
の
部
で
は
、
原
宏
埼
玉
県
経
営
者
協

会
会
長
か
ら
新
役
員
へ
の
役
員
委
嘱
状

の
授
与
、
そ
し
て
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
新
部
会
長
か
ら
直
前
部

会
長
に
花
束
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
原
親
会
会
長
、
小
暮
産

業
労
働
部
参
事
、
野
上
親
会
専
務
理
事

を
囲
み
な
が
ら
話
の
輪
が
い
つ
ま
で
も

広
が
っ
て
い
た
。

埼
玉
音
楽
文
化
協
会
（
会
長
�
原
宏

武
州
ガ
ス
�

代
表
取
締
役
会
長
）
は

六
月
二
三
日
�
午
前
十
一
よ
り
、
理
事

会
及
び
第
四
一
回
定
時
総
会
を
、
テ
プ

コ
ソ
ニ
ッ
ク
三
一
階
ス
カ
イ
ル
ー
ム
で

開
催
し
た
。
参
加
者
は
十
二
名
。

原
会
長
は
「
当
音
協
が
埼
玉
県
経
営

者
協
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、
設
立
さ

れ
て
か
ら
四
〇
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記

念
事
業
と
し
て
、
三
月
に
は
県
福
祉
部

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
聴
覚
障
害
者
な

ど
の
障
害
者
を
多
数
招
待
致
し
た
、
四

〇
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご
協

力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
」と
お
礼
を
述
べ
、「
音
協
は
地
域

の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
活
発
な
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
世
の
中
の

多
様
化
や
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
等
に
よ
り
活
動
内
容
は
大
き
く
様

変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
企
業
の
実
態
を

見
る
と
、
景
気
回
復
と
い
う
報
道
は
流

れ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
二
極
化

傾
向
が
見
ら
れ
、
音
協
を
支
え
る
企
業

の
事
業
縮
小
な
ど
に
よ
り
、
他
府
県
の

音
協
に
は
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
例

も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、当
協
会

が
一
年
の
実
績
を
総
会
で
報
告
で
き
ま

す
の
も
、会
員
各
社
の
ご
支
援
、ご
高
配

が
あ
れ
ば
こ
そ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う

か
こ
れ
か
ら
も
音
協
活
動
へ
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
」な
ど
と
挨
拶
し
、そ
の
後
会

長
が
議
長
を
つ
と
め
議
事
は
進
行
し
た
。

議
事
は
、
平
成
十
七
年
度
事
業
報
告

な
ら
び
に
決
算
報
告
、
平
成
十
八
年
度

事
業
計
画
案
な
ら
び
に
収
支
予
算
案
が

提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

今
年
度
の
主
催
事
業
で
は
、
十
二
月

十
五
日
に
は
恒
例
の
「
小
原
孝
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
」、
二
月
頃
に
「
立
川
談

春
独
演
会
」
の
公
演
を
予
定
し
て
い
る
。

最
後
に
藤
池
誠
治
副
会
長
（
�
デ
サ

ン

代
表
取
締
役
社
長
）
が
閉
会
の
挨

拶
を
行
な
い
総
会
は
終
了
し
た
。

総
会
後
の
懇
談
会
で
は
、
出
席
者
全

員
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

主
催
事
業
の
内
容
や
動
員
方
法
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、
最
後
に
野

上
専
務
理
事
の
挨
拶
で
終
了
し
た
。

新新
部部
会会
長長
にに
中中
込込
秀秀
明明
氏氏

青
年
経
営

者
部
会

１８
年
度
定
時
総
会
開
か
れ
る

�
挨
拶
す
る
中
込
秀
明
新
部
会
長

青年経営者部会 新役員名
会 社 名
会 社 役 職

富士電子�
代表取締役社長
�サイホー
代表取締役社長
マスキンデベロップメント�
代表取締役社長
川口土木建築工業�
代表取締役副社長
フジオックス�
代表取締役社長
�ティー・ケー・ケー
代表取締役社長
�島村工業
代表取締役社長
�松本商会
代表取締役社長
友栄塗装�
代表取締役社長
狭山モータースクール�
代表取締役社長
�サイサン
代表取締役社長
丸和工業�
代表取締役社長
吉田工業
代表取締役社長

�亀 屋
代表取締役社長

氏 名

中込 秀明

平沼大二郎

増田 政之

古川 元一

藤本 孝雄

�橋 保央

島村 健

松本伸一郎

増田 学

町田 渉

川本 武彦

矢部 利人

吉田 一義

山崎 嘉正

部 会
役職名

部 会 長

副部会長

副部会長

副部会長

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

会計監事

会計監事

顧 問

�
埼
玉
音
協
定
時
総
会

４４００
周周
年年
記記
念念
事事
業業
成成
功功
にに
感感
謝謝

埼
玉
音
協
定
時
総
会
を
開
く

▲講演する埼玉県産業労
働部小暮謙一参事

―２７―
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こ
の
た
び
、
埼
玉
県
産
業
教
育
振
興

会
の
今
年
三
月
三
一
日
発
行
の
機
関
誌

「
埼
玉
産
業
教
育
」
一
頁
に
本
会
の
原

宏
会
長
が
左
記
の
論
文
を
寄
稿
さ
れ
ま

し
た
の
で
本
欄
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

※

日
本
経
済
は
、
こ
こ
に
き
て
よ
う
や

く
氷
が
解
け
て
春
が
き
た
よ
う
で
す
。

景
気
の
好
転
を
伝
え
る
各
種
の
明
る
い

情
報
が
多
く
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
か
ぎ
り
で
は
御
同
慶
の
至
り
で
す
。

し
か
し
、
最
近
の
世
の
中
の
風
潮
に
は

い
さ
さ
か
懸
念
も
感
じ
て
い
ま
す
。
勿

論
、
久
々
の
春
に
水
を
さ
す
つ
も
り
な

ど
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
は
バ
ブ
ル
の
崩
壊
や
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
を
受
け
長
い
間
深

刻
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
国
民
の

我
慢
も
限
界
に
達
し
て
お
り
、
喜
び
に

浸
る
の
も
分
か
り
ま
す
が
、
今
後
の
こ

と
を
考
え
れ
ば
油
断
は
禁
物
で
今
こ
そ

冷
静
な
対
応
が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。
何
故

か
と
い
え
ば
日
本
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

苦
し
め
ら
れ
た
原
因
を
考
え
れ
ば
問
題

の
本
質
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、

東
西
冷
戦
構
造
の
終
鴛
に
よ
っ
て
世
界

経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
こ
と
で
地

球
規
模
の
競
争
が
日
々
展
開
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
先
進
国
の
中
で
も
最
も

高
コ
ス
ト
構
造
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
日

本
が
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
き
た
の
も
実

は
こ
こ
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
で
す
が
、

日
本
に
は
バ
ブ
ル
崩
壊
と
い
う
我
が
国

固
有
の
問
題
が
追
い
討
ち
を
か
け
て
い

た
わ
け
で
す
か
ら
世
界
中
の
ど
の
国
よ

り
も
困
難
に
直
面
し
た
こ
と
は
疑
う
余

地
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
き
わ
め
て
難

し
い
課
題
の
克
服
に
私
た
ち
は
こ
こ
十

年
、
二
十
年
取
り
組
ん
で
き
た
か
ら
こ

そ
、
こ
こ
ま
で
回
復
し
て
き
た
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
国
中
が
浮
か
れ
、

有
頂
天
に
な
り
、
気
を
緩
め
る
こ
と
が

あ
る
な
ら
ば
こ
れ
は
大
問
題
で
す
。
企

業
の
実
態
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
。

地
域
間
、
規
模
間
、
企
業
間
に
は
依
然

と
し
て
好
、
不
況
感
が
混
在
し
て
お
り

一
様
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
換
言
す
れ

ば
多
く
の
企
業
が
構
造
改
革
、
経
営
革

新
の
道
半
ば
に
あ
り
、
多
少
の
明
る
さ

が
見
え
た
今
こ
そ
一
層
気
を
引
き
し
め
、

改
革
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

り
ま
す
。
只
今
は
、
ま
さ
に
油
断
大
敵

の
と
き
で
す
。
こ
う
し
た
時
に
こ
そ
、

地
に
足
の
つ
い
た
対
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。そ

の
対
策
の
最
大
の
近
道
が
人
づ
く

り
、
特
に
次
代
を
担
う
若
者
の
育
成
だ

と
思
い
ま
す
。
人
材
の
育
成
と
い
え
ば
、

直
ぐ
教
育
界
固
有
の
テ
ー
マ
と
捉
え
る

向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
け
し
て
そ

う
は
思
い
ま
せ
ん
。
家
庭
や
産
業
社
会
、

そ
し
て
地
域
を
あ
げ
て
の
課
題
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
そ
し
て
私
が

会
長
を
つ
と
め
ま
す
�
埼
玉
県
経
営
者

協
会
は
、
一
早
く
こ
う
し
た
問
題
意
識

を
持
ち
教
育
界
と
連
携
し
て
自
立
心
の

強
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
の
旺
盛
な
若

者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
こ
う
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

活
動
が
国
の
中
央
に
も
伝
わ
る
な
ど
高

い
評
価
を
受
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
産
業
界
の
声
を
真
摯
に
受

け
と
め
る
教
育
界
の
姿
勢
が
あ
れ
ば
こ

そ
で
、
紙
面
を
お
借
り
し
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
埼
玉
に
は
産

学
官
の
こ
う
し
た
密
接
な
連
携
が
あ
る

上
に
、「
右
手
に
ソ
ロ
バ
ン
左
手
に
論

語
・
道
徳
経
済
合
一
主
義
」
の
近
代
日

本
の
父
と
も
云
わ
れ
る
渋
沢
栄
一
翁
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
流
れ
て
お
り
ま
す
の
で
若
者

の
育
成
に
は
最
適
の
環
境
が
あ
り
ま
す
。

尚
、
土
屋
前
知
事
、
上
田
知
事
に
お
か

れ
ま
し
て
も
渋
沢
精
神
を
受
け
継
い
で

渋
沢
栄
一
賞
を
つ
く
ら
れ
、
毎
年
表
彰

を
さ
れ
て
お
り
、
渋
沢
精
神
を
埼
玉
県

に
浸
透
さ
せ
る
べ
く
努
力
を
し
て
頂
い

て
い
る
こ
と
は
、
有
難
い
こ
と
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
進
取
に
富
ん

だ
環
境
の
存
在
を
内
外
に
示
し
、
証
明

す
る
場
が
本
年
十
一
月
十
日
か
ら
十
二

日
に
か
け
て
本
県
で
開
催
さ
れ
る
「
全

国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」
で
あ
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
若
者
の
こ
の
祭
典
を
是
非

挙
県
体
制
で
成
功
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
私
は
ま
だ
見
ぬ
未
来
を
こ

う
し
た
若
者
と
共
に
切
り
拓
き
、
こ
こ

埼
玉
の
発
展
を
恒
久
的
な
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
会
は
、
去
る
五
月
十
八
日
、
県
教

育
委
員
会
島
村
教
育
長
の
訪
問
を
受
け
、

新
規
高
校
卒
業
予
定
者
の
積
極
的
な
採

用
に
つ
い
て
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
高
校
生
の
就
職
状
況

は
昨
年
よ
り
好
転
し
て
き
た
と
は
い
え
、

ま
だ
、
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

よ
り
多
く
の
採
用
枠
の
確
保
を
本
会
に

求
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
就
職
希
望
者
が
減
少
す
る
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就
職
希
望
先
を

県
内
に
求
め
る
比
率
は
高
く
な
っ
て
お

り
、
地
元
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

生
徒
は
増
え
て
お
り
ま
す
。

経
営
環
境
が
厳
し
い
中
、
各
企
業
で

は
新
規
高
校
卒
業
予
定
者
等
の
採
用
に

は
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

と
は
思
い
ま
す
が
、
変
化
の
激
し
い
経

営
環
境
に
あ
れ
ば
こ
そ
、
企
業
の
将
来

を
担
う
若
い
人
材
の
確
保
も
肝
要
か
と

存
じ
ま
す
。

各
企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
二
十

一
世
紀
の
地
元
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」

を
担
う
新
規
高
校
卒
業
予
定
者
を
一
人

で
も
多
く
採
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
新
規
高
校
卒
業
予
定
者
の
求

人
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
九
月
十
六
日
の
選
考
開
始
日

以
前
に
高
校
生
が
企
業
見
学
等
を
す
る

際
に
、
選
考
に
係
る
書
類
の
持
参
を
求

め
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

産産
学学
官官
連連
携携
しし
てて

次次
代代
をを
担担
うう
若若
者者
のの
育育
成成
をを

武
州
ガ
ス
株
式
会
社

取
締
役
会
長

原

宏

（
本
会

会
長
）

高
校
新
卒
者
の
積
極
採
用
に

つ
い
て
県
教
育
長
が
要
請

―２８―



高
い
つ
も
り
で
低
い
の
が
教
養

低
い
つ
も
り
で
高
い
の
が
気
位

深
い
つ
も
り
で
浅
い
の
が
知
識

浅
い
つ
も
り
で
深
い
の
が
欲
望

厚
い
つ
も
り
で
薄
い
の
が
人
情

薄
い
つ
も
り
で
厚
い
の
が
面
皮

強
い
つ
も
り
で
弱
い
の
が
根
情

弱
い
つ
も
り
で
強
い
の
が
自
我

多
い
つ
も
り
で
少
い
の
が
分
別

少
い
つ
も
り
で
多
い
の
が
無
駄

こ
の
語
呂
の
よ
い
文
章
は
、
こ
こ
三

年
ほ
ど
私
が
講
師
と
し
て
訪
れ
る
東
松

山
市
が
設
置
す
る
市
民
大
学
�
写
真
�

の
事
務
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
。

作
者
は
分
ら
な
い
が
言
い
得
て
妙
の
小

気
味
の
よ
い
至
言
。
文
中
に
「
強
い
つ

も
り
で

弱
い
の
が
根
情
」
と
あ
る
が

�

�

�

�

根
情
は
根
性
が
一
般
的
と
思
う
が
、
作

者
が
意
図
的
に
そ
う
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
か
ら
あ
る
が
ま
ま
の
字
を
書
き
写

し
て
き
た
。
そ
ん
な
些
細
な
こ
と
は
ど

う
で
も
い
い
。
全
体
の
流
れ
に
少
し
も

違
和
感
が
な
い
の
だ
か
ら
。

と
こ
ろ
で
、
十
ヶ
条
の
あ
る
こ
の
市

民
大
学
は
向
学
心
旺
盛
な
一
般
市
民
の

た
め
に
設
け
ら
れ
た
二

年
制
の
大
学
だ
が
、
現

在
百
名
程
が
在
学
し
て

い
る
。
在
校
生
の
年
令

は
三
十
代
か
ら
、
八
十

代
と
幅
広
い
。
受
講
態

度
は
極
め
て
真
面
目
、
そ
れ
も
そ
の
は

ず
で
入
学
志
願
者
が
例
年
一
倍
半
を
超

え
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
選
ば
れ
た
人

は
不
謹
慎
な
態
度
な
ど
と
れ
よ
う
も
な

い
。
今
少
し
教
室
の
雰
囲
気
を
伝
え
る

と
、
私
の
講
義
は
毎
回
二
時
間
だ
が
、

い
ま
だ
居
眠
り
を
し
た
人
を
見
た
こ
と

が
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
講
義
後
の
質

疑
は
活
発
で
、
少
し
も
気
が
抜
け
な
い
。

終
了
し
た
時
に
は
多
少
疲
労
感
も
あ
る

が
受
講
生
の
次
の
一
言
で
心
地
良
い
疲

労
感
に
変
わ
り
気
分
は
爽
快
に
な
る
。

私
よ
り
大
分
年
長
の
受
講
生
が
「
起
立
、

礼
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
号
令
を
か
け
る
と
、
拙
な
い
講
義
に

も
か
か
わ
ら
ず
百
人
が
一
糸
乱
れ
ず
ね

ぎ
ら
い
の
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
だ
か

ら
気
分
が
悪
か
ろ
う
は
ず
も
な
い
。
今

時
こ
ん
な
に
清
々
し
い
挨
拶
の
光
景
は

中
学
や
高
校
で
も
見
ら
れ
な
い
の
で
は

な
ど
と
感
傷
に
耽
け
り
な
が
ら
退
室
す

る
私
を
今
度
は
「
先
生
、
先
生
！
」
と

廊
下
ま
で
追
い
か
け
て
き
て
熱
心
に
質

問
す
る
人
が
い
た
り
で
、
実
に
楽
し
い

ひ
と
と
き

一
時
を
頂
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
遣

り
取
り
の
後
、
事
務
室
に
戻
る
と
真
っ

先
に
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
冒
頭

の
十
ヶ
条
。
一
行
づ
つ
反
復
し
な
が
ら

読
む
。
読
ん
で
は
復
誦
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
の
生
徒
さ
ん
に
は

元
学
校
の
先
生
や
、
大
手
企
業
の
研
究

者
も
い
る
そ
う
だ
が
、
教
室
で
は
そ
う

し
た
過
去
を
少
し
も
ひ
け
ら
か
さ
な
い

し
、
ま
し
て
や
知
っ
た
か
振
り
の
振
る

舞
い
な
ど
微
塵
も
な
い
。
し
た
が
っ
て

こ
こ
の
生
徒
さ
ん
に
は
、
十
ヶ
条
に
あ

る
よ
う
な
つ
も
り
ち
が
い
は
起
き
な
い

し
、
不
用
だ
と
思
っ
た
。

そ
う
思
っ
た
時
、
何
度
と
な
く
復
誦

し
記
憶
に
止
め
た
十
ヶ
条
が
瞬
間
、
頭

か
ら
消
え
か
か
っ
た
が
、
次
の
一
瞬
、

そ
う
で
は
な
い
世
の
中
に
は
こ
の
十
ヶ

条
を
煎
じ
て
飲
ま
せ
た
い
御
仁
達
が
い

る
な
と
思
っ
た
。

話
は
変
わ
る
が
日
本
の
経
済
社
会
は

こ
こ
十
年
余
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

っ
た
が
、
こ
こ
に
来
て
よ
う
や
く
明
る

さ
が
戻
っ
て
き
た
。
長
く
、
暗
い
ト
ン

ネ
ル
だ
っ
た
だ
け
に
一
気
に
加
速
し
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
懸
念
材
料
も
あ
る
こ

と
か
ら
手
放
し
で
喜
ん
で
ば
か
り
は
い

ら
れ
な
い
。
ま
し
て
や
気
を
緩
め
る
こ

と
は
禁
物
だ
が
、
最
近
の
好
転
に
油
断

し
て
か
、
こ
こ
に
き
て
リ
ー
ダ
ー
達
の

弛
緩
振
り
が
目
に
つ
く
。
中
で
も
こ
こ

十
年
余
が
未
曾
有
の
変
革
期
だ
っ
た
こ

と
か
ら
我
々
凡
人
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
旺
盛
な
リ
ー
ダ
ー
の
登
場
に
期
待
も

し
、
熱
い
視
線
を
送
っ
て
き
た
。
ラ
イ

ブ
ド
ア
の
堀
江
氏
や
村
上
フ
ァ
ン
ド
の

村
上
氏
に
多
く
の
人
が
関
心
を
寄
せ
た

の
も
こ
う
し
た
思
い
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
矢
先
、
二

十
一
世
紀
の
水
先
案
内
人
を
自
負
し
て

い
た
こ
れ
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
我
々

の
期
待
を
裏
切
り
蹉
跌
の
身
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
う
な
る
と
彼
等
が
身
に

つ
け
て
い
た
教
養
や
知
識
、
そ
し
て
分

別
と
は
一
体
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か

と
の
疑
念
が
生
じ
て
き
た
。
実
態
は

我
々
の
想
像
と
か
け
離
れ
彼
等
の
知
識
、

教
養
、
そ
し
て
分
別
が
極
め
て
薄
す
ぺ

ら
い
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
と
思
う

と
同
時
に
、
一
時
と
は
い
え
、
こ
れ
ら

の
人
物
に
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
た

己
れ
の
思
い
ち
が
い
に
不
甲
斐
な
さ
を

感
じ
、
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
た
。

こ
う
し
た
憔
悴
感
を
更
に
増
幅
さ
せ

た
の
が
日
銀
総
裁
の
「
ド
素
人
」
発
言
。

詳
細
を
知
ら
な
い
私
が
事
柄
の
良
し
悪

し
に
触
れ
る
つ
も
り
は
な
い
し
、
ま
し

て
や
問
題
を
ち
ゃ
か
す
つ
も
り
な
ど
毛

頭
な
い
が
、
あ
の
発
言
は
い
た
だ
け
な

い
。
確
か
に
総
裁
は
フ
ァ
ン
ド
側
と
交

わ
し
た
約
定
に
目
を
通
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
々
市
井

の
凡
人
は
、
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国

日
本
の
中
央
銀
行
の
総
裁
と
も
な
れ
ば

非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
教
養
人
に
違

い
な
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
、「
千

慮
の
一
矢
」
つ
ま
り
、
賢
人
も
時
に
は

間
違
い
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
さ
、
な

ど
と
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
な
い
と
思
っ

た
り
も
し
た
。
そ
こ
で
総
裁
に
は
一
日

も
早
く
信
頼
を
回
復
し
て
も
ら
い
、
か

つ
て
私
達
が
想
像
し
て
い
た
総
裁
に
な

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

《
翻
っ
て
己
れ
は
》

他
の
人
の
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
い
る

と
、
そ
れ
で
は
あ
な
た
は
と
問
わ
れ
か

ね
な
い
が
、
浅
学
非
才
の
吾
が
身
の
つ

も
り
ち
が
い
は
日
常
茶
飯
事
で
、
冒
頭

の
十
ヶ
条
が
、
今
や
私
に
と
っ
て
戒
の

十
ヶ
条
に
な
っ
て
い
る
が
、
十
ヶ
条
の

う
ち
分
別
だ
け
は
今
回
登
場
し
た
誰
れ

よ
り
も
私
の
方
に
分
が
あ
る
と
思
う
反

面
、
市
民
大
学
に
通
う
熟
年
大
学
生
に

は
到
底
叶
わ
な
い
と
感
じ
な
が
ら
校
門

を
後
に
し
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
。

つ
も
り
ち
が
い

専
務
理
事

野
上

武
利

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
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日
本
経
団
連
は
５
月
２５
日
、
都
道
府

県
別
の
経
営
者
協
会
の
会
長
で
構
成
す

る
地
方
団
体
長
会
の
第
９
回
会
合
を
、

東
京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
開
催

し
た
�
写
真
�
。
会
合
に
は
御
手
洗
冨

士
夫
会
長
、
奥
田
碩
前
会
長
、
地
方
団

体
長
会
議
長
で
東
京
経
協
会
長
を
務
め

る
和
田
紀
夫
副
会
長
、
地
方
団
体
長
会

副
議
長
を
務
め
る
岡
部
弘
愛
知
経
協
会

長
、
地
方
経
営
者
協
会
の
会
長
ら
が
出

席
。
議
長
・
副
議
長
の
選
任
を
行
っ
た

ほ
か
、
日
本
経
団
連
の
重
点
活
動
事
項

や
社
会
労
働
情
勢
に
関
し
て
事
務
局
が

報
告
す
る
と
と
も
に
、
各
経
営
者
協
会

の
実
情
に
関
し
て
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

原
宏
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長
の
発

言
骨
子
は
、
次
の
通
り
。

本
日
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で
す
の
で
、

一
点
に
絞
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
経
協
の
会
長
と
し
て
、
現
在
最

も
留
意
し
て
い
る
こ
と
は
「
協
会
の
存

在
感
」
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
日
経
連

時
代
か
ら
そ
う
考
え
て
お
り
ま
し
た
が

「
日
本
経
団
連
」
の
発
足
後
は
、
更
に

一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

と
申
し
ま
す
の
は
、
両
団
体
の
統
合

で
活
動
の
領
域
が
拡
大
し
た
こ
と
で
、

上
部
団
体
を
「
日
本
経
団
連
」
と
す
る

か
ら
に
は
、
当
協
会
の
役
割
と
使
命
も

自
ず
か
ら
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
し

て
、
当
協
会
の
八
百
社
を
超
え
る
メ
ン

バ
ー
は
、
何
れ
も
県
内
の
リ
ー
ダ
ー
的

な
企
業
で
す
か
ら
、
自
分
だ
け
良
か
ろ

う
で
は
困
る
わ
け
で
、
地
域
社
会
全
体

を
俯
瞰
（
ふ
か
ん
）
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
立
場
に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
従
来
の
「
人

事
・
労
務
専
管
団
体
」
か
ら
、
現
在
の

「
総
合
経
済
団
体
化
」
を
支
持
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
体
制
に
な
り
ま
す
こ
の

機
会
に
改
め
て
申
し
上
げ
て
お
き
た
い

こ
と
は
、
戦
後
日
本
の
復
興
が
国
の
中

央
、
地
方
、
そ
し
て
大
企
業
、
中
小
企

業
が
心
を
一
に
大
同
団
結
し
た
こ
と
で

成
功
を
治
め
た
例
に
な
ら
い
、
新
体
制

と
な
る
日
本
経
団
連
に
お
い
て
も
、
奥

田
前
会
長
が
日
頃
語
っ
て
お
り
ま
し
た

「
中
央
と
地
方
」「
大
企
業
と
中
小
企

業
」
に
目
配
り
、
気
配
り
す
る
方
針
を

堅
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
う
し
た
上
部
団
体
の
姿
勢
が
地
方

経
協
の
活
力
に
つ
な
が
る
わ
け
で
是
非

そ
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
当
協
会
は
、
近
年
新
団

体
発
足
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か

し
て
、
県
内
経
済
界
、
産
業
界
の
声
を

県
行
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
県
知
事
を

は
じ
め
県
幹
部
に
伝
え
、
多
く
の
施
策

化
に
成
功
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た

成
果
を
更
に
拡
充
す
る
に
は
経
協
自
体

が
努
力
す
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
上

部
団
体
と
し
て
の
日
本
経
団
連
の
「
地

方
と
の
」「
中
小
企
業
と
の
」
連
携
意

識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
の
で
一
言
申
し
上

げ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

さ
る
六
月
十
九
日
�
、
日
本
銀
行
調

査
統
計
局
主
催
「
埼
玉
県
経
済
懇
談

会
」
が
、
大
宮
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
�
写
真
�
。
会
は
日
本
銀
行
が

地
域
情
勢
の
把
握
を
多
角
的
に
深
め
る

た
め
開
催
す
る
も
の
で
、
今
回
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
「
地
価
と
雇
用
の
動
向
」。

当
会
と
の
意
見
交
換
会
形
式
で
進
め
ら

れ
、
今
回
で
二
回
目
の
開
催
。
ま
ず
は

じ
め
に
原
宏
会
長
が
挨
拶
し
、
本
会
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
所
感
を
披
瀝
し
た

後
、
本
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て
参
加

者
を
代
表
し
謝
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
日
本
銀
行
の
内
田
真
人
審
議

役
が
地
域
経
済
の
状
況
に
つ
い
て
、
日

本
銀
行
各
支
店
や
調
査
統
計
局
が
担
当

し
集
計
し
た
「
地
域
別
業
況
判
断
Ｄ

Ｉ
」
を
も
と
に
、
全
産
業
・
製
造
業
・

非
製
造
業
毎
に
解
説
し
た
。
埼
玉
県
内

に
関
し
て
は
、
有
効
求
人
倍
率
が
さ
い

た
ま
市
を
中
心
に
急
激
に
上
が
っ
て
い

る
こ
と
と
、
地
価
も
上
昇
し
て
い
る
状

況
を
指
摘
し
た
。
ま
た
経
済
や
物
価
情

勢
の
展
望
と
し
て
は
、
原
油
高
や
株
価

等
の
懸
念
材
料
に
つ
い
て
触
れ
た
上
で
、

「
今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
は
、

内
需
と
外
需
、
企
業
部
門
と
家
計
部
門

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
形
で
息
の
長
い

拡
大
を
続
け
る
と
予
想
さ
れ
る
」
と
の

見
通
し
を
示
し
た
。

続
い
て
参
加
者
（
後
掲
）
か
ら
「
最

近
の
土
地
取
引
の
動
向
」
や
「
雇
用
情

勢
」
さ
ら
に
は
「
県
経
済
の
成
長
性
や

課
題
」
な
ど
、
当
該
業
界
を
取
り
巻
く

情
況
に
つ
い
て
以
下
の
報
告
が
あ
っ
た
。

【
土
地
取
引
の
状
況
】

○
埼
玉
県
全
体
で
は
依
然
と
し
て
地
価

は
下
落
。
但
し
県
南
で
は
反
転
の
兆

し
が
あ
る
。

○
埼
玉
高
速
鉄
道
の
南
北
線
へ
の
乗
り

入
れ
の
関
係
で
、
周
辺
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、
東
京
の
足
立
区
や
北
区
と
変
わ

ら
な
い
価
格
で
完
売
が
続
い
て
い
る
。

○
県
南
中
心
に
路
線
価
を
数
倍
上
回
る

原会長

地
方
・
中
小
企
業
と
連
携
を

地
方
団
体
長
会
議
で
強
く
要
望

写
真
前
列
左
か
ら

中
村
事
務
総
長

奥
田
経
団
連
前
会
長（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）

御
手
洗
経
団
連
会
長（
キ
ヤ
ノ
ン
）

和
田
地
方
団
体
長
会
会
長

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）

日
銀
が
当
会
と
意
見
交
換

「
地
価
と
雇
用
の
動
向
」テ
ー
マ
に

�
挨
拶
す
る
原
会
長
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フ
リ
ー
タ
ー
の
常
用
雇
用
へ

県
な
ど
が
本
会
に
周
知
方
を
依
頼

売
買
事
例
も
。
中
に
は
三
倍
を
超
え

る
事
例
も
あ
る
。

○
県
南
と
県
北
で
は
二
極
化
が
鮮
明
に

な
っ
て
い
る
。

○
県
南
で
は
、
ク
レ
ー
ン
の
数
は
バ
ブ

ル
期
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
、
一
方
で

元
受
サ
イ
ド
か
ら
、
コ
ス
ト
引
き
下

げ
要
請
が
増
し
て
い
る
。

【
雇
用
情
勢
】

○
有
効
求
人
倍
率
が
一
倍
を
超
え
、
と

り
わ
け
県
南
で
は
、
採
用
面
で
厳
し

く
な
り
つ
つ
あ
る
。

○
大
卒
採
用
に
関
し
、
内
定
取
り
消
し

の
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
雇
用
面

で
は
売
り
手
市
場
。

○
「
二
〇
〇
七
年
問
題
」
へ
の
対
応
で
、

メ
ー
カ
ー
中
心
に
採
用
が
活
発
化
。

○
不
動
産
関
連
で
も
、
下
請
け
な
ど
人

材
の
確
保
に
厳
し
さ
が
出
て
い
る
。

そ
の
他
、「
企
業
誘
致
の
状
況
と
経

済
効
果
」、「
再
開
発
事
業
」、「
産
学
官

の
連
携
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見
・
情
報

交
換
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。

【
当
日
の
参
加
者
】

（
日
本
銀
行
調
査
統
計
局
）

内
田
真
人
審
議
役

清
水
雅
之
企
画
役

（
当

会
）

�
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ

大
谷
哲
男
大
宮
支
店
長

川
口
土
木
建
築
工
業
�

古
川
元
一
代
表
取
締
役
副
社
長

大
栄
不
動
産
�

木
原
一
行
執
行
役
員
企
画
開
発
部
長

�
丸
広
百
貨
店

中
目
隆
夫
取
締
役
経
営
政
策
室
長

当
会

原

宏
会
長

当
会

野
上
武
利
専
務
理
事

当
会

三
国
雅
裕
常
務
理
事
事
務
局
長

若
年
者
の
常
用
雇
用
拡
大
要
請
に
つ

い
て
こ
の
ほ
ど
埼
玉
労
働
局
お
よ
び
埼

玉
県
が
来
局
さ
れ
、
若
年
者
の
常
用
雇

用
拡
大
に
つ
い
て
の
要
請
と
会
員
各
位

へ
の
周
知
方
依
頼
�
写
真
�
が
あ
り
、

本
欄
に
主
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

〔
埼
玉
労
働
局
か
ら
の
要
請
文
〕

日
頃
よ
り
貴
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
労
働
行
政
に
関
し
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、

四
月
の
完
全
失
業
率
が
四
・
一
％
、
埼

玉
県
の
有
効
求
人
倍
率
が
一
・
〇
二
倍

と
厳
し
さ
が
残
る
も
の
の
改
善
が
進
ん

で
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
四

歳
以
下
の
完
全
失
業
率
は
九
・
〇
％
と

他
の
年
代
の
失
業
率
と
比
べ
て
極
め
て

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
若
年

者
を
取
り
巻
く
雇
用
環
境
は
ま
だ
ま
だ

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

特
に
不
安
定
就
労
の
期
間
が
長
い
者
、

い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い

る
若
年
者
は
、
平
成
十
七
年
で
二
〇
一

万
人
と
推
計
さ
れ
、
さ
ら
に
六
〇
万
人

を
超
す
若
年
無
業
者
な
ど
の
課
題
も
生

じ
て
お
り
ま
す
。

不
安
定
就
労
状
況
の
長
期
化
が
続
け

ば
、
若
年
者
自
身
の
職
業
能
力
の
蓄
積

が
な
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
中
長
期

的
な
競
争
力
・
生
産
性
の
低
下
と
い
っ

た
経
済
基
盤
の
崩
壊
、
社
会
保
障
シ
ス

テ
ム
の
脆
弱
化
、
ひ
い
て
は
社
会
不
安

の
増
大
、
少
子
化
の
一
層
の
進
行
等
深

刻
な
社
会
問
題
を
惹
起
し
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
埼
玉
労
働
局

で
は
、
埼
玉
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、「
フ
リ
ー
タ
ー
一
万
五
千
人
常
用

雇
用
化
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
フ
リ

ー
タ
ー
の
常
用
雇
用
化
に
向
け
積
極
的

に
各
種
施
設
を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、

何
と
申
し
ま
し
て
も
企
業
の
方
々
に
採

用
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
解
決
さ
れ

な
い
課
題
で
す
。

景
気
回
復
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
先

行
き
不
透
明
な
経
済
情
勢
の
中
、
労
働

者
の
採
用
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
拝
察
し
ま
す
が
、
事
業
・
産
業
の

発
展
と
、
将
来
に
わ
た
る
安
定
し
た
社

会
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
若
年

者
を
次
代
を
担
う
人
材
と
し
て
育
て
る

こ
と
は
不
可
欠
な
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
ご
理
解
の
上
、
貴

協
会
に
お
か
れ
て
は
傘
下
の
会
員
企
業

の
皆
様
に
、
こ
の
趣
旨
を
周
知
い
た
だ

き
、
若
年
者
を
常
用
雇
用
と
し
て
積
極

的
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
六
月
十
三
日

埼
玉
労
働
局
長

村
上

文

埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長

原

宏
殿

〔
埼
玉
県
か
ら
の
要
請
文
〕

貴
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご

ろ
か
ら
本
県
の
産
業
労
働
行
政
の
推
進

に
、
多
大
な
る
御
協
力
を
賜
り
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
雇
用
情
勢
は
、
改
善

が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
二
四
歳
以
下
の
若
年
者
の
失
業
率

は
九
・
〇
％
（
全
国
）
と
、
他
の
年
代

の
失
業
率
に
比
べ
て
極
め
て
高
い
水
準

と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
は
し
て
い
て
も
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
不
安
定
な
就

労
を
繰
り
返
す
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
若
者
が
近
年
増
加
し
て
お
り
、

平
成
十
七
年
に
は
、
全
国
で
二
〇
一
万

人
と
推
計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
若
者
が
増
え
る
こ
と
は
、
将
来
的
に

国
全
体
の
技
能
・
技
術
レ
ベ
ル
の
低
下

や
所
得
格
差
の
拡
大
等
を
招
き
、
日
本

経
済
衰
退
の
大
き
な
要
因
に
も
な
り
ま

す
。埼

玉
県
と
し
て
も
、「
ヤ
ン
グ
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
」
を
設
置
す
る
な

ど
、
若
年
者
に
対
す
る
就
業
支
援
を
積

極
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
若
年
者

の
常
用
雇
用
化
を
図
る
に
は
是
非
と
も

企
業
の
皆
様
の
御
協
力
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
次
代
を
担
う
人
材
を
し
っ
か
り

と
育
て
る
こ
と
が
、
企
業
の
発
展
の
上

で
も
、
ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し

た
社
会
を
維
持
し
て
い
く
観
点
か
ら
も

極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
協
会
に
お
い
て

こ
う
し
た
状
況
に
御
理
解
を
賜
り
、
傘

下
の
会
員
企
業
の
皆
様
に
若
年
者
を
常

用
雇
用
と
し
て
積
極
的
に
採
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
周
知
方
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
六
月
十
三
日

埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長

原

宏
様

右
か
ら
神
山
哲
雄
埼
玉
労
働
局
職
業
安

定
部
長
、
長
島
徹
埼
玉
県
産
業
労
働
部

副
部
長
、
野
上
武
利
本
会
専
務
理
事

―３１―
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北
炭
化
成
工
業
株
式
会
社
に

は
東
京
都
三
宅
島
三
宅
村
長
よ

り
の
感
謝
状
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、三
宅
島
全
島
帰
島
を

可
能
に
し
た
当
社
の
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
技
術
力
の
高
さ
と
貢
献

度
の
大
き
さ
を
証
明
し
て
い
る
。

三
宅
島
の
噴
煙
に
は
有
毒
な

亜
硫
酸
ガ
ス
や
硫
化
水
素
が
含

ま
れ
て
お
り
人
命
を
も
奪
う
可

能
性
が
あ
る
。
大
手
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
ー
で
は
亜
硫
酸
ガ
ス
を

除
去
す
る
た
め
に
、大
規
模
な
湿

式
の
脱
硫
装
置
を
開
発
、
設
置

し
た
が
、そ
の
試
み
は
失
敗
し
た
。

そ
こ
で
、
当
社
は
関
係
者
の

依
頼
を
受
け
、
湿
式
と
は
異
な

り
、
規
制
値
を
完
全
に
ク
リ
ア

で
き
る
乾
式
脱
硫
装
置
を
開
発

し
た
。

当
初
は
災
害
復
旧
関
係
者
の

宿
舎
、
そ
の
後
、
小
、
中
、
高

等
学
校
、
医
療
機
関
に
開
発
、

設
置
。
そ
し
て
、
家
庭
用
小
型

装
置
を
開
発
、
設
置
し
、
そ
の

合
計
は
大
小
七
百
余
台
に
の
ぼ

り
、
島
民
の
全
島
帰
還
を
可
能

に
し
た
の
で
あ
る
。

当
社
は
、
匂
い
・
香
り
環
境

協
会
に
加
盟
し
て
い
る
大
手
、

中
小
の
企
業
の
う
ち
装
置
メ
ー

カ
ー
部
門
と
薬
剤
メ
ー
カ
ー
部

門
の
双
方
に
登
録
を
認
め
ら
れ

た
唯
一
の
会
社
で
あ
り
、
設
計
、

製
作
、
施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
一
貫
責
任
体
制
が
取
れ
る
会

社
で
も
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、

北
海
道
炭
礦
汽
船
�
の
開
拓
者

魂
を
受
継
ぎ
、
わ
が
国
に
お
け

る
臭
気
公
害
防
止
技
術
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
、
昭
和
三
十
三

年
の
石
炭
化
学
研
究
所
発
足
に

始
ま
る
。

と
こ
ろ
で
「
乾
式
脱
硫
装
置

で
は
ほ
ぼ
独
占
で
あ
り
、
利
益

が
多
か
っ
た
の
で
は
」
と
の
質

問
に
、
指
田
康
博
社
長
は
「
三

宅
島
の
件
は
、
当
社
の
理
念
で

あ
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
担

う
こ
と
が
で
き
た
の
が
重
要
で

あ
り
、
ま
た
、
公
的
な
仕
事
で

も
あ
り
利
益
は
少
な
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
答
え
ら
れ
た
。

な
お
、
本
乾
式
脱
硫
装
置
そ

の
も
の
に
、
今
年
二
月
に
平
野

村
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

五
月
に
は
、
匂
い
・
香
り
環
境

協
会
の
技
術
賞
を
受
賞
し
、
六

月
に
は
、
�
日
本
産
業
機
械
工

業
か
ら
会
長
賞
の
表
彰
を
受
け

て
い
る
。

今
後
も
、
印
刷
・
塗
装
工
場

等
か
ら
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
に
含

ま
れ
る
揮
発
性
有
機
化
合
物

（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の
脱
臭
処
理
技
術
、

し
尿
処
理
場
、
下
水
処
理
場
な

ど
の
複
合
臭
に
対
応
す
る
「
ヨ

ウ
素
炭
」
技
術
、
さ
ら
に
、
特

許
を
取
得
し
て
い
る
「
ア
ル
デ

ヒ
ド
類
含
有
ガ
ス
の
脱
臭
用
薬

剤
及
び
脱
臭
方
法
」
等
々
の
技

術
を
駆
使
し
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

企
業
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
し

た
い
と
抱
負
を
語
ら
れ
た
。

一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
に

創
業
し
た
富
士
電
機
は
、
二
〇
〇
三

年
（
平
成
十
五
年
）
に
「
純
粋
持
株

会
社
制
」
に
移
行
し
、
富
士
電
機
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
�
の
も
と
、
富
士

電
機
グ
ル
ー
プ
と
し
て
再
構
成
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
機
器
・
制
御
カ
ン
パ

ニ
ー
と
し
て
新
設
分
割
さ
れ
た
の
が

富
士
電
機
機
器
制
御
�
で
あ
る
。

富
士
電
機
機
器
制
御
�
の
主
力
工

場
で
あ
る
吹
上
事
業
所
は
、
一
九
四

三
年
（
昭
和
十
八
年
）
に
操
業
開
始

し
、
吹
上
駅
前
に
約
四
万
七
千
坪
と

い
う
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
マ
グ
ネ

ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
（
電
磁
開
閉
器
）
な

ど
の
制
御
機
器
を
製
造
し
て
い
る
。

東
洋
一
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
統
合
生
産
シ
ス
テ
ム
）
ラ

イ
ン
か
ら
生
ま
れ
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス

イ
ッ
チ
は
、
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を

継
続
維
持
し
、
平
成
十
七
年
に
は
、

生
産
開
始
以
来
の
累
計
生
産
台
数
二

億
五
千
万
台
を
達
成
し
た
。
長
年
シ

ェ
ア
�
１
を
続
け
て
い
る
理
由
と
し

て
、「
ま
ず
、
寿
命
が
長
い
こ
と
。

性
能
は
勿
論
、
品
質
管
理
を
厳
格
に

し
、
し
っ
か
り
し
た
作
り
こ
み
を
し

て
い
る
か
ら
、
長
く
使
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
評
価
が

高
い
」
と
、
井
出
取
締
役
器
具
事
業

部
長
（
写
真
）
は
説
明
し
た
。
し
っ

か
り
し
た
技
術
力
の
基
盤
と
し
て
、

高
い
社
会
的
評
価
を
得
て
い
る
の
は

「
技
能
者
の
育
成
・
技
能
の
伝
承
へ

の
取
組
み
」
で
あ
る
。

ま
ず
、
技
能
検
定
で
は
最
高
レ
ベ

ル
の
特
級
取
得
者
が
一
八
六
名
在
籍

し
て
お
り
、
県
内
取
得
者
の
約
四
割

を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
技
能
五
輪

で
は
、
全
国
大
会
優
勝
者
五
名
、
世

界
大
会
優
勝
者
二
名
を
輩
出
し
て
い

る
。
さ
ら
に
黄
綬
褒
章
九
名
を
は
じ

め
と
し
て
、
卓
越
技
能
者
や
技
能
功

労
、
青
年
マ
イ
ス
タ
ー
な
ど
七
十
名

以
上
の
受
彰
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

井
出
事
業
部
長
は
、「
技
能
の
伝
承

は
心
の
伝
承
が
な
い
と
う
ま
く
出
来

な
い
。
若
年
層
と
高
齢
層
な
ど
人
と

人
と
の
繋
ぎ
と
め
、
心
と
心
の
繋
ぎ

づ
く
り
が
大
切
な
手
段
」
と
強
調
し

た
。ま

た
、
全
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

方
策
と
し
て
注
力
し
て
い
る
の
が
Ｑ

Ｃ
活
動
。
老
若
の
壁
を
払
拭
し
た
り
、

一
つ
の
目
標
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
達
成
感
を
共
有
す
る
こ
と
で

連
帯
感
を
生
み
出
す
な
ど
、
人
材
の

育
成
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
、「
石
川

馨
賞
」
を
二
〇
〇
四
年
か
ら
三
年
連

続
受
賞
し
て
い
る
。

同
社
が
未
来
へ
の
ス
テ
ッ
プ
、
ま

た
連
続
的
な
改
革
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
『
Ｖ
―
Ｕ
Ｐ
活
動
』、

一
人
ひ
と
り
が
仕
事
の
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ

（
価
値
）
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
、
◇
間
接
ス
タ
ッ
フ
を
主
体
と

し
た
業
務
効
率
向
上
、
◇
技
術
・
知

識
の
継
承
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
人
員

で
現
状
と
同
等
以
上
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。
技
術
・
知
識
の
継
承
の
取
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
製
造
部
門
の
若
手

を
選
抜
し
て
は
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

養
成
教
育
を
実
施
し
、
い
わ
ゆ
る
二

〇
〇
七
年
問
題
対
応
と
し
て
い
ち
早

く
取
り
組
ん
で
い
る
。

井出安俊
取締役器具事業部長

なな話話題題 南南 北北 中中 西西

南
部
北
炭
化
成
工
業
�

乾
式
脱
硫
装
置
の
開
発
で
三
宅

島
全
島
民
の
帰
島
実
現
に
貢
献

北
部
富
士
電
機
機
器
制

御
�
吹
上
事
業
所

マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
で
国
内

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
長
期
継
続
維
持

DATA

会 社 名：北炭化成工業�
本 社：戸田市喜沢南１‐５‐５
代 表 者：代表取締役 指田康博
設 立：昭和４０年４月
事業内容：環境関連産業
資 本 金：２億円
電 話：本社０４８‐４４１‐２８８０
http : //www.hokutan.co.jp

DATA

会 社 名：富士電機機器制御株式会社
吹上事業所 鴻巣市南１‐５‐４５

電 話：０４８‐５４８‐１１１１
本 社：東京都中央区日本橋大伝馬町５‐７
代 表 者：白倉 三�
設 立：２００３年１０月１日
主な生産製品：制御機器、受配電機器、駆動制

御機器、ガス関連機器
資 本 金：１００億円
従業員数：２，０００人

指
田
康
博
社
長

吹
上
事
業
所
全
景
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「
二
〇
〇
六
年
四
月
期
の
ビ
デ

オ
リ
サ
ー
チ
首
都
圏
ラ
ジ
オ
調
査

で
は
、
首
都
圏
三
十
五
キ
ロ
圏
で
、

男
女
二
十
歳
か
ら
三
十
四
歳
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
層
で
、
全
ラ
ジ
オ
局
中

第
一
位
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

埼
玉
地
区
で
は
平
成
九
年
十
月
か

ら
連
続
し
て
、
全
ラ
ジ
オ
局
中
首

位
を
独
走
中
で
す
」
と
語
る
佐
藤

允
克
社
長
。
飯
盛
峠
送
信
所
で
首

都
圏
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
人
口
三
千

五
百
万
人
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、

こ
の
若
者
層
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
一
・
四
％
を
筆
頭
に
、
男
性
層

や
給
料
生
活
者
、
更
に
は
主
婦
層

で
も
第
一
位
の
結
果
を
誇
っ
て
い

る
と
言
う
。

昭
和
六
十
三
年
十
月
放
送
開
始

以
来
、
一
貫
し
て
追
求
し
て
い
る

の
が
「
質
」。
つ
ま
り
聴
取
率
Ｎ

Ｏ
１
が
物
語
る
企
画
力
や
構
成

力
・
機
動
力
な
ど
の
「
力
の
質
」

が
「
番
組
の
質
」
を
向
上
さ
せ
、

そ
し
て
広
い
聴
取
エ
リ
ア
と
最
新

デ
ジ
タ
ル
対
応
機
材
に
裏
打
ち
さ

れ
た
「
領
域
の
質
」
や
「
聴
取
者

の
求
め
る
高
い
質
」
を
連
鎖
的
に

向
上
さ
せ
る
べ
く
四
つ
の
「
質
」

に
こ
だ
わ
り
を
続
け
る
。

番
組
面
で
は
、
音
楽
や
ス
ポ
ー

ツ
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
柱

に
、
全
国
の
Ｆ
Ｍ
局
と
し
て
は
初

め
て
、
プ
ロ
野
球
中
継
を
レ
ギ
ュ

ラ
ー
編
成
し
た
り
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
ポ
ッ
プ
ス
を
い
ち
早
く
集
中
オ

ン
エ
ア
す
る
な
ど
、
独
自
の
編
成

と
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
若
い
世

代
の
心
を
捉
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

朝
の
時
間
帯
で
若
者
の
聴
取
率
第

一
位
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
感
覚
い
っ
ぱ
い
の
Ｆ
Ｍ
版
朝
刊

と
も
言
え
る
大
野
勢
太
郎
「
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｕ
Ｐ

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ

Ｃ
」
か
ら
始
ま
り
、「
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ

Ｙ
Ｏ
Ｕ
」「
Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｋ

Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
な
ど
、

生
ワ
イ
ド
番
組
が
続
く
。
勿
論
開

局
以
来
熱
く
応
援
す
る
「
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ
」
や
「
浦
和
レ
ッ
ズ
」・

「
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
」
な
ど

地
元
と
も
密
着
し
た
番
組
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
Ｆ
Ｍ
局
と

し
て
は
珍
し
く
カ
ラ
ー
の
は
っ
き

り
し
た
ス
ポ
ー
ツ
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
編
成
。

明
る
く
開
放
感
あ
る
本
社
ス
タ

ジ
オ
で
は
ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
の
生
ワ

イ
ド
番
組
を
中
心
に
放
送
し
、
銀

座
ス
タ
ジ
オ
で
は
生
放
送
と
番
組

録
音
、
更
に
は
、
毎
日
ゲ
ス
ト
を

迎
え
る
「
ス
タ
ジ
オ

ア
ル
シ

ェ
」
で
は
、
間
近
で
見
よ
う
と
連

日
た
く
さ
ん
の
リ
ス
ナ
ー
が
詰
め

か
け
る
。
な
る
ほ
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
の
日

の
生
放
送
「
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
で
は
、
か
の
『
平
井

堅
』
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
大
変
な

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

昨
年
四
月
に
、
災
害
時
に
お
け

る
メ
デ
ィ
ア
の
使
命
遂
行
に
必
要

な
、
耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
大

宮
の
大
型
ビ
ル
に
本
社
を
移
転
、

こ
れ
を
「
第
二
の
開
局
」
と
と
ら

え
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み
出

し
た
。
営
業
面
で
も
前
年
比
十
四

％
増
の
約
二
十
八
億
円
の
売
り
上

げ
を
計
上
、
前
期
は
過
去
最
高
の

決
算
と
言
う
。「
全
国
に
Ｆ
Ｍ
局

は
五
十
三
あ
る
が
、
こ
の
三
月
期

に
は
全
国
五
位
の
売
り
上
げ
と
な

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
連
携

を
更
に
深
め
な
が
ら
社
会
的
貢
献

を
果
た
し
て
行
き
た
い
」
と
今
後

の
抱
負
を
語
る
。

明
治
製
菓
�
は
大
正
五
年
、
東
京

菓
子
�
と
し
て
創
立
さ
れ
、
大
正
一

三
年
に
現
社
名
に
改
称
。
戦
後
の
昭

和
二
一
年
に
は
抗
生
物
質
を
中
心
と

す
る
薬
品
分
野
に
も
進
出
、
つ
ね
に

お
い
し
さ
の
創
造
と
、
健
康
に
か
か

わ
る
事
業
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

事
業
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
第
一

は
フ
ー
ド
＆
ヘ
ル
ス
ケ
ア
カ
ン
パ
ニ

ー
で
「
健
康
分
野
に
お
け
る
特
徴
あ

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
の
確
立
を
目

指
し
て
い
る
。
お
客
様
に
高
品
質
で

安
全
な
商
品
を
、
真
に
必
要
な
時
に

必
要
な
量
だ
け
生
産
し
、
供
給
す
る

事
を
基
本
ポ
リ
シ
ー
と
し
た
『
明
治

製
菓
生
産
方
式
（
Ｍ
Ｐ
Ｓ
）』が
、
社

内
関
連
部
署
の
強
い
連
携
体
制
の
下
、

全
国
展
開
の
営
業
活
動
と
も
あ
い
ま

っ
て
、
よ
り
一
層
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ

プ
ラ
イ
実
現
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

い
る
。

ま
ず
、
菓
子
事
業
は
一
九
二
六
年

発
売
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
ミ
ル
ク
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、
カ
ー
ル
、
チ
ェ
ル
シ

ー
、
果
汁
グ
ミ
、
ガ
ム
な
ど
。
健
康

事
業
は
コ
コ
ア
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、

粉
末
食
品
や
健
康
機
能
食
品
、
各
種

ビ
タ
ミ
ン
、
美
容
関
連
が
あ
り
、
一

般
用
医
薬
品
で
は
「
イ
ソ
ジ
ン
う
が

い
薬
」「
明
治
Ｇ
ト
ロ
ー
チ
」
な
ど

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
強
化
し
て
い
る
。

第
二
は
薬
品
カ
ン
パ
ニ
ー
で
、
終

戦
直
後
の
一
九
四
六
年
、
ペ
ニ
シ
リ

ン
の
表
面
培
養
を
開
始
し
た
の
が
同

社
の
薬
品
事
業
の
始
ま
り
で
、
大
型

タ
ン
ク
に
よ
る
深
部
培
養
が
導
入
さ

れ
、
生
産
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
と
と

も
に
五
〇
年
に
は
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ

シ
ン
を
発
売
、
結
核
の
減
少
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
。
五
八
年
に
は
国

産
初
の
「
カ
ナ
マ
イ
シ
ン
」
を
開
発
、

殺
菌
消
毒
剤
や
、
主
力
製
品
に
育
っ

た
経
口
抗
生
物
質
薬
剤
は
世
界
各
国

で
の
開
発
・
販
売
を
進
め
る
な
ど
、

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
感
染
症
治
療
薬
や
機
能
性

素
材
や
飼
料
用
酵
素
の
発
売
や
コ
ン

パ
ニ
オ
ン
ア
ニ
マ
ル
向
け
医
薬
品
・

栄
養
補
助
剤
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
が

進
む
な
か
で
、
同
社
は
感
染
症
と
中

枢
神
経
系
領
域
に
特
徴
あ
る
製
薬
企

業
と
し
て
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
・
フ

ァ
ー
マ
の
道
を
着
実
に
歩
ん
で
い
る
。

そ
の
品
質
保
証
体
制
の
充
実
と
適

切
な
情
報
提
供
、
地
道
な
研
究
開
発

を
含
め
て
企
業
理
念「
私
た
ち
は
、夢

と
楽
し
さ
、
い
の
ち
の
輝
き
を
大
切

に
し
、
世
界
の
人
々
の
心
豊
か
な
く

ら
し
に
貢
献
し
ま
す
。」を
実
現
す
る

こ
と
で
社
会
的
責
任
を
果
た
し
つ
つ
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
、環
境

活
動
の
積
極
的
推
進
な
ど
に
取
組
み
、

創
業
以
来「
安
全
・
安
心
」な
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
信
頼
さ
れ
る

企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
海
外
へ
の

展
開
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

本
県
に
は
坂
戸
市
に
昭
和
五
四
年

設
立
の
関
東
工
場
が
あ
り
、
一
〇
万

�
の
敷
地
に
社
員
二
〇
〇
名
、
パ
ー

ト
三
〇
〇
〜
五
〇
〇
名
が
働
き
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、
カ
ー
ル
を
は
じ
め
、

ガ
ム
、
コ
コ
ア
な
ど
を
生
産
し
、
品

質
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
２
、
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
を
取
得
し
て
い
る
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

中
部
�
エ
フ
エ
ム

ナ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ブ

一
貫
し
て
「
質
」
を
追
求
し
聴

取
率
各
種
調
査
で
首
位
を
誇
る

西
部

明
治
製
菓
�

常
に
夢
と
楽
し
さ
と
健
康
を

追
求
す
る
食
薬
の
複
合
企
業

DATA
会 社 名：明治製菓�
本 社：東京都中央区京橋２‐４‐１６ 〒１０４‐８００２
電 話：０３‐３２７２‐６５１１
代 表 者：代表取締役社長 佐藤 尚忠
設 立：大正５（１９１６）年１０月
従業員数：４，０３９名
資 本 金：２８３億円
関東工場：坂戸市千代田５‐３‐１ 〒３５０‐０２８９
電 話：０４９‐２８３‐１３１１ Ｆ Ａ Ｘ：０４９‐２８３‐０００９
主な事業内容：菓子・食品、薬品等の製造販売
http : //www.meiji.co.jp/

DATA
会 社 名：�エフエム ナックファイブ
設 立：昭和６３年３月
電 話：０４８‐６５０‐０７９５
資 本 金：８億円
本 社：�いたま市大宮区錦町６８２‐２

JACK大宮
スタジオ：本社スタジオ、銀座スタジオ、スタ

ジオ アルシェ
サービスエリア：埼玉県・東京都の全域、群馬・

栃木・茨城・千葉・神奈川の
大部分

社
長

佐
藤
允
克
氏

関
東
工
場
の
１
号
館
門
外

坂
戸
市
の
関
東
工
場
で
作
る

主
要
製
品
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１．精密有機合成による
機能性色素の開発

２．環境低負荷型分子フ
ラスコの開発

３．医療用機能性色素の
開発

石丸 雄大
（いしまる よしひろ）
１９８８年 大阪府立大学工

学部応用化学科
卒業

１９９４年 神戸大学大学院
自然科学研究科
修了博士（理学）
取得

１９９４年 埼玉大学工学助
手

２００２年 埼玉大学工学部
助教授

２００４年 テキサス大学オ
ースチン校短期
留学

２００６年 埼玉大学大学院
理工学研究科助
教授

現在に至る

大学院理工学研究科に所属して
おり、材料の機能化に関する研究

を主に行っています。ただし、材料といっても実
際現在使用されている材料の改良と言うよりも、
将来必要不可欠になる新たな機能材料の分子設計
や構造、物性評価を中心に研究を行っています。
２０世紀から２１世紀になり世界規模で「エネルギー」、
「環境」といった言葉が色々な場面で注目を集め
てきており、それとともに２１世紀は「光」の時代
であると言われてきました。現在地球上で効率よ
く光を利用しているのは、植物であるというのも
事実であり、その恩恵の上に人類の繁栄はありま
す。植物が効率よく光を利用している仕組みを理
解し、それを素に機能分子を設計、合成し、機能
評価することを心がけて研究を行っています。研
究の一つの柱として、ポルフィリンという化合物
の機能化に関する研究を行っています。ポルフィ
リンは植物において光合成を行う上で重要な役割
を担っているクロロフィルの基本骨格であるとと
もに、生体内では酸素分子に係わるヘム蛋白にお
いて重要な役割を担っている基本骨格であります。
クロロフィルは植物において効率的な光エネルギ
ー変換を行っており、それをヒントにして、ポル
フィリン環に歪みを生じさせることで（図１）よ

り効率の良い可視光の吸収を効率よく行えるよう
にした色素の合成研究を行っています。この色素
を有機太陽電池に利用することで効率のよい光エ
ネルギーに変換できるものと考えています。研究
のもう一つの柱として、有機溶媒を利用しない合
成を行うために、”分子フラスコ”を作り出そう
と試みています。この試みは水中で有機分子を”
取り込む”シクロデキストリンといわれる環状オ
リゴ糖を用いることで実現可能であると考えてお
り、現在様々な形を持ったフラスコを作っている
ところです。これらの分子フラスコの中で効率の
良い有機合成ができれば、環境に優しい有機合成
ができると考えております。

１．有機合成における遷
移金属錯体の位置選
択的触媒機能の研究

２．光機能性錯体の高収
率で廉価な合成法の
開発

３．センシング機能物質
の開発

藤原 隆司
（ふじはら たかし）
１９８９年 大阪大学理学部

化学科卒業
１９９４年 大阪大学大学院

理学研究科 博
士後期課程修了
（博士（理学））

１９９５年 分子科学研究所
非常勤研究員を
経て埼玉大学理
学部基礎化学科
助手

２００６年 埼玉大学大学院
理工学研究科物
質科学部門 助
教授

金属イオンを中心に、様々な構
造を持つ有機化合物、あるいは無

機化合物が結合してできた化合物は一般的に「金
属錯体」と呼ばれています。金属錯体は非常に機
能性の高い化合物であり、工業製品のみならず、
天然物の中にも多く存在しています。例えばヘモ
グロビン中には鉄イオンが含まれており、その働
きの重要な役割を担っています。また、白金イオ
ンとある種の有機物の組み合わせによる白金錯体
は制ガン剤として実際に用いられています。
このような金属錯体の合成や構造・物性・反応
性などの基礎的な性質を調べることは、金属イオ
ンが関わる自然の仕組みを解明することや種々の
機能性金属錯体の開発を行うためにも非常に重要
な研究テーマであります。私は埼玉大赴任以来、
共同研究者の永澤明教授とともに基礎的な錯体化
学の研究を通じて、いくつか応用的なテーマを発
展することができました。
まず、ベンゼン誘導体の合成において位置選択
性の極めて高い二核ニオブ錯体触媒を開発しまし
た。このように単一の化合物だけを極めて高選択
的に合成できる触媒は、工業的にも非常に興味あ
る触媒であるといえます。これは合成した錯体の
反応性などの基礎的データを解析する過程でこの
ような興味ある性質を見いだすことができたもの

です。現在はこの錯体を他の有機合成反応の触媒
としての可能性についてさらなる研究を行ってい
ます。
また、種々の金属イオンと硫黄を含む有機化合
物との金属錯体を合成し、その化学を展開してい
ます。中心金属の周期表の縦横への拡張によって、
新しい物性をもつ金属錯体、例えば金属ナノワイ
ヤー型錯体や二次電池機能をもつ金属錯体などを
開発することができました。
さらに、錯体は様々な色を持つことから機能性
色素としての用途が期待され、呈色指示薬として
の機能を有する金属錯体の開発や、光電変換素子
となる錯体の研究として、有機 EL素子や増感色
素としての金属錯体の開発研究も行っており、興
味ある結果が得られつつあります。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、事務局長 三国 雅裕 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

分子デバイスの化学
大学院理工学研究科 物質科学部門 石丸 雄大 助教授

機能性金属錯体の開発
大学院理工学研究科 物質科学部門 藤原 隆司 助教授

図２ 環境浄化型機能材
料の合成

電気化学測定装置（左）、ストップトフロー反応解析装置（右）

図１ 新規架橋型ポルフィリン
の分子構造

―３４―
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広い領域で生産現場における一連のものづくりの研究、
高性能機構を用いた精密加工の研究、半導体情報、宇宙機
器の研究開発などが専門で、実社会でもこの領域に長らく
携わり大手企業から中堅、中小企業のものづくりの実態に
多く触れてきました。一言でいうと中小企業はとくに単体
のものづくりについては大変努力されている、と感じてい
ます。と同時に視野をさらに拡大する必要があるのではな
いか、というのが率直な印象です。とくに現在の工法で順
調に売上げが伸びているような場合でも、次ぎのステップ
の技術革新への工夫が欲しいというケースが見られます。
また工程と工程との間の流れについても工夫の余地がある
という気がしています。
とくに IE（インダストリアル・エンジニアリング）の領域

から加工や生産ラインなどに関して、基本にもどった見直し
で全体の生産性の問題に対応できる場合が多いと思います。
中堅、中小企業の方から個別の技術に関する相談も受け

ていますが、私は埼玉県全体のものづくりとしての基盤向
上が今後の課題として重要だ、と感じています。このため
には産官学がより一体となってワ一キンググループを通じ
「埼玉発ものづくりの特色」の具体的な方向を練り上げる
ことが必要になります。市単位では特色あるものづくり地
域として全国的に有名なところは沢山あります。埼玉県で
は鋳物で有名な川口市、足袋で全国的な行田市がその例で
す。私見ですが、鋳物の街として従来型の金型での鋳物生
産に加えて樹脂型、軽金属のダイカスト金型など有望と思
います。ダイカストは熔融金属を金型に圧入する鋳造法で
すが、鋳はだが平滑で普通鋳物より強さを増し、寸法精度
も高い。行田の足袋は当時としては最先端の技術で全国銘
柄になったのですが、もう一つ、全国的な銘柄生産物が欲
しい、と考えているのです。こうしたプロジェクトはある
程度の時間をかけて検討しなければなりませんが、産官学
のコラボで埼玉発の全国銘柄育成が私の夢の一つです。

専門は、建設VE（バリューエンジニアリング：価値工
学）、PM（プロジェクトマネジメント）などの建築生産分
野及び上級技能者育成のための建築技術技能教育分野です。
建設現場でのマネジメント技術の経験から技術者と技能者
の相互連携や高度な技能提案等が非常に重要であると考え
ています。
１９９５年の建設省（現国土交通省）による建設産業政策大
綱で、技能者の持つ高度な技能の保持や維持は産業界の発
展のために極めて重要であり、卓越した技能者はマネジメ
ント力が必要であり、かつコラボ力を発揮すべきである、
とされました。従来、技能の伝承はOJT（オン・ザ・ジョ
ブトレーニング）によるものが中心でしたが、今後は、研
修や講習などのいわゆるOff-JT（オフ・ザ・ジョブ・トレー
ニング）による建築技術技能教育も大切だと考えています。
�日本左官業組合連合会では、こうした考え方に賛同し、

平成１７年に左官基幹技能者育成教育の一つとして富士教育

センターに全国から１００名の上級左官技能者が集まり３日
間、最新の専門知識、及びマネジメント等の教育研修を行
いました。本学三原研究室も国交省の提案する建築技術技
能教育に参画しましたが、これにより視野が広がり、横の
つながりが強化され、プロジェクトに対する提案というこ
れまでになかった動きが出始めています。
本学の教育理念はテクノロジストの育成です。単に理論

が解るだけでなく高度な技術や技能の腕も併せ持つ人の育
成ということですが、まさに時代の流れに沿った動きだと
自負しています。今後、専門工事組合や団体等でこうした
動きに関心があれば是非大学の門を叩いて頂きたい、と考
えています。
この他、ものづくりの一環として行政と組んで小、中学

生、父兄を対象に「親子ものづくり教室」を毎年二回程度
開いています。ものづくりに関する楽しい企画があれば是
非、ご連絡ください。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回

産官学のコラボで「埼玉発全国銘柄」の育成を
技能工芸学部長 神 谷 聖 志 教授

神谷聖志（かみや まさし）教授、工学博士、東工大修士課程修了、�東芝研究所部長、東芝セラミックス開発研究所所長、２０
０１年からものつくり大学教授、０５年から学部長。専門分野：工作機械、情報機械などの設計、製作。セラミックス、金属の機能
性部品の研究。（連絡先：０４８‐５６４‐３８４７／kamiya@iot.ac.jp）

時代の要請はテクノロジストの育成にある
建設技能工芸学科 三 原 斉 助教授

三原 斉（みはら ひとし）助教授、工学院大学院前期博士課程修了、修士（工学）。一級建築士、一級建築施工管理技士他。
村本建設�を経て２００１年ものつくり大学専任講師、現在助教授。日本建築学会、東京建築士会、日本VE協会他に所属。（連絡
先：０４８‐５６４‐３８５２／mihara@iot.ac.jp）

―３５―



�����
�����
�����

◆
産
学
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー
埼
玉

県
は
、産
学
連
携
を
さ
ら
に
広
め
て
い

く
た
め
、さ
い
た
ま
市
と
共
同
し
て
、６

月
８
日
に
「
産

学
連
携
支
援
セ

ン
タ
ー
埼
玉
」

を
開
設
し
ま
し

た
。運

営
は
�
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公

社
と
�
さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団
が

行
い
、
中
小
企
業
の
皆
様
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
窓
口
を
設
置
し
た
ほ
か
、
大

学
な
ど
の
研
究
成
果
に
関
す
る
情
報
を

提
供
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
相
談
に
民

間
Ｏ
Ｂ
の
産
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
や
職

員
が
と
こ
と
ん
対
応
し
ま
す
。

産
学
連
携
は
、
新
た
な
技
術
開
発
に

取
り
組
む
企
業
（
産
）
と
、
関
連
し
た

研
究
を
進
め
て
い
る
大
学
や
研
究
機
関

（
学
）
が
手
を
取
り
合
っ
て
研
究
開
発

を
行
う
も
の
で
す
。
産
学
連
携
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
高
い
技
術
や
新
し
い
産

業
が
効
果
的
に
生
み
出
さ
れ
、
経
済
振

興
に
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

�
業
務
内
容

�
産
学
連
携
相
談
、
�

産
学
交
流
の
促
進
、
�
大
学
等
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
支
援
、
�
研
究
開
発
資
金
獲

得
支
援
、
�
情
報
提
供

�
所
在
地

さ
い
た
ま
市

中
央
区
上
落
合
２
―
３
―

２

ア
ル
ー
サ
Ａ
館
１
階

（
Ｊ
Ｒ
北
与
野
駅
前
す
ぐ
）

�
利
用
時
間

平
日
８
時

３０
分
〜
１７
時
１５
分
（
産
学

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る

相
談
は
１６
時
ま
で
）

〈
問
合
せ
〉
産
学
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー

埼
玉（
０
４
８
―
８
５
７
―
３
９
０
１
）

◆
若
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
埼
玉

県
で
は
、６
月
２１
日
に「
若
者
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
埼
玉
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
関
係
行
政
機
関
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
若
年
無
業
者
、
い
わ
ゆ

る
ニ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
若
者
の
就
業
活

動
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

�
主
な
事
業
内
容

�
自
立
や
就
業
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

若
年
無
業
者
や
そ
の
保
護
者
に
対
し

て
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
相
談
員
が
、

自
立
や
就
業
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

�
グ
ル
ー
プ
活
動
・
労
働
体
験
の
実
施

社
会
参
加
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
指
導
に
よ
り
グ
ル

ー
プ
活
動
を
行
っ
た
り
、
事
業
所
等
に

お
い
て
労
働
体
験
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

�
訪
問
サ
ポ
ー
ト
の
実
施

事
情
に
よ
っ
て
は
、
相
談
員
が
家
庭

に
出
向
き
、
自
立
や
就
業
に
関
す
る
相

談
を
行
い
ま
す
。

�
保
護
者
へ
の
支
援

ニ
ー
ト
の
子

ど
も
を
持
つ
保

護
者
の
方
な
ど

を
対
象
と
し
て
、

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

�
所
在
地

川
口
市
川
口
３
―
２
―
２

川
口
若
者
ゆ
め
ワ
ー
ク
３
Ｆ
（
川
口

駅
西
口
徒
歩
３
分
）

�
利
用
時
間

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。）
の
１３

時
〜
１９
時

〈
問
合
せ
〉
若
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

埼
玉（
０
４
８
―
２
５
５
―
８
６
８
０
）

県
で
は
、
障
害
者
に
限
ら
ず
、
高
齢

者
や
妊
産
婦
な
ど
も
含
め
、
す
べ
て
の

人
が
お
互
い
の
気
持
や
生
活
を
尊
重
し
、

共
に
支
え
合
い
な
が
ら
豊
か
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
１
月
、
大
手
ホ
テ
ル
会
社
が

身
体
障
害
者
用
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
建

物
の
完
了
検
査
直
後
に
撤
去
・
転
用
す

る
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
社
の
ト
ッ
プ
が
障
害
や

障
害
者
に
つ
い
て
理
解
が
薄
か
っ
た
こ

と
が
、
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
事
件
で
は
、
不
特
定

多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設
と
し
て
の

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
よ
り
も
、
採
算
面
を

重
視
し
た
経
営
姿
勢
に
社
会
か
ら
厳
し

い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
件
で
は
、
主
に
身
体
障
害
者

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
か
に
も
知
的
障
害
者
や
精
神
障

害
者
、
難
病
患
者
な
ど
、
障
害
の
あ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

例
え
ば
、
私
た
ち
が
言
語
の
通
じ
な

い
国
に
旅
行
し
た
と
し
た
ら
、
そ
の
国

の
人
々
は
何
を
話
し
て
い
る
の
か
さ
っ

ぱ
り
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
に
、
会
話
で
意
思
の
疎
通
が
で
き
な

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
害
は
、聴

覚
障
害
者
の
世
界
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

ま
た
、
足
が
不
自
由
で
車
い
す
を
使

っ
て
い
る
方
は
段
差
が
障
害
に
な
り
、

階
段
を
利
用
し
て
二
階
な
ど
に
移
動
す

る
こ
と
が
困
難
で
す
。

し
か
し
、
音
声
の
代
わ
り
に
手
話
や

筆
談
、
階
段
の
代
わ
り
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
な
ど
が
あ
っ
た
り
す
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
方
々
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
取
り

除
か
れ
、
生
活
の
困
難
さ
は
か
な
り
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

障
害
者
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
、
環

境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
の
種

類
や
性
質
に
応
じ
て
、
社
会
の
側
か
ら

障
壁
と
な
る
も
の
（
バ
リ
ア
）
を
取
り

除
こ
う
と
す
る
考
え
方
を
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
と
言
い
ま
す
。

企
業
の
皆
様
方
に
も
、
社
会
参
加
や

就
労
を
希
望
す
る
社
会
の
一
員
で
あ
る

障
害
者
の
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
、

日
々
の
企
業
経
営
の
視
点
に
、
障
害
者

や
高
齢
者
へ
の
や
さ
し
さ
の
目
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
視
点
を
お
持
ち
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
障
害
者

や
高
齢
者
も
積
極
的
に
顧
客
と
位
置
づ

け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
新
た
に
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り
、
こ
の
こ
と

に
よ
り
一
層
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進
ん
で

行
く
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。
県
と
し

て
も
、
県
民
の
皆
様
が
暮
ら
し
や
す
さ

を
実
感
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
を

め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
県
障
害
者
福
祉
課
（
０
４

８
―
８
３
０
―
３
３
１
１
）

現
在
、
県
は
活
力
に
溢
れ
、
魅
力
あ

る
県
社
会
の
実
現
に
向
け
た
諸
事
業
を

産
業
界
は
も
と
よ
り
各
方
面
と
連
携
し
、

展
開
し
て
い
る
。

一
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
新
都
心
の

「
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン
タ

ー
」や「
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
は
、
官
た
る
県
と
民
間
が
紐
帯
強

化
を
図
り
、
実
績
を
挙
げ
た
好
事
例
。

そ
こ
で
、
今
度
オ
ー
プ
ン
し
た
「
産

業
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
「
若
者
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
し
て
も
、
関
係

者
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
関
わ
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
と
な
る
。
会
員
各
位
に

お
か
れ
て
は
両
セ
ン
タ
ー
に
強
い
関
心

を
お
持
ち
い
た
だ
き
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

彩
の
国
か
ら
第第３３００回回

県
政
情
報

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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��
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��
��
��

二二
つつ
のの
施施
設設
がが
オオ
ーー
ププ
ンン

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

―
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う
―
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日本�

韓国�

北朝鮮�
北京�

上海�

広州�

中
国
社
会
経
済

視
察
団
編
成（
案
内
）

本
会
主
催

進
出
日
系
企
業
や
中
国
の
基
幹
産
業

で
あ
る
製
鉄
会
社
、
そ
し
て
中
国
躍
進

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
産
学
官
連
携

拠
点
（
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
）
を
訪
問

し
、
中
国
大
発
展
の
要
因
を
探
り
ま
す
。

名
称

平
成
一
八
年
・
埼
玉
経
協
中
国

社
会
経
済
視
察
団

期
間

一
八
年
一
〇
月
九
日
�
〜
一
六

日
�

七
泊
八
日

定
員

二
〇
名

広
州
・
上
海
・
北
京
を
訪
問
（
広
州

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、
広
州
ホ
ン
ダ
、
宝
山
製

鉄
所
、
上
海
東
芝
、
日
本
電
波
工
業
�

蘇
州
、
産
学
官
連
携
拠
点
な
ど
を
視
察

し
ま
す
）

会
費

六
九
八
〇
〇
〇
円

旅
行
手
配

東
武
ト
ラ
ベ
ル
�
川
越
支

店

※
詳
細
は
本
会
事
務
局
ま
で

開
講
満
二
四
周
年
を
迎
え
た
「
第
２４

期
人
事
・
労
務
・
庶
務
・
総
務
・
現
場

管
理
担
当
者
養
成
講
座
全
六
講
」
が
、

第
一
講
六
月
一
四
日
講
師
・
外
井
浩
志

弁
護
士
「
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
礎

知
識
パ
ー
ト
�
」
で
開
講
し
、
第
二
講

六
月
二
一
日
、
第
三
講
六
月
二
七
日
、

第
四
講
七
月
五
日
同
弁
護
士
「
同
パ
ー

ト
�
�
�
」
と
続
け
て
開
催
さ
れ
、
後

半
の
二
講
は
第
五
講
七
月
一
二
日
「
社

会
保
険
」、
第
六
講
七
月
一
九
日
「
労

働
保
険
」
講
師
・
佐
藤
基
彦
社
会
保
険

労
務
士
で
今
期
の
全
講
を
終
了
し
た
。

次
の
第
２５
期
同
講
座
は
来
年
六
月
頃

か
ら
開
講
の
予
定
。

全
講
及
び
そ
れ
に
準
じ
る
ご
参
加
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

�
ア
ル
ビ
オ
ン
熊
谷
工
場
坂
元
衛
、

全
農
青
果
サ
ー
ビ
ス
�
水
野
宗
次
、
秩

父
石
灰
工
業
�
宮
岡
康
光
、
東
邦
化
研

�
長
島
惣
平
、
日
本
精
工
�
埼
玉
工
場

酒
井
広
征
、
日
本
畜
産
興
業
�
多
崎
さ

と
み
、
日
本
フ
ェ
ル
ト
�
埼
玉
工
場
目

黒
修
、
�
ビ
ー
ジ
ー
石
川
孝
臣
、
�
武

蔵
野
銀
行
内
田
浩
、
明
治
製
菓
�
関
東

工
場
山
本
史
紀
、
駒
沢
大
学
梨
本
美
和

ほ
か
、
武
州
ガ
ス
、
島
野
精
機
�
相
上

茂
太
ほ
か
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
労
働
組
合

宮
部
仁
志
、
サ
ミ
ー
�
上
英
昭
ほ
か
、

戸
田
中
央
総
合
病
院
鈴
木
隆
司
ほ
か

平
成
十
八
年
四
月
一
日
施
行
の
安
衛
法
の

改
正
に
よ
り
、
事
業
者
は
、「
休
憩
時
間
を

除
き
一
週
間
当
た
り
四
〇
時
間
を
超
え
て
労

働
さ
せ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間

が
一
月
当
た
り
一
〇
〇
時
間
を
超
え
、
か
つ
、

疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
者
」
に
対
し
、

「
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
（
問
診
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、
こ
れ

に
応
じ
て
面
接
に
よ
り
必
要
な
指
導
を
行
う

こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」（
同
法
第
六
八
条
の
八
）

と
す
る
「
医
師
面
接
指
導
」
制
度
が
定
め
ら

れ
た
。
こ
の
「
面
接
指
導
は
、
右
に
該
当
す

る
労
働
者
の
申
出
に
よ
り
行
う
者
と
す
る
」

（
安
衛
則
第
五
二
条
の
三
）

と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、「
労
働
者
は
前

項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
が

行
う
面
接
指
導
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

事
業
者
の
指
定
し
た
医
師
が

行
う
面
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
し
な

い
場
合
に
お
い
て
、
他
の
医
師
の
行
う
同
項

の
規
定
に
よ
る
面
接
指
導
に
相
当
す
る
面
接

指
導
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
証
明
す
る
書
面

を
事
業
者
に
提
出
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。」（
同
法
六
六
条
の
八
第
二
項
）
と

の
義
務
付
け
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
罰
則
の
適
用
の
あ
る
強
行
法
規
で
は
な
い

が
、
使
用
者
の
安
全
配
慮
義
務
の
内
容
に
な

る
の
で
注
意
を
要
す
る
。

一
ヶ
月
当
た
り
八
〇
時
間
を
超
え
る
「
長

時
間
の
労
働
に
よ
り
、
疲
労
の
蓄
積
が
認
め

ら
れ
、
又
は
健
康
上
の
不
安
を
有
し
て
い
る

労
働
者
」
や
「
事
業
場
に
お
い
て
定
め
ら
れ

た
一
定
の
医
師
面
接
措
置
の
実
施
に
関
す
る

基
準
に
該
当
す
る
労
働
者
」
に
つ
い
て
も
同

様
に
「
医
師
面
接
指
導
」
を
行
う
よ
う
努
力

義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
同
法
六
八
条
の

九
）。この

制
度
は
、
い
わ
ゆ
る
過
労
死
と
い
わ

れ
る
脳
・
心
臓
疾
患
の
発
症
が
長
時
間
労
働

と
の
関
連
性
が
強
い
と
す
る
医
学
的
知
見
を

踏
ま
え
、
こ
れ
ら
疾
病
の
発
症
を
予
防
す
る

た
め
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
実
施
す
べ

き
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
労
災

認
定
さ
れ
た
自
殺
事
案
を
み
る
と
長
時
間
労

働
で
あ
っ
た
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
面
接
指

導
の
実
施
の
際
に
は
、
う
つ
病
の
ス
ト
レ
ス

が
関
係
す
る
精
神
疾
患
等
の
発
症
を
予
防
す

る
た
め
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
に
も
配
慮
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、右
の
長
時
間
労
働
に
よ
る「
医

師
面
接
」
に
該
当
す
る
労
働
者
が
産
業
医
等

の
医
師
の
面
接
（
産
業
医
選
任
義
務
の
な
い

五
〇
人
未
満
の
事
業
場
で
は
地
域
産
業
保
健

セ
ン
タ
ー
の
医
師
）
を
受
け
る
時
間
は
労
働

時
間
に
該
当
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
通
達

（
平
一
八
・
二
・
二
四
基
発
〇
二
二
四
〇
〇

三
号
）
さ
れ
て
い
る
。「
面
接
指
導
の
費
用

に
つ
い
て
は
、
法
で
事
業
者
に
面
接
指
導
の

実
施
の
義
務
を
課
し
て
い
る
以
上
、
当
然
、

事
業
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

面
接
指
導
を
受
け
る
の
に
要
し
た
時
間
に
係

る
賃
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
当
然
に
は

事
業
者
の
負
担
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
労

使
協
議
し
て
定
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

労
働
者
の
健
康
の
確
保
は
、
事
業
の
円
滑
な

運
営
の
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
面
接
指
導
を
受
け
る
の
に
要
し
た
時

間
の
賃
金
を
事
業
者
が
支
払
う
こ
と
が
望
ま

し
い
こ
と
。」

し
か
し
、
こ
の
時
間
は
労
基
法
上
の
一
週

四
〇
時
間
、
一
日
八
時
間
と
い
っ
た
法
定
の

使
用
者
の
指
揮
命
令
下
の
労
務
提
供
時
間
と

は
性
質
が
異
な
る
の
で
、
通
常
の
労
働
時
間

に
は
該
当
し
な
い
。

ま
た
そ
の
対
価
も
、
こ
れ
を
支
払
う
場
合

に
は
通
常
の
賃
金
と
は
関
係
な
く
労
働
者
全

員
に
一
律
一
回
○
○
○
円
と
い
う
形
で
支
払

う
こ
と
が
妥
当
と
解
さ
れ
る
。

養養
成成
講講
座座
全全
六六
講講
終終
わわ
るる

第
２４
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
担
当
者
の
養
成
講
座

長
時
間
労
働
の

医
師
面
接
の
取
扱
い

弁
護
士

安
西

�

第
一
・
二
・
三
・
四
講

弁
護
士
・
外

井
浩
志
氏

第
五
・
六
講

社
会
保
険
労
務
士
・
佐

藤
基
彦
氏

―３７―



����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

日
本
経
団
連
主
催
、
経
営
法
曹
会
議
協
賛
に

よ
る
「
第
９８
回
日
本
経
団
連
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
�
写
真
�
が
６
月
５
、
６
の
両
日
、
都
内

の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
経
営
法
曹

会
議
所
属
の
弁
護
士
１
４
７
名
と
、
企
業
の
担

当
者
２
１
５
名
が
参
加
し
た
。
今
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、「
格
差
差
別
事
件
、
改
正
均
等
法
、

セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
を
め
ぐ
る
法
的
留
意

点
」
が
総
合
テ
ー
マ
。
２
日
に
わ
た
る
討
議
で

は
、
改
正
均
等
法
の
解
釈
や
裁
判
例
の
分
析
検

討
を
通
じ
、
間
接
差
別
、
男
女
差
別
、
コ
ー
ス

別
雇
用
管
理
、
母
性
保
護
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
企

業
が
法
的
に
留
意
す
べ
き
点
を
探
っ
た
。

研
究
報
告
�

弁
護
士
・
深
野
和
男
氏

「
男
女
差
別
、
コ
ー
ス
別
雇

用
管
理
、
均
等
法
改
正
、
男

女
差
別
以
外
の
格
差
差
別
事

件
（
最
近
の
裁
判
例
）
等
を

め
ぐ
る
諸
問
題
」

【
差
別
を
め
ぐ
る
改
正
均
等
法
案
の
内
容
と
留

意
点
】

改
正
均
等
法
案
の
骨
子
は
、
�
男
女
双
方
の

性
別
に
よ
る
差
別
の
禁
止
�
「
配
置
」
に
業
務

配
分
と
権
限
付
与
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
記
�

性
差
別
に
よ
る
降
格
・
職
種
変
更
・
雇
用
形
態

の
変
更
・
退
職
勧
奨
・
雇
止
め
の
禁
止
�
間
接

差
別
（
外
見
上
は
性
中
立
的
で
あ
っ
て
も
実
際

上
は
一
方
の
性
に
相
当
程
度
の
不
利
益
を
与
え

る
措
置
）
の
禁
止

な
ど
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
�
の
間
接
差
別
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
制
度
を
と
っ
て
総
合
職
に

は
一
般
職
と
違
っ
て
全
国
転
勤
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
が
、
実
は
転
勤
は
全
国
的
に
な
さ
れ
て

い
な
い
等
、
３
つ
の
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
間
接
差
別
に
当
た
る
措
置
を
行
っ
て
い

る
場
合
、
改
正
均
等
法
施
行
後
も
継
続
し
て
実

施
す
れ
ば
、
改
正
均
等
法
７
条
違
反
と
な
る
恐

れ
が
生
じ
る
た
め
、
早
急
に
制
度
の
整
備
・
見

直
し
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

【
男
女
差
別
・
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
を
め
ぐ
る

留
意
点
】

雇
用
の
各
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
男
女
差
別
問

題
の
留
意
点
は
、
次
の
と
お
り
。

募
集
・
採
用
に
つ
い
て
は
、
指
針
で
対
象
を

男
性
の
み
と
す
る
こ
と
等
の
違
反
措
置
が
示
さ

れ
、
違
反
行
為
の
法
的
効
果
は
無
効
と
な
る
。

な
お
、
現
行
は
女
性
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
だ

が
、
改
正
均
等
法
で
は
男
女
双
方
の
性
別
に
よ

る
差
別
の
禁
止
と
な
る
。

賃
金
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
制

度
と
認
定
さ
れ
な
い
場
合
に
男
女
の
差
別
的
取

り
扱
い
に
当
た
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
コ

ー
ス
別
雇
用
管
理
制
度
は
、
入
口
か
ら
異
な
る

た
め
そ
の
後
の
処
遇
が
異
な
る
が
、
そ
う
で
は

な
く
、
入
口
が
同
じ
で
あ
れ
ば
そ
の
後
の
処
遇

格
差
は
賃
金
差
別
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
や
す
く

な
る
。
な
お
、
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
制
度
そ
の

も
の
は
裁
判
例
（
竹
中
工
務
店
事
件
）
で
合
法

と
さ
れ
て
い
る
。

昇
進
・
昇
格
に
つ
い
て
も
、
女
性
で
あ
る
こ

と
を
理
由
と
し
た
差
別
的
取
り
扱
い
を
禁
止
し

て
い
る
。
一
般
に
昇
進
請
求
権
、
昇
格
請
求
権

と
も
認
め
ら
れ
な
い
が
、
昇
格
が
職
位
と
は
無

関
係
で
賃
金
と
直
接
結
び
つ
い
て
い
る
場
合
に

昇
格
請
求
権
が
認
め
ら
れ
た
例
（
芝
信
用
金
庫

事
件
）
も
あ
る
。

退
職
勧
奨
、
解
雇
、
雇
止
め
に
つ
い
て
は
、

改
正
均
等
法
に
お
い
て
性
別
を
理
由
と
し
た
差

別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
と
し
て
明
記
さ
れ
る
。

研
究
報
告
�

弁
護
士
・
岡
芹
健
夫
氏

「
母
性
保
護
、セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
紛
争
解
決

機
関
等
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

【
母
性
保
護
に
関
す
る
企
業
の
実
務
上
の
対
応
】

現
行
均
等
法
上
、「
妊
娠
、
出
産
、
産
休
を

理
由
と
す
る
解
雇
」
が
不
利
益
取
り
扱
い
と
し

て
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
改
正
法
で
は
母
性
保

護
を
強
化
し
、「
妊
娠
又
は
出
産
に
起
因
す
る

能
率
低
下
を
理
由
と
す
る
解
雇
」「
妊
娠
等
を

理
由
と
す
る
雇
止
め
」
も
禁
止
さ
れ
る
。

ま
た
、
妊
娠
中
お
よ
び
出
産
後
１
年
を
経
過

し
な
い
女
性
労
働
者
の
解
雇
は
、
妊
娠
・
出
産

等
に
よ
る
解
雇
で
な
い
こ
と
を
使
用
者
が
主

張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
無
効
と
な
る
。
改
正
後

は
、
事
業
主
が
、
妊
娠
・
出
産
等
に
起
因
す
る

能
率
低
下
等
に
よ
る
解
雇
で
な
い
こ
と
の
主

張
・
立
証
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
注
意
を

要
す
る
。

【
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
企
業
の
実

務
上
の
対
応
】

セ
ク
ハ
ラ
に
係
る
事
業
主
の
行
う
べ
き
措
置

に
つ
い
て
は
、「
配
慮
義
務
」
か
ら
「
相
談
及

び
苦
情
の
処
理
の
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

そ
の
他
の
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

義
務
」
へ
変
わ
る
。

そ
の
た
め
、法
成
立
後
に
出
さ
れ
る
予
定
の
厚

生
労
働
大
臣
の
指
針
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

パ
ワ
ハ
ラ
（
上
司
に
よ
る
い
じ
め
・
嫌
が
ら

せ
）
は
、
法
律
に
定
義
が
な
く
、
業
務
命
令
や

教
育
的
措
置
と
の
区
別
も
難
し
い
が
、
事
業
主

は
上
記
セ
ク
ハ
ラ
指
針
を
参
考
に
被
害
者
の
窓

口
を
設
け
、
被
害
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
迅
速
に

対
応
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
労
働
審
判
制
に
関
す
る
企
業
の
実
務
上
の
対

応
】新

た
な
紛
争
解
決
機
関
と
し
て
今
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
た
労
働
審
判
制
は
、
原
則
３
回
の

期
日
で
終
了
す
る
た
め
、
労
働
者
か
ら
申
し
立

て
が
あ
れ
ば
、
そ
の
準
備
の
た
め
事
業
主
は
迅

速
か
つ
正
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

日
ご
ろ
か
ら
書
面
に
よ
る
記
録
を
行
い
、
労
働

者
へ
の
書
面
交
付
を
心
掛
け
る
等
、
適
正
な
労

務
管
理
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

質

疑
・
応

答

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
質
疑
応
答
は
次
の
と
お
り
。

〈
一
日
目
〉

【
問
】
女
性
社
員
の
み
を
対
象
と
し
て
退
職
勧

奨
を
行
い
、こ
れ
に
応
じ
て
女
性
社
員
が
任
意
退

職
し
た
場
合
、係
る
退
職
の
意
思
表
示
は
有
効
か
。

【
答
】
一
般
的
に
は
、
退
職
の
意
思
表
示
が
自

由
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
有
効
だ
が
、
強

制
と
な
る
と
無
効
と
な
る
。
強
迫
・
詐
欺
等
に

当
た
る
場
合
は
、
民
法
の
規
定
に
よ
り
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
、
解
雇
無
効
の
確
認
が
認
め
ら

れ
る
し
、
職
場
復
帰
と
バ
ッ
ク
ペ
イ
が
認
め
ら

れ
る
例
が
多
い
。
女
性
社
員
の
意
思
表
示
に
瑕

疵
が
な
い
場
合
に
は
、
女
性
社
員
の
み
の
退
職

勧
奨
が
民
法
９０
条
の
公
序
良
俗
違
反
と
な
る
か

が
問
題
と
な
る
が
、
改
正
均
等
法
が
そ
こ
ま
で

要
求
し
て
い
る
か
は
疑
問
で
あ
り
、
合
意
し
た

退
職
・
辞
職
の
効
力
は
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、違
法
な
退
職
勧
奨
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
の
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

【
問
】
転
勤
を
昇
進
・
昇
格
の
条
件
と
す
る
こ

と
を
制
度
化
で
き
る
か
。

【
答
】
改
正
均
等
法
の
間
接
差
別
の
問
題
で
あ

る
。間
接
差
別
は
、厚
生
労
働
省
令
に
書
か
れ
た

も
の
に
限
定
さ
れ
、
本
問
は
間
接
差
別
に
は
該

当
し
な
い
た
め
制
度
化
し
て
も
よ
い
。仮
に
将
来
、

省
令
の
改
定
に
よ
っ
て
間
接
差
別
と
さ
れ
た
と

し
て
も
、
転
勤
の
必
要
性
と
昇
進
・
昇
格
に
合

理
的
な
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
立
証
で
き
れ
ば

よ
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
懸
念
す
る
こ
と
は
な
い
。

〈
二
日
目
〉

【
問
】
昇
給
、
賞
与
の
査
定
、
金
額
決
定
に
お

い
て
現
在
の
判
例
で
は
、
産
休
期
間
を
不
就
労

の
期
間
と
し
て
不
利
益
に
取
り
扱
う
こ
と
は
、

法
の
趣
旨
を
実
質
的
に
失
わ
せ
る
よ
う
な
も
の

で
な
け
れ
ば
必
ず
し
も
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
均
等
法
改
正
に
よ
り
、

妊
娠
な
ど
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
り
扱
い
の

禁
止
が
拡
張
さ
れ
た
場
合
に
は
、
認
め
ら
れ
な

く
な
る
の
か
。

【
答
】
基
本
的
に
、
今
回
の
均
等
法
改
正
に
よ

り
妊
娠
な
ど
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
り
扱
い

の
禁
止
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
の

考
え
方
が
特
に
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
産
休

の
取
得
と
い
う
労
基
法
上
の
権
利
の
行
使
を
抑

制
す
る
も
の
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
、
実
質
的

な
判
断
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
産
休
を
取
っ
て
不
就
労
期
間
が
あ

る
場
合
、
そ
の
不
就
労
期
間
を
、
プ
ラ
ス
に
評

価
さ
れ
な
い
結
果
、
従
来
よ
り
も
賞
与
額
が
少

し
減
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
で
、
直
ち
に

権
利
行
使
を
抑
制
す
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
違

法
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

制
度
要
件
と
の
関
係
で
、
産
休
を
取
っ
て
し

ま
え
ば
賞
与
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
よ

う
な
厳
し
い
条
件
で
あ
る
場
合
な
ど
は
、
権
利

行
使
を
相
当
程
度
抑
制
す
る
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
民
法
の
公
序
に
違
反
す
る
と
い
う
こ
と
で

無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
の
均
等
法
改
正
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
認
め
ら
れ

な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第第
９９８８
回回
日日
本本
経経
団団
連連
労労
働働
法法
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
開開
催催

「
格
差
差
別
事
件
、改
正
均
等
法
、セ
ク
ハ
ラ
、パ
ワ
ハ
ラ
等
を

め
ぐ
る
法
的
留
意
点
」を
総
合
テ
ー
マ
に

―３８―
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２００６年度 第４２期

実務のための変革時代の労働法ゼミナール開催のご案内
社団法人 埼玉県経営者協会

（全８講 ３４時間３０分コース ２００６年１０月～２００７年１月）
１年１期のみの開催です。この機会を逃すことなく奮ってご参加ください。今年で開講満３２周年になります。

企画指導・安西 �弁護士，高井伸夫弁護士。
ご指導講師

埼玉労働局労働基準部
監督課長 吉谷真治氏

弁護士 安西 �氏

弁護士 渡邊 岳氏

弁護士 木下潮音氏

弁護士 安西 �氏

弁護士 外井浩志氏

弁護士 岩本充史氏

弁護士 石嵜信憲氏

弁護士 岡芹健夫氏

注）詳細のご案内状は後日お届けいたします。（本表では一部テーマなど予定もありますので多少の変更はご容赦下さい。）
会 費�全講参加：全講一括参加 会 員 １１７，５００円

（１名に付） 非会員 １４２，５００円
�特定講参加：�第２・３・５・ 会 員 １３，０００円
（１講・１名に付）７ ・ ８ 講 非会員 １６，０００円

�第 １ ・ ６ 講 会 員 １７，０００円
非会員 ２０，０００円

�第 ４ 講 会 員 ２３，０００円
非会員 ２７，０００円

◎会費振込み先：埼玉りそな銀行 大宮西支店 埼玉県経営者協会名義 普通預金口座 �３７２２１２，または武蔵野銀行 本店 同名義 同口座 �０４４４１９
申込・問い合わせ先 〒３３０‐８６６９ さいたま市大宮区桜木町１―７―５（ソニックシティビル９階）【会場・ソニックシティビル TEL０４８（６４７）４１１１�】

社団法人 埼玉県経営者協会 担当：法規部 会場は事務局と同じ住所（大宮駅西口正面２００�）
電話 ０４８（６４７）４１００� FAX０４８（６４１）０９２４

※参加お申込は FAXでも可能です。後程参加費をお振込み下さい。または、申込書に参加費を添えて現金書留でお送り下さい。
※全講一括ご参加（その場合は交代出席も可能です）はもとより、ご希望の個別講分割参加も可能です。
◎定員 各講 ５０名（申込先着順〆切）

テ ー マ（仮題）

一般労働条件管理にあたっての問題点と対策について
～労働基準法等に沿った実務のポイント～

多様な雇用の時代の労働契約と社員の
誠実義務、守秘義務、個人情報、内部
告発などの基本的法実務

出張・配転・転勤・出向・転籍などの
人事異動と退職・解雇・懲戒などの人
事をめぐる実務と法律問題

最近の女性労働（男女雇用均等、セクハ
ラ、育児・介護、派遣、次世代法を含めて）、
パートなどをめぐる実務と法律問題

こんな場合どうするか、社員の日常管
理上のトラブル防止と対策、就業規則
の適用・ゼミ
《事例研究ゼミナール》
～ケース・スタディを中心に交流会を
含めた研修～

労働安全衛生と労働災害、職業病、過
労死、過労自殺等をめぐる実務と法律
問題

労働時間、フレックスタイム、外勤・出
張、裁量労働、休憩、休日、休暇、三六
協定、割増賃金などの実務と法律問題

問題社員の懲戒・賃下げ・降格・配転・
解雇などをめぐる実務と法律問題

労働組合活動の変化と対応について～
労働組合運動の最近の傾向と法律的対
応（労働組合の最近の趨勢、労働組合結
成・介入時の対応、団体交渉対応、労働
協約、労働組合活動の自由と限界等）～

労働行政

労働関係の
基礎と社員
の取扱いの
ポイント

人 事 の 流
動・多様化
と解雇・懲
戒の変化

女性、
パート
の時代

事例研究
ゼミナール

安全配慮
時代

労働時間
と割増
賃金問題

問題社員
への対応

組合活動
の変化

時 間

１０：００～
１２：３０

１３：３０～
１６：４５

１３：１０～
１６：４５

１３：１０～
１６：４５

１３：３０～
１８：３０

（ゼミナール）
１８：４５～

２０：３０
（名刺交換交流会）

１３：１０～
１６：４５

１０：００～
１６：４５

１３：１０～
１６：４５

１３：１０～
１６：４５

日程・会場

１０月１３日�
大宮ソニックシティビル
６０４研修室（６階）

１０月１９日�
同上

８０２研修室（８階）

１０月３０日�
同上

９０１研修室（９階）

１１月１６日�
同上

６０４研修室（６階）

１２月５日�
同上

９０１会議室（９階）

１２月２１日�
同上

９０１研修室（９階）

２００７年
１月１０日�
同上

９０１研修室（９階）

１月２３日�
同上

９０１研修室（９階）

講番号

第１講

第２講

第３講

第４講

第５講

第６講

第７講

第８講

）法改正時代の体系的な
労働法の研修を�（

お茶代、テキスト代、参考図書代（講によって配布）、講座用法規
集代、消費税などの費用を含みます。（但し法規集はお申込者１名
に付１冊）、全講参加お申込の場合、交代参加も結構です。
第１・６講は昼食代を含みます。第４講は夕食兼懇親会費などを含
みます。講義時間には休憩・質問時間、１・６講は昼食時間（約１
時間）が含まれています。
受付はいずれも開講１０分前頃から。

―３９―
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第
十
六
回
原
会
長
杯
争
奪
会
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
六
月
七
日
�
、
武
蔵

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
笹
井
コ
ー
ス
に
お

い
て
十
六
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
梅
雨
入
り
も
近
く
、
天
気
予

報
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、

幸
い
時
折
太
陽
が
顔
を
見
せ
る
絶
好
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
朝

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治
競
技

委
員
（
デ
サ
ン
・
代
表
取
締
役
）
の
司

会
進
行
で
始
ま
り
、
西
村
鐵
三
競
技
委

員
長
（
キ
ョ
ー
ワ
ナ
ス
タ
・
代
表
取
締

役
会
長
）
が
挨
拶
、
続
い
て
初
参
加
の

三
名
の
方
が
自
己
紹
介
を
し
た
後
、
藤

池
競
技
委
員
が
ル
ー
ル
説
明
を
行
い
、

プ
レ
ー
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
武
蔵
野
の

面
影
を
色
濃
く
残
す
我
国
を
代
表
す
る

戦
略
的
林
間
コ
ー
ス
で
、
参
加
者
は
初

夏
の
さ
わ
や
か
な
気
候
の
中
で
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
だ
。

原
会
長
杯
（
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
）

は
、
ア
ウ
ト
五
十
二
、
イ
ン
四
十
七
、

グ
ロ
ス
九
十
九
、
ネ
ッ
ト
七
十
三
・
八

で
荻
野
芳
朗
氏
（
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
社
長
）
が
初
出
場
、
初

優
勝
、
そ
し
て
シ
ニ
ア
優
勝
も
獲
得
し

た
。
準
優
勝
は
ア
ウ
ト
四
十
九
、
イ
ン

四
十
七
、
グ
ロ
ス
九
十
六
、
ネ
ッ
ト
七

十
四
・
四
で
桑
原
克
己
氏
（
サ
イ
エ
ン

ス
・
社
長
）
が
、
シ
ニ
ア
準
優
勝
は
ア

ウ
ト
四
十
八
、
イ
ン
四
十
五
、
グ
ロ
ス

九
十
三
で
藤
倉
孝
治
氏
（
幸
手
都
市
ガ

ス
・
社
長
）
が
受
賞
し
た
。
グ
ラ
ン
ド

シ
ニ
ア
の
部
で
は
、
高
口
邦
輔
氏
（
日

本
リ
ハ
ビ
リ
・
社
長
）
が
グ
ロ
ス
九
十

で
優
勝
し
た
。
ま
た
、
ベ
ス
グ
ロ
は
ア

ウ
ト
、
イ
ン
と
も
四
十
二
で
ま
と
め
た

相
川
博
氏
（
首
都
圏
リ
ー
ス
・
社
長
）

が
獲
得
し
た
。

（
主
な
成
績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
西
村
競

技
委
員
長
の
開
会
挨
拶
、
高
口
氏
の
乾

杯
で
ス
タ
ー
ト
し
た
後
、
各
賞
を
獲
得

さ
れ
た
方
々
に
カ
ッ
プ
や
ト
ロ
フ
ィ
、

記
念
品
な
ど
が
西
村
委
員
長
よ
り
手
渡

さ
れ
た
。
表
彰
式
後
、
ス
ピ
ー
チ
や
自

己
紹
介
、
プ
レ
ー
の
感
想
、
事
業
の
紹

介
な
ど
、
会
員
の
相
互
交
流
の
場
と
な

り
、
懇
親
が
は
か
ら
れ
た
。

ま
た
、
西
村
競
技
委
員
長
を
は
じ
め
、

参
加
者
か
ら
は
、
こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
に
、

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
、
友
人
を
誘
う

な
ど
の
更
な
る
活
性
化
も
必
要
な
ど
と

の
貴
重
な
意
見
を
頂
戴
し
た
。

な
お
、
次
回
は
、
十
一
月
十
五
日
�

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
豊
岡
コ
ー
ス

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

西
村
競
技
委
員
長
（
写
真
左
側
）
か
ら

荻
野
氏
へ
優
勝
カ
ッ
プ
を
授
与

右
か
ら
シ
ニ
ア
準
優
勝
の
藤
倉
氏
、
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
の
高
口
氏
、
準
優

勝
の
桑
原
氏
、
優
勝
・
シ
ニ
ア
優
勝
の

荻
野
氏
、
ベ
ス
グ
ロ
の
相
川
氏

荻荻
野野
芳芳
朗朗
氏氏
がが
初初
出出
場場
、、初初
ＶＶ

第
１６
回
原

会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第１６回会員親睦ゴルフ大会主要結果
平成１８年６月７日� 武蔵カントリー倶楽部 笹井コース

１．上位入賞者 （ダブルペリア）〈敬称略〉

各 賞

ベスグロ

２．シニアの部

同 上

同 上

３．グランドシニアの部

同 上

ネット

７３．８

７４．４

７５．６

７５．６

７６．２

７７．２

HC

２５．２

２１．６

１４．４

８．４

１６．８

１６．８

グロス

９９

９６

９０

８４

９３

９４

イン

４７

４７

４６

４２

４５

５０

アウト

５２

４９

４４

４２

４８

４４

役職名

社 長

社 長

社 長

社 長

社 長

総務GM

社 長

社 長

社 長

会 社 名

ピックルスコーポレーション

サ イ エ ン ス

日本リハビリ

首都圏リース

幸手都市ガス

東 京 電 力

ピックルスコーポレーション

幸手都市ガス

日本リハビリ

氏 名

荻野 芳朗

桑原 克己

高口 邦輔

相川 博

藤倉 孝治

島袋 司

荻野 芳朗

藤倉 孝治

高口 邦輔

順 位

優 勝

準優勝

３ 位

４ 位

５ 位

６ 位

優 勝

準優勝

優 勝

全
員
で
記
念
撮
影

―４０―



青
年
経
営
者
部
会
の
第
三
十
三
回
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
七
月
四
日
�
霞
ヶ

関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
西
コ
ー
ス
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

青
年
部
会
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
年
間
二

回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
Ｈ
Ｃ
方
式
に
よ

る
十
八
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
で

競
わ
れ
る
。

今
回
は
中
込
部
会
長
に
な
っ
て
初
め

て
の
ゴ
ル
フ
会
で
あ
り
「
良
い
ア
イ
デ

ア
は
歩
き
な
が
ら
沢
山
ひ
ら
め
く
」
と

の
呼
び
か
け
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
梅
雨
時
季
に
も
か
か
わ
ら

ず
晴
、
無
風
で
、
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
野
積

晟
氏
（
ワ

ー
ル
ド
工
業
・
社
長
）
が
優
勝
と
ベ
ス

グ
ロ
を
手
中
に
収
め
た
。
準
優
勝
は
増

田
政
之
氏
（
マ
ス
キ
ン
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
・
社
長
）
第
三
位
は
平
沼
大
二
郎

氏
（
サ
イ
ホ
ー
・
社
長
）
で
あ
っ
た
。

表
彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
は
、
中
込
部
会

長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
参
加

メ
ン
バ
ー
全
員
が
近
況
を
語
り
、
野
積

競
技
委
員
長
よ
り
総
評
と
的
確
で
丁
寧

な
ゴ
ル
フ
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、
和
気
藹
々
と
し
た
懇
親
会
が
進
み
、

会
員
相
互
の
啓
発
・
交
流
は
、
一
層
深

め
ら
れ
た
。

野
積
晟
氏
が
優
勝
・
ベ
ス
グ
ロ

青
年
経
営

者

部

会

第
３３
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

埼玉経協青年部第３３回親睦ゴルフ大会上位入賞者
（敬称略）２００６．７．４ 霞ヶ関カンツリー倶楽部西コース

新HC

２

５

１３

～以下省略～
▽：前大会まで連続２回欠席者、３位まで入賞の場合、１ランク繰り下げ

各 賞

優勝・ベスグロ

準優勝

３位

ネット

７６

７６

７９

HC

２

６

１４

グロス

７８

８２

９３

イン

４０

４０

４８

アウト

３８

４２

４５

会 社 名

ワ ー ル ド 工 業

マスキンデベロップ

サ イ ホ ー

氏 名

野 積 晟

増 田 政 之

平 沼 大二郎

順位

１

２

３

ス
タ
ー
ト
前
の
記
念
撮
影

優
勝
し
た
野
積
社
長（
右
）と

準
優
勝
の
増
田
社
長

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせん等の費用
はかかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所

―４１―
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提
言「
我
が
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

公
表

―
企
業
の
実
態
を
踏
ま
え
提
示

昨
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
不
祥
事
の
発
生
を
背
景
に
、
政
府
・
与
党
な

ら
び
に
証
券
取
引
所
を
は
じ
め
、
各
界
に
お
い
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
種
々
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
議
論
の
一
部
に
は
、「
米
国
型
の
制
度
を
我
が

国
に
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
導
入
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
っ
た
日
米
両
国
の
文

化
や
風
土
の
違
い
な
ど
を
考
慮
し
て
い
な
い
短
絡
的
な
意
見
も
含
ま
れ
て

い
る
。

そ
こ
で
、
日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
、
有
識
者
と
の
意

見
交
換
や
会
員
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
も
と
に
、
企
業
の
実
態

を
踏
ま
え
、
我
が
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
方
を
整
理
し
、
６
月
２０
日
、「
我
が
国
に
お
け
る

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
提

言
を
取
り
ま
と
め
た
。
同
提
言
の
概
要
は
本
会
事
務
局
ま
で
。

報
告
書
「
中
小
企
業
の
人
材
確
保
と
育
成

に
つ
い
て
」
取
り
ま
と
め

―
問
題
点
と
方
策
な
ど
示
す

日
本
経
団
連
は
６
月
２０
日
、
報
告
書
「
中
小
企
業
の
人
材
確
保
と
育
成

に
つ
い
て
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
同
報
告
書
は
、「
中
小
企
業
に
お
け
る

環
境
変
化
」「
中
小
企
業
に
お
け
る
人
材
面
で
の
問
題
点
」「
中
小
企
業
の

人
材
確
保
・
育
成
の
た
め
の
方
策
」「
人
材
育
成
が
拓
く
中
小
企
業
の
未

来
」
の
４
章
お
よ
び
企
業
事
例
等
の
別
添
資
料
か
ら
な
っ
て
い
る
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
。

■
不
足
す
る
中
核
人
材

景
気
回
復
に
よ
り
大
企
業
が
人
材
採
用
を
積
極
的
に
行
い
始
め
る
一
方

で
、
中
小
企
業
の
人
材
獲
得
は
逆
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
国
境
を
超
え

た
競
争
の
激
化
な
ど
環
境
変
化
の
中
で
、
中
小
企
業
が
特
に
必
要
と
し
て

い
る
中
核
的
な
人
材
と
し
て
は
、
�
い
わ
ゆ
る
「
右
腕
人
材
」
�
技
術
動

向
を
的
確
に
把
握
で
き
る
人
材
�
顧
客
開
拓
・
販
売
の
プ
ロ
と
し
て
の
セ

ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な
せ
る
人
材

が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
問
題
点
と
し
て
は
、
�
企
業
の
知
名
度
・
ブ
ラ
ン
ド
力
が
弱

い
�
就
労
条
件
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
�
必
要
な
人
材
像
が
明
確
で

な
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
人
材
確
保
・
育
成
の
た
め
の
方
策

多
く
の
中
小
企
業
で
は
、
最
初
か
ら
世
間
一
般
で
「
優
秀
」
と
呼
ば
れ

る
人
材
を
採
用
す
る
こ
と
は
難
し
く
、「
普
通
の
人
材
」
の
中
か
ら
採
用

し
て
、
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
企

業
の
命
運
を
左
右
す
る
度
合
い
が
大
企
業
に
比
べ
て
は
る
か
に
高
く
、
い

わ
ゆ
る
「
自
立
型
人
材
」
が
と
り
わ
け
求
め
ら
れ
る
。
自
立
型
人
材
と
は
、

「
自
分
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る
」
人
材
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
能
力
は
、
本
人
の
自
覚
と
努
力
次
第
で
十
分
獲
得
可
能
で
あ

り
、
こ
の
自
立
型
人
材
が
、
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
に
必
要
な
人
材
へ
と

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
中
小
企
業
が
取
る
べ
き
方
策
と
し
て
は
、
�
人
材
採
用
ル

ー
ト
の
多
様
化
�
企
業
風
土
の
絶
え
ざ
る
変
革
�
人
事
制
度
の
改
革
�
５

Ｓ
の
徹
底
等
職
場
環
境
の
改
善
と
従
業
員
の
活
性
化
�
企
業
間
、
産
学
官

等
の
関
係
諸
機
関
と
の
連
携

が
求
め
ら
れ
る
。

人
材
採
用
ル
ー
ト
の
多
様
化
と
し
て
は
、
�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

の
充
実
・
活
用
�
実
力
あ
る
高
齢
者
の
活
用
、
Ｏ
Ｂ
人
材
の
活
用
�
大
企

業
か
ら
の
人
材
受
け
入
れ
�
パ
ー
ト
タ
イ
ム
や
派
遣
等
、
多
様
化
す
る
就

業
形
態
の
活
用

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
自
立
型
人
材
育
成
の
た
め
に
は
、
優
秀
な
若
手
の
早
期
抜
て
き

な
ど
社
内
の
風
土
を
絶
え
ず
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

従
業
員
の
自
助
努
力
を
前
提
と
し
た
、
役
割
や
能
力
、
成
果
に
応
じ
た
処

遇
制
度
へ
の
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」「
透
明
性
」「
信
頼
」「
納
得
」
も
重
要
で
あ
る
。

■
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス

人
材
を
採
用
し
、
社
内
で
人
を
育
て
る
仕
組
み
は
多
様
で
あ
る
。
し
か

し
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
、
総

じ
て
次
の
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

�
自
社
の
人
間
は
自
社
で
育
て
る
と
い
う
意
識

経
営
者
自
身
が
自
社
の
人
材
採
用
・
育
成
基
準
を
明
確
に
し
、
常
に
内

外
に
対
し
て
発
信
し
続
け
る

�
自
社
の
発
展
・
成
長
に
対
す
る
情
熱
の
従
業
員
と
の
共
有

組
織
全
体
で
企
業
が
発
展
し
て
い
く
と
い
う
意
識
を
持
た
せ
る

�
積
極
的
な
情
報
発
信

就
業
希
望
者
へ
中
小
企
業
で
働
く
こ
と
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
く

「
２
０
０
６
年
度
日
本
経
団
連
規
制
改
革

要
望
」
を
公
表

―
１５
分
野
・
２
３
０
項
目
を
取
り
ま
と
め

／
重
点
要
望
は
４０
項
目

日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
延

べ
８
２
６
の
個
別
の
規
制
改
革
要
望
を
も
と
に
、
１５
分
野
・
２
３
０
項
目

を
「
２
０
０
６
年
度
日
本
経
団
連
規
制
改
革
要
望
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

６
月
２０
日
に
公
表
し
た
。
分
野
別
で
は
、
金
融
・
保
険
・
証
券（
３０
項
目
）、

土
地
・
住
宅
・
都
市
再
生
・
観
光
（
２６
項
目
）、
雇
用
労
働
、
企
業
年
金

（
と
も
に
２３
項
目
）
が
上
位
を
占
め
た
。
新
規
要
望
は
９７
項
目
と
全
体
の

４
割
強
、
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
事
前
面
接
等
の
解
禁
や
、
保
険
者
と
医

療
機
関
の
直
接
契
約
に
係
る
基
準
の
見
直
し
な
ど
、
特
に
実
現
が
求
め
ら

れ
る
重
点
要
望
は
４０
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
２
３
０
項
目
の
要
望
に
つ
い
て
、
資
格
、
基
準
認
証
、
重
複
規

制
な
ど
、
分
野
横
断
的
な
視
点
に
基
づ
く
分
類
を
行
っ
た
結
果
、
行
政
手

続
に
関
連
す
る
要
望
が
多
数
（
６２
項
目
）
を
占
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
現
場
で
は
、

依
然
と
し
て
許
認
可
等
の
手
続
関
係
の
簡
素
化
や
、
電
子
化
な
ど
に
関
す

る
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

経
済
活
性
化
促
進
へ
民
間
の
提
案
に
基
づ
く
個
別
要
望
実
現
数
向
上
の
必

要
性
を
強
調

政
策
提
言
に
相
当
す
る
総
論
で
は
、
ま
ず
、
小
泉
内
閣
に
お
け
る
規
制

改
革
・
民
間
開
放
の
推
進
に
つ
い
て
触
れ
、
民
間
人
の
知
見
の
活
用
や
、

政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
に
よ
り
、
官
製
市
場
の
開
放
や
市
場
化

テ
ス
ト
の
導
入
な
ど
、
改
革
が
一
定
の
成
果
を
収
め
た
こ
と
を
評
価
。
反

面
、
日
本
経
団
連
要
望
の
実
現
度
合
い
が
、
直
近
３
年
間
で
６０
％
か
ら
５０

％
弱
へ
と
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
経
済
の
活
性
化
を
促
す
た
め

に
は
、
民
間
の
提
案
に
基
づ
く
個
別
要
望
の
実
現
数
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
必
要
だ
と
強
調
、
課
題
解
決
に
向
け
た
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
会

議
の
積
極
的
関
与
な
ど
、
政
府
の
集
中
受
付
月
間
制
度
の
改
善
を
求
め
た
。

中
長
期
的
な
規
制
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
�
規
制
政
策
の
質
の

向
上
と
行
政
の
挙
証
責
任
の
徹
底
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
向
け
た

規
制
改
革
へ
の
取
り
組
み
�
事
後
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
整
備
等

の
３
点

を
掲
げ
た
。
中
で
も
、
企
業
や
国
民
の
活
動
に
官
が
関
与
・
介
入
す
る
規

制
に
つ
い
て
は
、
官
が
き
ち
ん
と
そ
の
有
用
性
を
説
明
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
、
そ
の
規
制
が
ど
の
よ
う
な
政
策
効
果
を
発
揮
し
た
か
に
つ
い
て
、

検
証
・
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
行
政
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
着
実
に
実
施
し
、
効

率
的
な
規
制
政
策
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
後
チ
ェ
ッ
ク
の
手
法
の
確

立
や
体
制
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
政
策
の
基
本
的
方
向
を
踏
ま
え
、
具
体
的
施
策
と
し
て
、
�

規
制
に
関
す
る
一
覧
表
の
作
成
�
Ｒ
Ｉ
Ａ
（
規
制
の
影
響
分
析
）
の
早
期

義
務
付
け
�
推
進
体
制
の
整
備

の
３
点
を
要
望
。
特
に
、
来
年
３
月

末
に
設
置
期
限
を
迎
え
る
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
の
後
継
機
関

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
会
議
と
同
等
の
権
能
を
有
す
る
民
間
人
主
体
の
会

議
体
を
設
置
し
て
い
く
べ
き
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

今
回
取
り
ま
と
め
た
個
別
要
望
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
政
府
が
募
集
し

て
い
る
規
制
改
革
・
民
間
開
放
集
中
受
付
月
間
（
あ
じ
さ
い
月
間
）
に
提

出
、
７
月
以
降
、
関
係
省
庁
と
の
折
衝
を
経
て
、
９
月
中
旬
に
は
政
府
と

し
て
の
対
応
方
針
が
決
定
さ
れ
る
予
定
。

ま
た
、
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
の
後
継
機
関
の
あ
り
方
や
、

改
革
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
、
適
宜
、
具
体
的

な
提
言
を
ま
と
め
た
い
と
し
て
い
る
。

会
計
基
準
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
に
対
す

る
経
済
界
の
考
え
方
を
公
表

―
加
速
化
支
持
の
立
場
表
明
／
欧
米
と
の

相
互
承
認
求
め
る

日
本
経
団
連
は
６
月
２０
日
、「
会
計
基
準
の
統
合
（
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン

ス
）を
加
速
化
し
、
欧
米
と
の
相
互
承
認
を
求
め
る
」を
公
表
し
、
政
府
・

与
党
を
は
じ
め
関
係
方
面
に
建
議
し
た
。

今
年
２
月
、
欧
州
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
）
と
米
国
の
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ

Ｅ
Ｃ
）
の
間
で
、
欧
州
域
内
上
場
企
業
に
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

国
際
会
計
基
準
と
、
米
国
上
場
企
業
に
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
米

国
基
準
に
つ
い
て
、
２
０
０
９
年
を
目
途
に
相
互
承
認
を
実
現
す
る
旨
が

確
認
さ
れ
た
。
こ
の
合
意
に
基
づ
き
相
互
承
認
を
実
現
す
る
た
め
、
米
欧

の
民
間
会
計
基
準
設
定
主
体
は
、
０８
年
ま
で
の
具
体
的
な
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ

ン
ス
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

一
方
、
日
本
で
は
、
会
計
基
準
設
定
主
体
で
あ
る
企
業
会
計
基
準
委
員

会
（
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
）
が
、
国
際
的
な
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
会
計
基
準
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
米
国
と
欧
州
の
基
準
設
定
主
体
と
も
調
整
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
始
し
て
い
る
が
、
規
制
当
局
間
の
合
意
は
な
く
、
相
互
承
認
に

向
け
た
道
筋
は
い
ま
だ
明
確
と
な
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、意
見
書
で
は
、日
本
経
団
連
と
し
て
会
計
基
準
の
コ
ン
バ
ー
ジ

ェ
ン
ス
の
加
速
化
を
支
持
す
る
立
場
を
表
明
し
、
米
欧
に
後
れ
を
と
る
こ

と
な
く
、わ
が
国
の
会
計
基
準
の
相
互
承
認
を
め
ざ
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

提
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
日
本
基
準
の
孤
立
化
へ
の
懸
念

今
後
、
国
際
会
計
基
準
と
米
国
会
計
基
準
と
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
が

進
み
、
日
本
基
準
だ
け
が
大
き
く
乖
離
し
て
し
ま
え
ば
、
資
本
市
場
の
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
日
本
の
会
計
基
準
は
国
際
的
に
孤
立
し
、
そ
れ
が
日
本
市

場
な
ら
び
に
日
本
企
業
全
体
の
信
頼
性
の
低
下
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
。

２
�
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
加
速
化
と
相
互
承
認
を
求
め
る

わ
が
国
資
本
市
場
の
活
性
化
や
企
業
の
円
滑
な
国
際
的
展
開
を
促
進
す

る
観
点
か
ら
、
日
本
経
団
連
は
、
会
計
基
準
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
を
積

極
的
に
支
持
す
る
。
金
融
庁
や
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
な
ど
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

て
、
米
欧
の
当
局
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
い
、
規
制
当
局
間
で
合
意
を

形
成
し
、
０９
年
ま
で
に
相
互
承
認
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。

３
�
今
後
解
決
す
べ
き
内
外
の
課
題
と
対
応

コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
を
進
め
る
に
当
た
り
、
日
、
米
、
欧
の
会
計
基
準

設
定
主
体
が
定
期
的
に
意
見
交
換
を
行
い
、
協
調
し
、
相
互
理
解
を
深
め

る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
国
際
会
計
基
準
審
議
会
は
、
会
計
基
準
の
検
討

に
際
し
て
、財
務
諸
表
作
成
者
、利
用
者
、監
査
人
、市
場
監
督
当
局
な
ど
の

市
場
参
加
者
の
現
実
的
な
ニ
ー
ズ
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
理
論
先
行
型
の

基
準
で
は
な
く
、実
態
に
即
し
た
会
計
基
準
の
開
発
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
わ
が
国
の
会
計
基
準
開
発
を
担
う
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
国
際
的
な
活
動
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
人
材
、
資

金
の
両
面
に
お
い
て
体
制
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
わ
が
国
で
は
、
法
人
税
制
と
企
業
会
計
が
密
接
な
関
係
に
あ

る
が
、
会
計
基
準
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
と
企
業
の
国
際
競
争
力
を
向
上

さ
せ
る
法
人
税
制
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
当
局
が
密
接
に
協
力

し
、
個
別
に
課
題
解
決
に
当
た
る
べ
き
で
あ
る
。

意
見
書
の
取
り
ま
と
め
と
並
行
し
、
日
本
経
団
連
経
済
法
規
委
員
会
企

業
会
計
部
会
（
八
木
良
樹
部
会
長
）
は
、
国
際
会
計
基
準
の
開
発
を
担
っ

て
い
る
国
際
会
計
基
準
審
議
会
に
対
し
て
、
市
場
の
声
に
耳
を
傾
け
、
デ

ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
順
守
し
た
基
準
の
開
発
を
進
め
る
よ
う
、
別
途
、
文

書
で
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

日
本
経
団
連
は
、
同
意
見
書
の
実
現
に
向
け
、
関
係
者
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
内
外
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

春
季
労
使
交
渉
・
大
手
最
終
集
計

―
１
２
８
社
妥
結
額
平
均
５
８
１
３
円
、

１
・
７６
％

日
本
経
団
連
は
６
月
７
日
、「
２
０
０
６
年
春
季
労
使
交
渉
・
大
手
企

業
妥
結
結
果
（
加
重
平
均
）」の
最
終
集
計
結
果
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
調
査
対
象
２
８
８
社（
従
業
員
５
０
０
人
以
上
、
２２
業
種
）の
８１
・

６
％
に
当
た
る
２
３
５
社
で
妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
平
均
額
が
わ
か

っ
て
い
る
１
２
８
社
の
妥
結
額
平
均
は
５
８
１
３
円
、
ア
ッ
プ
率
は
１
・

７６
％
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
回
の
集
計
結
果
を
、
昨
年
の

最
終
集
計
結
果
（
０５
年
６
月
８
日
発
表
、
５
５
０
４
円
、
１
・
６７
％
）
と

比
べ
る
と
、
金
額
は
３
０
９
円
の
増
加
、
率
は
０
・
０９
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ

ス
と
な
っ
て
い
る
が
、
妥
結
額
平
均
は
５
年
連
続
の
５
０
０
０
円
台
と
な

る
な
ど
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
１
１
３
社
の
妥
結
額
平
均

は
５
９
５
１
円
、
ア
ッ
プ
率
は
１
・
８１
％
で
、
昨
年
の
最
終
集
計
結
果（
５

６
４
９
円
、
１
・
７３
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
３
０
２
円
の
増
加
、
率

で
０
・
０８
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
。

一
方
、
非
製
造
業
１５
社
の
妥
結
額
平
均
は
５
３
６
７
円
、
ア
ッ
プ
率
は

１
・
５９
％
で
、
昨
年
の
最
終
集
計
結
果
（
５
０
０
７
円
、
１
・
４７
％
）
と

比
べ
る
と
、
金
額
で
３
６
０
円
の
増
加
、
率
で
０
・
１２
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ

ス
と
な
っ
て
い
る
。

妥
結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
５
０
０
０
〜
５
５
０
０
円
未
満
」（
２３
社
、

１９
・
５
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
３
５
０
０
〜
４
０
０
０
円
未
満
」

と
「
６
０
０
０
〜
６
５
０
０
円
未
満
」（
と
も
に
１９
社
、
１６
・
１
％
）、「
５

５
０
０
〜
６
０
０
０
円
未
満
」（
１３
社
、
１１
・
０
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ッ
プ
率
の
分
布
で
最
も
多
い
の
は
「
１
・
２０
％
未
満
」（
１９
社
、
１６
・

１
％
）
で
、
以
下
、「
１
・
９０
〜
２
・
００
％
未
満
」（
１５
社
、
１２
・
７
％
）、

「
１
・
５０
〜
１
・
６０
％
未
満
」（
１２
社
、
１０
・
２
％
）
が
続
い
て
い
る
。

０６
年
春
季
労
使
交
渉
・
中
小
最
終
集
計

―
６
５
５
社
平
均
３
９
０
１
円
、
１
・
５４

％
／
５
年
連
続
３
千
円
台
、
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移

日
本
経
団
連
は
６
月
２０
日
、「
２
０
０
６
年
春
季
労
使
交
渉
・
中
小
企

業
妥
結
結
果
（
加
重
平
均
）」（
最
終
集
計
）
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
調
査
対
象
（
従
業
員
５
０
０
人
未
満
、
１７
業
種
７
５
０
社
）
の
８８
・

９
％
に
当
た
る
６
６
７
社
で
妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
平
均
額
が
わ
か

っ
て
い
る
６
５
５
社
の
妥
結
額
平
均
は
３
９
０
１
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
５４

％
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
前
年
の
最
終
集
計
結
果
（
６
１
２
社
、
３

７
４
３
円
、
１
・
４７
％
）
と
比
べ
て
、
金
額
で
１
５
８
円
、
率
で
０
・
０７

ポ
イ
ン
ト
と
、
わ
ず
か
に
ア
ッ
プ
は
し
た
も
の
の
、
５
年
連
続
で
最
終
集

計
結
果
が
３
千
円
台
と
な
る
な
ど
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
４
５
４
社
の
妥
結
額
平
均

は
４
２
３
３
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
６４
％
と
な
り
、
前
年
の
最
終
集
計
結
果

（
４
３
４
社
、
４
０
１
２
円
、
１
・
５５
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
２
２

１
円
、
率
で
０
・
０９
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
。
一
方
、
非
製
造
業
２
０
１
社

の
妥
結
額
平
均
は
３
１
９
８
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
３３
％
と
な
り
、
前
年
の

最
終
妥
結
結
果
（
１
７
８
社
、
３
０
６
８
円
、
１
・
２７
％
）
と
比
べ
る
と
、

金
額
で
１
３
０
円
、
率
で
０
・
０６
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
と
な
り
、
製
造
業
・

非
製
造
業
と
も
に
微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

規
模
別
で
は
、「
３
０
０
人
以
上
」（
１
２
７
社
）は
４
０
７
６
円
、
１
・
５９

％
、「
１
０
０
〜
３
０
０
人
未
満
」（
３
０
５
社
）は
３
７
９
４
円
、
１
・
５１
％
、

「
１
０
０
人
未
満
」（
２
２
３
社
）は
３
５
４
６
円
、
１
・
５１
％
と
な
っ
て
お

り
、
規
模
の
大
き
い
ほ
う
が
額
・
率
と
も
に
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

０６
年
夏
季
賞
与
・
一
時
金
大
手
最
終
集
計

―
１
９
６
社
妥
結
額
平
均
、
８８
万
３
６
９

５
円
、
前
年
夏
季
比
は
２
・
８６
％

日
本
経
団
連
が
６
月
２０
日
に
発
表
し
た
「
２
０
０
６
年
夏
季
賞
与
・
一

時
金
大
手
企
業
妥
結
結
果
（
加
重
平
均
）」（
最
終
集
計
）
に
よ
る
と
、
調

査
対
象
（
従
業
員
５
０
０
人
以
上
、
２２
業
種
２
８
８
社
）
の
８５
・
１
％
に

当
た
る
２
４
５
社
が
妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
平
均
額
が
わ
か
っ
て

い
る
１
９
６
社
の
妥
結
額
平
均
は
８８
万
３
６
９
５
円
、
前
年
夏
季
比
２
・

８６
％
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
回
の
集
計
結
果
を
前
年
夏
季

の
最
終
集
計
結
果
（
２
０
３
社
、
８５
万
９
０
９
７
円
）
と
比
べ
る
と
２
万

４
５
９
８
円
増
と
な
っ
て
お
り
、
金
額
は
３
年
連
続
し
て
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
１
５
９
社
の
妥
結
額
平
均

は
９０
万
２
４
９
５
円
、
前
年
夏
季
比
４
・
３５
％
で
、
前
年
夏
季
の
最
終
集

計
結
果
（
８６
万
４
８
３
４
円
）
を
３
万
７
６
６
１
円
上
回
っ
て
お
り
、
４

年
連
続
で
過
去
最
高
額
を
更
新
。
一
方
、
非
製
造
業
３７
社
の
妥
結
額
平
均

は
８４
万
１
４
１
０
円
、
前
年
夏
季
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
４６
％
で
、
前
年
夏
季

の
最
終
集
計
結
果
（
８４
万
５
３
２
８
円
）
と
比
べ
る
と
３
９
１
８
円
減
で

は
あ
る
も
の
の
、
水
準
と
し
て
は
過
去
３
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

妥
結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
９０
万
円
以
上
」（
３２
社
、
１８
・
２
％
）
が

最
も
多
く
、
次
い
で
、「
６５
万
円
〜
７０
万
円
未
満
」（
２９
社
、
１６
・
５
％
）、

「
７０
万
円
〜
７５
万
円
未
満
」（
２２
社
、
１２
・
５
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、「
４０
万
円
未
満
」
で
の
妥
結
は
な
か
っ
た
。

ア
ッ
プ
率
の
分
布
で
最
も
多
い
の
は
、「
０
・
０
〜
２
・
０
％
未
満
」（
３５

社
、
２０
・
２
％
）
で
、
以
下
「
１０
・
０
％
以
上
」（
３４
社
、
１９
・
７
％
）、

「
２
・
０
〜
４
・
０
％
未
満
」（
２０
社
、
１１
・
６
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
夏
季
比
プ
ラ
ス
で
妥
結
し
た
企
業
が
多
く
み
ら
れ
る
一
方
、
前
年
夏

季
と
比
べ
て
マ
イ
ナ
ス
で
妥
結
し
た
企
業
も
４７
社
、
２７
・
２
％
あ
っ
た
。

産
業
界
・
企
業
の
少
子
化
対
策
、「
基
本

的
取
り
組
み
」
で
提
言

―
「
働
き
方
の
再
考
」
な
ど
提
案

日
本
経
団
連（
奥
田
碩
会
長
）は
６
月
１０
日
、「
産
業
界
・
企
業
に
お
け

る
少
子
化
対
策
の
基
本
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
提
言
を
公
表

し
た
。
ま
た
、同
日
、和
田
紀
夫
副
会
長
お
よ
び
茂
木
賢
三
郎
少
子
化
対
策

委
員
長
か
ら
猪
口
邦
子
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
少
子
化
・
男
女
共
同
参

画
）
に
、
ま
た
１５
日
に
は
茂
木
委
員
長
か
ら
川
崎
二
郎
厚
生
労
働
大
臣
に

提
言
書
を
手
交
し
、国
等
に
対
す
る
要
望
事
項
の
早
期
実
現
等
を
要
請
し
た
。

日
本
経
団
連
は
、昨
年
５
月
に
少
子
化
対
策
委
員
会
を
新
設
し
、「
人
口

減
少
社
会
へ
の
対
応
�
人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
と
「
少
子
化
対
策
�
出
生
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
、
上
昇

に
転
じ
さ
せ
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
、
で
き
る
だ
け
人
口
減
少
の
速
度
を

緩
和
す
る
こ
と
」
の
両
面
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

こ
の
う
ち
、
こ
こ
５
年
程
度
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
が
子
ど
も
を
産
む
主
な
年
代
と
な
る
こ
と
な
ど
を
受
け
、
緊
急
か
つ
集

中
的
に
「
少
子
化
対
策
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
般
は
、
人
口
減
少
の
速
度
を
緩
和
し
、
日
本
経
済
・
社
会
が
新
た
な
時

代
に
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
た
め
の
「
少
子
化
対
策
」
に
焦
点

を
絞
り
、産
業
界
・
企
業
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
中
心
に
と
り
ま
と
め
た
。

同
提
言
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
ま
ず
、
少
子
化
対
策
に
�
特
効

薬
�
は
な
く
、
国
や
地
方
自
治
体
、
産
業
界
・
企
業
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
国
民
と
い
っ
た
各
主
体
が
連
携
し
、「
国
民
的
運
動
」
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
複
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
産
業
界
・
企
業
の
立
場
・
役
割
を
踏
ま
え
、
産
業
界
・
企

業
と
し
て
は
、「
働
き
方
の
再
考
―
多
様
な
働
き
方
の
整
備
」
と
「
両
立

支
援
を
促
進
す
る
職
場
風
土
の
醸
成
」
に
向
け
て
、
主
体
的
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
際
に
は
、
少
子
化
対
策

を
自
ら
の
問
題
と
認
識
し
、
短
期
的
に
み
る
と
コ
ス
ト
負
担
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
が
、
将
来
へ
の
�
投
資
�
と
位
置
付
け
て
、
可
能
な
限
り
対
応

す
る
こ
と
の
必
要
性
も
示
し
て
い
る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・・
提提
案案
なな
どど

※
次
頁
へ
つ
づ
く
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日
本
経
団
連
は
こ
れ
ま
で
も
、
多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
の
整
備
・
提

供
を
主
張
し
て
き
た
が
、
今
回
は
さ
ら
に
深
掘
り
し
て
、
選
択
肢
そ
れ
ぞ

れ
に
応
じ
て
、
仕
事
の
内
容
や
処
遇
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
そ
の
速
度
が
異

な
る
こ
と
を
企
業
が
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
制
度
の
整
備
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
利
用
し
や
す
い
職
場
風
土

醸
成
な
ど
、
制
度
の
運
用
面
で
の
改
善
や
工
夫
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

特
に
各
職
場
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
管
理
職
が
、
自
ら
も
当
事
者
の
１

人
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
自
ら
の
時
間
管
理
を
含
む
職
場
管
理

や
部
下
育
成
に
努
め
る
こ
と
の
必
要
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
同
提
言
は
、
国
や
地
方
自
治
体
・
地
域
等
の
対
策
の
重
要
性
と
、

そ
れ
に
対
し
て
企
業
が
ど
の
よ
う
に
協
力
・
連
携
で
き
得
る
か
、
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
い
る
。「
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
効
率
化
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
民
間
活
力
の
活
用
や
競
争
原
理
の
導
入

を
求
め
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
学
童
保
育
等
小
学
校
就
学
後
の
保
育
サ

ー
ビ
ス
充
実
の
必
要
性
な
ど
も
指
摘
。「
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
」

に
つ
い
て
は
、
自
治
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
地
域
で
子
育
て
を
支
援
す
る

仕
組
み
づ
く
り
の
必
要
性
や
、
企
業
に
お
け
る
協
力
の
一
例
と
し
て
、
地

域
で
の
子
育
て
支
援
に
関
心
の
高
い
従
業
員
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
へ
の
情
報
提

供
等
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
価
値
観
を
持
つ
か
に
つ
い
て
は
本
来
個
人
の
自
由

で
あ
り
、
出
産
や
育
児
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
も
画
一
的
に
啓
発
す
べ

き
も
の
で
は
な
い
が
、
子
育
て
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
が
強
調
さ

れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
提
言
で
は
、
あ
え
て
、「
意
識
啓
発
・

教
育
」
の
問
題
に
も
踏
み
込
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
を
持
つ

こ
と
・
育
て
る
こ
と
の
意
味
・
意
義
や
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
、
小
・
中

学
校
の
時
か
ら
、
教
育
の
現
場
な
ど
を
通
じ
て
伝
え
る
こ
と
や
、
職
業
と

と
も
に
、
子
育
て
を
重
要
な
一
部
と
し
て
含
ん
だ
人
生
設
計
全
般
に
つ
い

て
、
教
え
、
考
え
さ
せ
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
・
研
修
の
実
施
が
望

ま
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

提
言
「
わ
が
国
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略
の
確
立
に
向
け
て
」
公
表

―
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
中
心
に

日
本
経
団
連
は
６
月
９
日
、「
わ
が
国
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の

確
立
に
向
け
て
〜
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
中
心
に
〜
」
を
発
表
し
た
。

現
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
構
造
的
な
逼
迫
、
中
国
に
よ
る
権
益
確
保

や
ロ
シ
ア
の
国
家
管
理
強
化
に
み
ら
れ
る
資
源
の
政
治
性
の
高
ま
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
環
境
問
題
の
一
体
的
解
決
の
必
要
性
の
増
大
な
ど
に
よ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
す
る
関
心
が
世
界
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
わ
が
国
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
再
構
築
す
る
こ

と
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
今
年
秋
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
見

直
し
に
向
け
て
議
論
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
自
由
民
主
党
に
お
い
て
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
策
定
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
内

外
の
動
き
に
合
わ
せ
、
同
提
言
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
確
立
に
向
け

た
産
業
界
と
し
て
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
確
立
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方

�
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
戦
略
立
案
と
遂
行

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
は
国
家
安
全
保
障
に
直
結
す
る
戦
略
で
あ
り
、
長
期

的
な
視
点
や
関
連
省
庁
・
自
治
体
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。
省
庁
の
縦

割
り
や
国
と
地
方
の
壁
を
打
破
す
る
政
治
の
力
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
継
続
的
に
循
環

さ
せ
る
仕
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

�
官
民
の
明
確
な
役
割
分
担
の
下
で
の
連
携

各
国
が
国
を
挙
げ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
権
益
の
獲
得
を
め
ざ
す
状
況
下
に
お

い
て
、
わ
が
国
と
し
て
も
、
官
と
民
が
そ
れ
ぞ
れ
担
う
役
割
を
明
確
に
し

て
戦
略
的
に
連
携
し
、
国
と
し
て
の
総
合
力
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

�
原
子
力
政
策
の
推
進
を
中
心
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
適
な
供
給
バ
ラ

ン
ス
の
追
求

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
原
子
力
、
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
お
の
お
の
の
特
性
を
踏
ま
え

た
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
特
に
、
資
源
に

乏
し
い
わ
が
国
と
し
て
は
、
準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
安
定
供
給
に
も

環
境
に
も
優
れ
た
原
子
力
を
基
幹
に
据
え
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
原
子

力
活
用
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

２
�
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
あ
り
方

�
戦
略
的
な
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
外
交
・
施
策
の
展
開

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
地
球
環
境
問
題
へ
の
貢
献
を
、
わ
が
国
外

交
の
重
要
な
柱
の
１
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
経
済
力
や
技
術
力
を
駆
使
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
争
奪
で
は
な
く
協
調
の
流
れ
を
作
り
出
す
こ
と

に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
す
る
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
資
源
保

有
国
と
の
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
推
進
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
施
に
よ
る
関
係

強
化
を
図
り
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
域
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
包
括
的
に
協

議
す
る
よ
う
な
場
、
ア
ジ
ア
版
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
仮
称
）
の
よ
う
な
機
関
の
設
置

も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分
野
の
技
術
戦
略
の
推
進

わ
が
国
に
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
関
連
の
科
学
技
術
は
、
国
内
の

需
給
構
造
を
強
化
す
る
観
点
、
戦
略
的
な
外
交
を
展
開
し
、
国
際
貢
献
を

果
た
す
観
点
の
両
面
か
ら
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
今
後
の
わ
が
国
経

済
の
発
展
を
支
え
る
重
要
な
糧
と
し
て
、
超
長
期
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
短
期
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
見
通
し
て
戦
略
的
な
開
発
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
面
か
ら
の
対
応

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
と
し
て
積
極
活
用
を

進
め
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
確
立
な
ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
今
世
紀
に
お
い
て
も
引
き
続
き
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
あ
り
、
技
術
開
発
等
を
通
じ
て
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
を
図
り
な
が

ら
、
今
後
も
有
効
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
い
も
の
の
、
長
期
的
視

点
に
立
っ
て
計
画
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
面
で
の
対
応

わ
が
国
は
、
既
に
世
界
最
高
水
準
の
省
エ
ネ
国
家
と
な
っ
て
い
る
が
、

技
術
開
発
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
等
に
よ
っ
て
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率

的
な
利
用
を
高
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
省
エ
ネ
型
社
会
を
実
現

す
る
よ
う
都
市
、
交
通
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
整
備
や
サ
マ
ー
タ
イ

ム
の
導
入
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
制
度
に
つ
い

て
は
、
資
源
開
発
に
向
け
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
機
能
の
強
化
や
石
油

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
に
関
す
る
理
解
促
進

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
教
育
の
早
い
段
階
か
ら
始

め
る
こ
と
は
、
人
材
育
成
や
民
生
部
門
に
お
け
る
省
エ
ネ
型
社
会
の
構
築

に
も
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
広
報
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
円
滑
に
循
環
さ
せ
る
要
素
で
あ
る
。

新
た
な
時
代
の
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
構
築
へ
提
言
発
表

―
課
題
を
提
示
し
重
要
性
を
強
調

日
本
経
団
連
は
５
月
１６
日
、「
新
た
な
時
代
の
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
構
築
に
向
け
て
」
と
題
す
る
提
言
を
発
表
し
た
。
近
年
、
集
団

的
労
使
関
係
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
経
営

者
と
従
業
員
、
職
場
の
上
司
と
部
下
の
間
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
通
じ
た
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
労
使
関
係
委
員
会
（
加
藤
丈
夫
共
同
委
員
長
、
鈴
木
正
一
郎
共

同
委
員
長
）
は
、
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
会
員
企
業
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。
同
提
言
は
、
そ
れ
ら
の
結

果
か
ら
現
状
を
分
析
し
て
課
題
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
企
業
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
築
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
い
る
。
同
提
言

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

■
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
設
置
状
況

企
業
は
、
経
営
方
針
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
ま
た
、
従
業
員
の
声

を
吸
い
上
げ
て
適
切
な
対
応
を
と
る
た
め
に
も
、
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
、
し
か
も
多
様
な
形
で

設
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
企
業
が
表
彰
制
度
や
社
内
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
相
談
・
苦
情
処
理
窓
口
、
個
人
面
談
、
労
使
協
議
制
度
、
職

場
懇
談
会
な
ど
を
採
用
し
て
い
る
。

■
労
使
協
議
制
度
の
現
状

労
使
の
代
表
が
意
見
交
換
す
る
、
制
度
化
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
の「
労

使
協
議
制
度
」
は
従
来
、
労
働
組
合
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
が
中
心
で
あ

っ
た
が
、
近
年
は
労
働
組
合
の
な
い
企
業
の
中
で
結
成
さ
れ
た
従
業
員
組

織
を
相
手
と
し
て
労
使
協
議
を
行
う
方
法
も
増
え
て
い
る
。

労
使
協
議
制
度
の
形
態
は
、
�
自
社
内
を
中
心
と
し
た
も
の
、
�
グ
ル

ー
プ
企
業
を
含
め
た
も
の
、
�
持
株
会
社
を
中
心
と
し
た
も
の
、
�
有
期

雇
用
従
業
員
を
含
め
た
も
の
、
�
労
働
組
合
を
主
た
る
代
表
と
し
な
い
も

の

の
５
つ
に
分
類
で
き
る
。

労
使
協
議
制
度
の
成
果
と
し
て
は
、「
労
使
間
の
情
報
共
有
化
」「
労
使

間
の
意
思
疎
通
の
円
滑
化
」「
安
定
し
た
労
使
関
係
の
構
築
」
な
ど
が
、

ま
た
、
過
去
５
年
間
で
協
議
の
頻
度
が
増
し
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、「
人

事
・
賃
金
制
度
の
改
定
」「
賃
金
、
賞
与
・
一
時
金
」「
退
職
金
・
年
金
制

度
」「
労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇
」
な
ど
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

■
職
場
レ
ベ
ル
で
の
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

職
場
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
を
み
る
と
、
ま

ず
、
職
場
の
上
司
と
従
業
員
か
ら
成
る
「
職
場
懇
談
会
」
で
は
、
社
長
を

は
じ
め
と
す
る
経
営
者
が
出
席
す
る
な
ど
、
職
場
懇
談
会
を
重
視
し
て
い

る
経
営
者
も
少
な
く
な
い
。
集
団
的
労
使
関
係
の
基
盤
と
し
て
職
場
懇
談

会
を
活
性
化
す
る
場
合
は
、
経
営
者
や
管
理
職
が
そ
の
重
要
性
を
繰
り
返

し
強
調
し
、
定
期
的
な
開
催
を
促
し
て
い
く
よ
う
な
仕
掛
け
が
求
め
ら
れ

る
。個

人
的
な
悩
み
や
苦
情
な
ど
を
吸
い
上
げ
る
機
関
と
し
て
の
「
相
談
・

苦
情
窓
口
」
は
、
個
別
労
働
紛
争
の
未
然
防
止
の
た
め
に
も
、
そ
の
充
実

が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
も
っ
と
も
基
本
的
か
つ
個
別
で
あ
る
上
司
・
部
下
間
の
面

談
を
通
じ
た
個
別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
は
、
職
場
の
労
使
関
係
、

さ
ら
に
は
企
業
全
体
の
労
使
関
係
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

■
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題

従
来
、
労
使
間
の
主
た
る
課
題
は
賃
金
な
ど
労
働
条
件
で
あ
っ
た
が
、

よ
り
幅
広
い
事
柄
が
近
年
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
企
業
と
し
て
は
、
多

様
化
す
る
労
使
の
課
題
に
つ
い
て
、
多
様
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
問
題
解
決
の

ル
ー
ト
を
構
築
・
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
多
様
な
価
値
観
や
雇
用
形
態
の
人
材
が
企
業
内
で
働
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
体
感
の
醸
成
や
求
心
力
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
職
場
の
管
理
職
・
上
司
は
、
多
様
な
人
材
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
職
場
・
企
業
内
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
、
い
わ
ば
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
異
文
化
の
融
合
」
に
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
経
営
ト
ッ
プ
が
職
場
と
従
業
員
に
常
々
関
心
を
も
ち
、
自
ら

積
極
的
に
自
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て
い
く
こ
と
も
求
め

ら
れ
る
。

■
競
争
力
の
源
泉
と
し
て
の
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

労
使
関
係
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
職
場
の
人
間
関
係
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
企
業
内
に
お
け
る
経
営
者
と
従
業
員
と
の
よ
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。

企
業
経
営
は
、
企
業
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
日
々
積
み
重
ね
て

い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
労
使
間
、
経
営
者
・
従
業
員
間
、
上
司
・
部
下

間
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
対
話
の
積
み
重
ね
が
信
頼
関
係
を
築

き
、
そ
れ
が
企
業
の
競
争
力
の
基
盤
と
な
る
。

提
言
「
子
育
て
環
境
整
備
に
向
け
て
」
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果
を
発
表

―
意
識
改
革
や
諸
制
度
の
整
備
に
多
く
の

企
業
が
取
り
組
む

日
本
経
団
連
は
４
月
２７
日
、「
提
言
『
子
育
て
環
境
整
備
に
向
け
て
』

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果
」
を
発
表
し
た
。

同
調
査
は
、
日
本
経
団
連
が
２
０
０
３
年
７
月
に
提
言
「
子
育
て
環
境

整
備
に
向
け
て
」
を
発
表
後
、
２
年
余
り
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
企
業

や
国
・
地
方
自
治
体
な
ど
に
お
け
る
子
育
て
環
境
整
備
の
取
り
組
み
の
現

状
を
把
握
し
、
今
後
の
政
策
提
言
の
参
考
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

た
も
の
。
日
本
経
団
連
の
国
民
生
活
委
員
会
、
少
子
化
対
策
委
員
会
、
人

事
労
務
管
理
委
員
会
お
よ
び
下
部
部
会
の
委
員
会
社
・
団
体（
計
２
３
６
）

を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
、
１
０
７
社
・
団
体
か
ら
回
答
を
得
た
（
回
答

率
４５
・
３
％
）。
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

１
�
性
別
役
割
分
担
意
識
の
払
拭
を
目
的
と
し
た
意
識
啓
発
に
６
割
超

（
６１
・
７
％
）
の
企
業
が
取
り
組
ん
で
い
る

２
�
ほ
と
ん
ど
の
企
業
（
９８
・
１
％
）
が
、
労
働
時
間
を
柔
軟
に
選
択
で

き
る
制
度
（
短
時
間
勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
な
ど
）
を
導
入

し
て
い
る

３
�
法
定
内
容
を
上
回
る
育
児
休
業
制
度
を
も
っ
て
い
る
企
業
は
ほ
ぼ
６

割
（
５９
・
８
％
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る

４
�
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、「
保
育
時
間
の
延
長
の
実
施
・
拡
充
」

（
１８
・
１
％
）、「
保
育
所
数
や
定
員
の
増
加
」（
１４
・
１
％
）
を
求

め
る
声
が
多
い

０３
年
の
提
言
に
お
い
て
、
企
業
が
行
う
べ
き
こ
と
と
し
て
指
摘
し
た
、

企
業
に
お
け
る
意
識
改
革
や
、
企
業
内
の
諸
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
企
業
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

意
識
改
革
で
は
「
強
力
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
必
要
」「
結
果
を
出
す
に
は

時
間
が
か
か
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
ほ
か
、
企
業
内
の
諸
制
度
の
整
備

で
は
「
全
社
一
律
で
の
制
度
導
入
が
難
し
い
」「
本
人
と
上
司
・
同
僚
双

方
の
意
識
改
革
が
必
要
」
と
い
っ
た
問
題
点
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
な
ど
、

解
決
す
べ
き
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
保
育
時
間
の
延
長
の
実
施
・
拡

充
や
、
保
育
所
の
数
と
定
員
の
増
加
が
必
要
で
あ
る
と
の
回
答
が
上
位
を

占
め
て
お
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
引
き
続
き
、
子
育
て
環
境
整
備

に
お
け
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

な
お
、
同
調
査
結
果
は
、
５
月
１０
日
に
公
表
し
た
提
言
「
産
業
界
・
企

業
に
お
け
る
少
子
化
対
策
の
基
本
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。

「
義
務
教
育
改
革
に
つ
い
て
の
提
言
」
を

発
表

―
学
校
選
択
制
の
全
国
的
導
入
な
ど
提
示

日
本
経
団
連
は
４
月
１８
日
、「
義
務
教
育
改
革
に
つ
い
て
の
提
言
」
を

発
表
し
た
。
近
年
、
義
務
教
育
を
め
ぐ
っ
て
は
政
府
の
審
議
会
等
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
の
議
論
が
さ
れ
て
い
る
一
方
、
教
育
の
現
場
を
見
る
と
、
習
熟

度
別
授
業
の
普
及
な
ど
日
本
経
団
連
の
提
言
に
沿
っ
た
動
き
も
あ
る
が
、

全
体
と
し
て
み
れ
ば
教
育
改
革
の
足
取
り
は
遅
く
、
公
立
学
校
へ
の
不
満

や
不
信
が
私
立
志
向
を
高
め
、
塾
通
い
を
常
態
化
さ
せ
て
い
る
事
態
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た
状
況
を
受
け
て
同
提
言
で
は
、
学
校
が
自

ら
学
校
運
営
や
授
業
の
改
善
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
環
境
に
整
備
す

る
た
め
、
�
学
校
選
択
制
の
全
国
的
導
入
�
学
校
評
価
の
実
施
�
教
育
の

受
け
手
の
選
択
を
反
映
し
た
学
校
へ
の
予
算
配
分
の
実
現

の
３
点
を

中
心
に
取
り
ま
と
め
た
。

同
提
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
学
校
選
択
制
の
全
国
的
導
入

学
校
選
択
性
導
入
の
目
的
に
は
、「
選
ば
れ
る
学
校
」
に
向
け
た
�
切

磋
琢
磨
�
を
促
進
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

現
行
の
学
校
教
育
法
で
は
、
就
学
先
は
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
指

定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
保
護
者
の
意
見
は「
聞
く
こ
と
が
で
き
る
」

と
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
学
校
選
択
制
の
全
国
的
導
入
に
向
け
て
は
、

教
育
の
受
け
手
の
希
望
を
あ
ら
か
じ
め
調
査
し
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
希

望
が
最
大
限
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
学
校
教
育
法
を
改
正
す
べ
き
で
あ
る
。

２
�
学
校
評
価

教
育
の
受
け
手
に
学
校
選
択
の
際
の
、
参
考
材
料
を
提
供
す
る
と
い
う

点
か
ら
、
�
評
価
項
目
に
一
定
の
基
準
を
設
け
る
な
ど
、
学
校
の
取
り
組

み
を
比
較
・
検
証
可
能
な
も
の
と
す
る
こ
と
�
保
護
者
や
生
徒
・
児
童
が

評
価
に
参
加
す
る
こ
と

な
ど
を
提
案
す
る
。

今
年
３
月
に
学
校
評
価
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
、
学
校

評
価
に
一
定
の
基
準
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
歓
迎
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
教

育
の
受
け
手
の
評
価
を
積
極
的
に
汲
み
取
り
、
具
体
的
改
善
に
結
び
つ
け

る
視
点
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
や
、
学
校
評
価
に
不
可
欠
な
教
育
活
動
の

成
果
に
つ
い
て
の
客
観
デ
ー
タ
の
公
表
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
問

題
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
来
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
全
国

学
力
調
査
の
結
果
な
ど
を
学
校
毎
に
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

３
�
教
育
の
受
け
手
の
選
択
を
反
映
し
た
学
校
へ
の
予
算
配
分

現
在
の
学
校
へ
の
予
算
配
分
は
、
学
級
数
や
教
員
数
を
基
準
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、「
教
育
の
質
」
や
「
満
足
度
」
な
ど
は
考
慮
さ
れ
て
い
な

い
。学

校
運
営
や
授
業
の
改
善
に
、
学
校
が
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
担

保
す
る
た
め
に
は
、
予
算
面
で
も
教
育
の
受
け
手
の
評
価
を
反
映
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
学
校
選
択
制
の
導
入
に
加
え
、
学
校
へ
の
予

算
を
、
原
則
と
し
て
児
童
・
生
徒
数
に
応
じ
て
配
分
す
る
よ
う
、
見
直
す

べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
各
学
校
の
個
別
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
施
設
整
備
・

建
設
費
や
追
加
的
な
交
付
を
決
定
す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
の
構
築
に
も
あ

わ
せ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

新
産
業
・
新
事
業
創
出
へ
提
案

―
起
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
連
携
体

制
推
進
を

日
本
経
団
連
は
４
月
１８
日
、
意
見
書
「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
域
ク

ラ
ス
タ
ー
を
通
じ
た
新
産
業
・
新
事
業
の
創
出
へ
」
を
公
表
し
た
。
同
意

見
書
は
新
産
業
・
新
事
業
委
員
会（
高
原
慶
一
朗
、
原
良
也
共
同
委
員
長
）

が
行
っ
た
米
国
お
よ
び
日
本
国
内
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
産
業
集
積
地
域
）
の

視
察
を
ふ
ま
え
て
策
定
さ
れ
、
起
業
と
新
産
業
創
出
を
通
じ
た
日
本
の
経

済
活
性
化
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
促
進
要
因
で
あ
る
「
人
」「
技
術
」「
場
所
」

の
３
点
に
お
け
る
連
携
の
強
化
を
主
張
し
て
い
る
。

日
本
経
団
連
で
は
同
意
見
書
を
も
と
に
関
係
各
方
面
に
働
き
か
け
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
同
意
見
書
の
主
な
主
張
は
次
の
と
お
り
。

■
起
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

米
国
西
海
岸
ク
ラ
ス
タ
ー
で
発
達
し
て
い
る
起
業
家
同
士
や
専
門
家
を

結
び
つ
け
る
起
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
日
本
で
も
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
特
に
、
起
業
成
功
者
が
後
進
起
業
家
の
先
達
と
し
て
経
営

面
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
起
業
家
の
精
神
的
支
え
と
な
る
メ
ン
タ
ー
を

日
本
の
風
土
に
合
わ
せ
た
形
で
根
付
か
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
地

方
に
お
け
る
専
門
家
の
充
実
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
起
業
家
の
情
報
交
換
等
を

促
進
し
、
起
業
家
支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

■
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
の
構
築

自
前
主
義
か
ら
脱
却
し
、
大
学
・
研
究
機
関
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
大

企
業
が
各
々
の
強
み
を
活
か
し
て
研
究
開
発
か
ら
試
作
化
、
製
品
化
ま
で

の
オ
ー
プ
ン
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
各
主
体
間
の
一
層
の
人
材
流
動
化
を
進
め
、
特
に
大
学
・

大
企
業
か
ら
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
た
起
業
家
が
大
学
・
大
企
業
へ
容
易
に
復

帰
で
き
る
双
方
向
の
人
材
移
動
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
密
接
な
関
係
構
築
に
よ
り
、
性
能
評
価
や
市
場
動
向
を
ス
ム
ー
ズ
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
技
術
や
市
場
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た
製
品
開

発
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

■
ク
ラ
ス
タ
ー
に
お
け
る
連
携
体
制
の
構
築

ク
ラ
ス
タ
ー
を
構
成
す
る
各
機
関
が
強
み
を
活
か
し
た
連
携
関
係
を
構

築
す
べ
き
と
し
て
、
�
政
府
・
自
治
体
は
起
業
環
境
と
起
業
理
念
の
長
期

的
醸
成
を
担
う
と
と
も
に
、
商
品
調
達
時
に
一
定
割
合
を
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
か
ら
の
調
達
と
す
る
経
営
支
援
策
や
、
民
間
研
究
を
支
え
る
寄
付
文
化

の
定
着
な
ど
を
推
奨
す
る
�
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
外
部
の
評
価
機

関
等
も
活
用
し
て
技
術
、
経
営
両
面
の
審
査
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
と

と
も
に
、
地
元
密
着
性
を
深
め
て
投
資
後
も
取
引
先
の
斡
旋
や
役
員
を
派

遣
す
る
な
ど
手
厚
い
ケ
ア
を
行
う
�
大
学
・
研
究
機
関
は
産
学
連
携
推
進

に
加
え
、
高
度
な
研
究
成
果
を
地
域
に
定
着
さ
せ
た
り
、
将
来
の
ク
ラ
ス

タ
ー
を
担
う
若
手
研
究
者
の
視
野
を
広
げ
る
よ
う
取
り
組
む
�
大
企
業
は

自
社
が
も
つ
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
を
進
め
、
未
使
用
特
許
の

活
用
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
経
営
部
門
へ
の
人
材
登
用
機
会
を
創
出
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
。
特
に
、
大
企
業
の
人
材
活
用
に
つ
い
て
は
今
後

退
職
を
迎
え
る
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
に
着
目
し
、
ス
キ
ル
活
用
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

―４３―
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本会が６月５日現在でまとめた県内事業所の今次春季労使交渉の状況は、集計可能な６０社の単純平均（表１）
で、回答額５，０１９円、率では１．８０％となっている。これは同一企業の昨年の実績（４，７２５円、１．６８％）と比べて、
金額では２９４円、率では０．１２％のプラスとなった。
特徴としては、回答６０社中２３社を占める規模１，０００人以上の大手企業の平均は、金額で５，９１８円率では１．９９％と
なっており、２３社を業種で見ると、自動車関連、精密機器、電気などの県内をリードする好況業種であり、この
２３社が全体を引き上げる結果となっている。
ちなみに、従業員１，０００人未満の３７社だけを単純集計すると、額で４，４６１円、率で１．６４％となっている。
また、６０社の殆どを占める製造業は、金額で５，０６４円、率では１．８１％で、昨年の実績（４，７３６円、１．６９％）と比
べて、金額で３２８円、率では０．１２％のプラスとなっている。
一方、各調査機関の集計結果（表２）では、日本経団連・大手１２８社の単純平均は５，１６０円、１．６６％で昨年の実
績（５，１０９円、１．６３％）と比べると、金額で５１円、率は０．０３％のプラス、また、日本経団連・中小３８７社の単純平
均は３，８０１円、１．５２％で昨年の実績（３，６１１円、１．４４％）と比べると金額で１９０円のプラス、率では０．０８％のプラ
スとなっている。県産業労働部の調査では、全規模合計１２３社の単純平均で、金額は３，９６５円、率は１．４７％となり、
昨年の実績（３，６７６円、１．３８％）と比べると２８９円、０．０９％のプラスとなっている。

（表１）〈県内事業所〉（単純平均） ―６月５日現在・当協会調べ―

昨年妥結

率

１．５６

１．７２

１．４５

１．６３

１．８８

１．６８

１．６９

１．６９

（注）�調査対象は、本会会員企業の中で労働組合が組織されている約１８０社。
�６月５日現在、回答ないし妥結の報告が届いた企業について集計したもの。
�昨年の妥結額は本年の回答・妥結企業と同一の企業。

金額

４，１９３

４，９４６

３，８７３

４，１９９

５，５８１

４，７２５

４，７３６

４，５１１

回答・妥結

率

１．６４

１．６１

１．６５

１．７２

１．９９

１．８０

１．８１

１．５５

金額

４，４６１

４，６６５

４，３７１

４，４６７

５，９１８

５，０１９

５，０６４

４，１７１

要 求

率

２．５８

２．８８

２．５１

２．３７

２．２３

２．４２

２．４４

２．０１

金額

６，８６０

８，３３７

６，６５５

６，１７６

６，６２９

６，７７２

６，８２３

５，４２５

勤続

１５．１

１７．２

１４．９

１３．１

１５．５

１５．２

１５．４

１２．０

年齢

３８．８

３９．４

３９．５

３６．９

３７．８

３８．５

３８．８

３４．１

所定内賃金

２６８，２３８

２８９，１０６

２６４，８１３

２６０，１３８

２９７，４０２

２７９，３００

２７９，８４０

２６９，３９８

社数

３７

８

１９

１０

２３

６０

５７

３

区 分

１，０００人未満計

９９９～３００人

２９９～１００人

１００人未満

１，０００人以上

規 模 計

製 造 業 計

非製造業計

（表２）〈調査機関別賃金交渉状況〉

２００５年（平成１７年）

アップ率（％）

１．６７

１．６３

１．４７

１．４４

１．６１

１．３８

１．６８

（ ）内は対２００５年

（注）�日本経団連大手は主要２２業種・２８８社、中小は従業員数５００人未満・１７業種・７３７社を対象としたもの。
�埼玉県は県産業労働部調査。
�２００５年の妥結額の対象企業は２００６年の回答（了承・妥結を含む）企業と同一企業。

妥結額

５，５０４

５，１０９

３，７１２

３，６１１

４，５５６

３，６７６

４，７２５

２００６年（平成１８年）

アップ率（％）

１．７６

１．６６

１．５４

１．５２

１．７３

１．４７

１．８０

回答（了承・妥結含）額

５，８１３（＋３０９）

５，１６０（＋５１）

３，９１９（＋２０７）

３，８０１（＋１９０）

５，０５６（＋５００）

３，９６５（＋２８９）

５，０１９（＋２９４）

集計方法

加 重

単 純

加 重

単 純

加 重

単 純

単 純

社 数

１２８

３８７

１２３

６０

集 計 月 日

６月７日

６月７日

６月５日

６月５日

調 査 機 関

大手企業

中小企業

規 模 計

規 模 計

日本経団連

埼 玉 県

埼 玉 経 協

平平 成成１１８８年年 春春 季季 労労 使使 交交 渉渉 状状 況況
�埼玉県経営者協会
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企業姿勢のアピールと人材の発掘確保を図るために
次代を担う人材を産学協同で育成

在学中に実社会で就業体験を行うインターンシップ教育は、学生が社会や企業の実情を知ることにより、職業
観・就労意識を高めると共に、就業時のミスマッチを防ぐ有効な方法のひとつとして企業・学校等関係者の注目
を集めています。
学校を卒業した人たちの多くが産業界に入ってくることを考えると、生徒・学生一人ひとりの能力や適正を見

い出し、成長・発達段階に応じた職業教育を充実させ、これまで以上に産学連携を強化する必要があります。
当協会は、埼玉労働局の委託を受けて長期型のインターンシップと、一般的に行われているインターンシップ

を平行して実施し、次代を担う意識・意欲の高い人材を育てるこの事業の普及・拡大に支援活動を行いたいと考
えております。

企業にとってのメリット
１．企業姿勢をアピール
・学生に企業・職場の実情を理解させ、自社の魅力をアピールする絶好の機会です。
・優秀な人材の発掘確保が可能です。

２．就職におけるミスマッチ解消
・学生が企業・職業を身近なものと考え、仕事や働くことに関心を持ちます。
・企業に対する見方や価値観が変わり、就職に際しての意識や行動に変化が現れ、適材適所の人材分散が幅広
く進むことが期待されます。

３．職場活性化と若手社員の育成・成長
・学生の感性・視点・専門能力を活用利用できます。
・職場が刺激を受け活性化し、学生を指導する若手社員の育成・成長が図れます。

４．産学の連携強化等
・受入を機に大学の理解が深まり、交流機会が生まれ産学協力関係を結ぶ可能性が広がります。
・学校とのネットワーク作りなどを促進します。

平成１８年・本会インターンシップ事業

成
果
の
取
り
ま
と
め
・
発
表

成

果

報

告

会

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

評
価

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
前
研
修

（
参
加
大
学
等
／
学
生
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
後
研
修

（
学
内
報
告
会
等
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

実

施

実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

保
険
加
入

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
前
研
修

（
参
加
予
定
大
学
等
／
学
生
）

学
校
独
自
の
事
前
研
修

（
学
生
は
学
校
を
通
し
て
応
募
）

受
入
れ
学
生
決
定

通
知
メ
ー
ル
送
信

マ
ッ
チ
ン
グ

応
募
企
業
宛

メ
ー
ル
送
信

大
学
等（
学
生
）

情
報
検
索

参
加
企
業
、大
学
等（
学

生
）の
登
録
情
報
公
開

企
業
情
報
検
索

応
募
情
報
作
成

ハ
イ
パ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
ス
テ
ム
に
登
録
（
パ
ス
ワ
ー
ド
取
得
）

募
集
情
報
作
成

企
業
、大
学
等（
学
生
）情
報
の
収
集

参
加
申
し
込
み

受

付

参
加
申
し
込
み

企

業

等

参
加
企
業
、大
学
等
募
集

大
学
生
／
学
生

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
・
経
営
者
協
会

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
の
流
れ
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���

五
月
一
六
日
〜
七
月
一
五
日

�音
�
埼
玉
音
協

◆
五
・
二
三

平
成
一
八
年
度
定
時
総

会
、
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
）

◆
六
・
七

第
一
六
回
原
会
長
杯
争
奪

戦
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
武
蔵
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

◆
六
・
九

階
層
別
社
員
研
修
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
四

第
二
四
期
担
当
者
養
成

講
座
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
一

同
右
第
二
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
三

�音
平
成
一
八
年
度
定
時

総
会
（
テ
プ
コ
ソ
ニ
ッ
ク
）

◆
六
・
二
七

担
当
者
養
成
講
座
第
三

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二

第
三
四
回
埼
玉
県
実
業
団

剣
道
大
会
（
解
脱
錬
心
館
）

◆
七
・
五

担
当
者
養
成
講
座
第
四
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
二

同
右
第
五
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

�
対
象
者

渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
よ
う
な
企
業

活
動
と
社
会
貢
献
を
行
っ
て
い
る
、
地
域
に

根
ざ
し
た
企
業
の
経
営
者
と
し
ま
す
。

★
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
原
則
と
し
て
、
所
在
す
る
都
道
府
県
に
基
盤
を
置
い

て
企
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
と
し
ま
す
。

（
中
小
企
業
や
い
わ
ゆ
る
中
堅
企
業
の
経
営
者
が

対
象
と
な
り
ま
す
。）

○
企
業
経
営
者
が
対
象
で
す
の
で
、
事
業
所
単
位
（
支

店
、
営
業
所
、
工
場
等
）
の
代
表
者
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

★
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
よ
う
な
企
業
活
動
と

社
会
貢
献
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
当
時
の
渋
沢
栄
一
は
、

�
企
業
を
発
展
さ
せ
国
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、

「
論
語
」
を
拠
り
所
に
道
徳
と
経
済
の
一
致
を
常

に
心
が
け
る
。（
道
徳
経
済
合
一
説
）

�
多
く
の
人
々
の
知
恵
と
資
金
を
集
め
、
自
由
で
活

発
な
企
業
活
動
を
展
開
し
て
、
豊
か
な
社
会
を
実

現
す
る
。

�
市
場
経
済
の
中
で
、
取
り
残
さ
れ
が
ち
な
弱
者
を

支
援
す
る
社
会
福
祉
や
、
社
会
の
基
盤
と
し
て
大

切
な
教
育
に
も
力
を
入
れ
る
。

な
ど
を
一
生
か
け
て
努
力
し
ま
し
た
。

○
現
代
に
置
き
換
え
る
と
、
企
業
倫
理
に
則
り
健
全
か

つ
優
れ
た
経
営
を
行
い
、

�
社
会
の
新
し
い
課
題
へ
対
応
す
る
な
ど
、
豊
か
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
先
駆
的
な
企
業
活
動
を

行
っ
て
い
る
企
業

�
福
祉
や
教
育
、
文
化
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
際
交
流

な
ど
の
社
会
貢
献
を
行
っ
て
い
る
企
業

な
ど
の
経
営
者
で
す
。

�
応
募
方
法

関
係
団
体
や
国
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら

の
推
薦
と
し
ま
す
（
自
薦
は
不
可
）。

推
薦
に
当
た
っ
て
は
、
渋
沢
栄
一
賞
推
薦
書
に
記
入

の
上
、
必
要
な
書
類
を
付
け
て
、「
４
の
応
募
先
」
ま

で
郵
便
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式

は
下
記
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
02/BP00/

sibusaw
a/index.htm

〈
関
係
団
体
の
例
〉

�
商
工
会
議
所
、
商
工
会
な
ど
の
商
工
関
係
団
体

�
経
営
者
協
会
な
ど
の
経
済
関
係
団
体

�
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
福
祉
関
係
団
体

�
日
本
赤
十
字
社
な
ど
の
医
療
関
係
団
体

�
各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、
青
年
会
議
所

�
教
育
機
関
、
国
際
交
通
団
体

※
推
薦
可
能
な
団
体
か
ど
う
か
が
不
明
の
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
選
考
方
法

渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て

埼
玉
県
知
事
が
決
定
し
ま
す
。

〈
選
考
委
員
〉

○
委
員
長

原

宏
（
本
会
会
長
）

�
応
募
先

埼
玉
県
総
合
政
策
部

文
化
振
興
課

渋
沢
栄
一
賞
担
当

〒
３
３
０
―
９
３
０
１

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―
１５
―
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
８
―
８
３
０
―
２
８
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
８
―
８
３
０
―
４
７
５
２

E-m
ail
a2875-01@

pref.saitam
a.lg.jp

�
応
募
締
切

平
成
１８
年
１０
月
１０
日
	

�
発

表

平
成
１９
年
１
月
に
発
表
し
、表
彰
式
を
行
う
予
定
で
す
。

受
賞
者
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ド
イ
ツ
大
会
も
佳
境
に
入

り
、
時
差
の
関
係
で
眠
れ
ぬ
日
々
が
続
き
体

調
に
異
変
が
生
じ
そ
う
だ
が
、
残

念
な
こ
と
に
日
本
は
一
次
リ
ー
グ

で
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
き
た

ジ
ー
コ
監
督
も
悔
し
い
だ
ろ
う
が
、

「
選
手
の
自
主
的
判
断
に
委
ね

る
」
と
い
う
指
導
方
法
は
果
た
し

て
日
本
選
手
に
適
し
て
い
た
か
ど

う
か
は
疑
問
が
残
る
。

さ
て
、
こ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
を

将
来
目
指
す
子
供
達
の
誕
生
が
、

出
生
率
１
・
２５
に
下
が
っ
た
と
の

報
道
は
世
代
間
で
支
え
合
う
日
本

の
社
会
保
険
制
度
に
も
、
危
険
信

号
が
と
も
り
は
じ
め
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
「
２
０

０
８
年
か
ら
の
健
康
保
険
制
度
の

再
編
成
」
が
発
表
さ
れ
た
。

先
ず
、
政
府
管
掌
の
健
康
保
険

制
度
が
全
国
単
位
か
ら
都
道
府
県

単
位
に
変
わ
る
こ
と
に
な
り
、
保
険
料
率
も

現
行
の
８
・
２
％
が
３
％
〜
１０
％
の
範
囲
内

で
決
定
さ
れ
る
。
併
せ
て
、
国
民
健
康
保
険

も
市
町
村
単
位
か
ら
都
道
府
県
単
位
に
変
わ

る
。今

後
は
、
勤
め
て
い
る
会
社
や
住
居
が
何

処
に
あ
る
か
で
、
保
険
料
も
微
妙
に
高
低
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
は
、
現
在
の
老
人
保
健
制
度
が
廃
止

さ
れ
、「
７５
歳
以
上
」
の
後
期
高
齢
者
（
約

１
、３
０
０
万
人
）
が
全
員
加
入
を
義
務
付

け
ら
れ
る
新
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

運
営
は
や
は
り
都
道
府
県
単
位
で
、
保
険

料
率
は
都
道
府
県
の
医
療
費
に
応
じ
て
決
定

さ
れ
る
。

問
題
に
な
る
の
は
、
現
在
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

な
ど
の
子
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
７５
歳
以
上
の

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で（
約
２
０
０
万
人
）、

今
後
は
自
分
で
保
険
料
負
担
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
年
間
保
険
料
は
約
３
７
、

０
０
０
円
（
た
だ
し
、
最
初
の
２

年
間
は
緩
和
措
置
で
半
額
）
と
推

定
さ
れ
る
。

こ
れ
は
現
在
の
老
人
保
健
制
度

へ
の
各
保
険
制
度
か
ら
の
拠
出
金

の
負
担
が
膨
大
な
た
め
に
採
ら
れ

た
措
置
で
、
２
０
０
８
年
か
ら
は

７４
歳
以
下
の
人
が
出
す
支
援
金
で

支
え
ら
れ
る
た
め
に
、
各
保
険
制

度
の
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担
は

い
く
ら
か
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
２
０
０
６
年
１０
月
か
ら

は
、
出
産
育
児
一
時
金
が
３０
万
円

か
ら
３５
万
円
に
増
額
さ
れ
る
が
、

一
方
で
は
７０
歳
以
上
の
長
期
入
院

患
者
か
ら
は
、
食
費
の
他
に
居
住

費
が
新
た
に
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
健
康
保
険
制

度
の
再
編
成
が
今
後
の
高
齢
者
の
負
担
増
に

な
り
、
大
き
く
生
活
維
持
に
影
響
す
る
事
は

間
違
い
な
い
し
、
２
０
０
８
年
か
ら
は
都
道

府
県
単
位
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
で
、
保
険
料

の
企
業
負
担
に
も
何
ら
か
の
影
響
が
生
じ
る

こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

「
い
や
ー
、
歳
は
と
り
た
く
な
い
ね
ー
」

と
い
う
の
が
本
音
だ
。

事
業
だ
よ
り

第１５２回
企業存続の岐路はここに

エッセイスト 和 宮 英 之
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多
く
の
企
業
の
設
立
や
育
成
に
携
わ
る
一
方
で
、
福
祉
や
教
育
な
ど
の
社
会
事
業
に
も
尽
力
し

た
渋
沢
栄
一
の
生
き
方
や
功
績
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
今
日
の
企
業
家
の
あ
る
べ
き

姿
を
示
す
た
め
、渋
沢
栄
一
の
精
神
を
今
に
受
け
継
ぐ
全
国
の
企
業
経
営
者
に「
渋
沢
栄
一
賞
」

を
贈
り
ま
す
。

主
催
�
埼
玉
県

共
催
�
�
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
・
深
谷
市

後
援
�
総
務
省
・
全
国
知
事
会
・
�
日
本
経
済
団
体
連
合
会
・
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
ほ
か

―４７―
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★
労
務
管
理
講
座

日
時

９
月
８
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０４
研
修
室

内
容

最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
労
基
法
・

安
衛
法
違
反
の
問
題
と
対
応

講
師

弁
護
士

安
西
�
氏

★
第
２７
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
２
回
集
合
研

修
日
時

８
月
２８
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２
研
修
室

内
容

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
講
義
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
講
義
な
ど

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
同
右
第
３
回
集
合
研
修

日
時

９
月
２５
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

内
容

チ
ー
ム
作
り
、
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
講
義
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解
説
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど

★
同
右
船
内
、
島
内
研
修

日
時

１０
月
５
日
�
〜
１０
日
�

５
泊
６
日

会
場

お
が
さ
わ
ら
丸
・
父
島

内
容

出
航
式
、研
修

単
位
、ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
、現
地
交
歓
会
、課
外
活
動
ほ
か

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ
１１
名

★
第
４２
期
実
務
の
た
め
の
変
革
時
代
の
労
働

法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
１
講

日
時

１０
月
１３
日
�
１０
時
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０４
研
修
室

内
容

一
般
労
働
条
件
管
理
に
あ
た
っ
て
の

問
題
点
と
対
策
に
つ
い
て

多
様
な
雇
用
の
時
代
の
労
働
契
約
と

社
員
の
誠
実
義
務
、
守
秘
義
務
、
個

人
情
報
、
内
部
告
発
な
ど
の
基
本
的

実
務

講
師

埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
長

吉
谷
真
治
氏

弁
護
士

安
西
�
氏

★
同
右
第
２
講

日
時

１０
月
１９
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
８０２
研
修
室

内
容

出
張
・
配
転
・
転
勤
・
出
向
・
転
籍

な
ど
の
人
事
異
動
と
退
職
・
解
雇
・

懲
戒
な
ど
の
人
事
を
め
ぐ
る
実
務
と

法
律
問
題

講
師

弁
護
士

渡
邊
岳
氏

★
同
右
第
３
講

日
時

１０
月
３０
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

最
近
の
女
性
労
働
（
男
女
雇
用
均
等
、

セ
ク
ハ
ラ
、
育
児
・
介
護
、
派
遣
、

次
世
代
法
を
含
め
て
）、
パ
ー
ト
な

ど
を
め
ぐ
る
実
務
と
法
律
問
題

講
師

弁
護
士

木
下
潮
音
氏

★
給
与
計
算
と
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１１
月
７
日
�
９
時
３０
分
〜
１９
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０１
会
議
室

内
容

給
与
計
算
の
基
礎
知
識
、
給
与
計
算

と
労
働
基
準
法
、
給
与
計
算
と
社
会

保
険
、
給
与
計
算
に
必
要
な
源
泉
徴

収
の
知
識
と
徴
収
事
務
の
す
す
め
方
、

年
末
調
整
の
進
め
方
と
ポ
イ
ン
ト

〈
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
〉、
年
調
定

率
減
税
の
し
か
た

講
師

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
・

セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

土
屋
彰
氏

Ｙ
Ｆ
Ｐ
総
合
会
計
代
表
取
締
役

山
田
邦
昭
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

ウ
チ
ヤ
マ
建
設
�

代
表
取
締
役

内
山
泰
成

さ
い
た
ま
市
西
区
指
扇
九
四
六
―
一

電
話
〇
四
八
―
六
二
四
―
五
〇
一
九

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
一
八
名

総
合
建
設
業

�
エ
ア
コ
ン
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

田
村
亮
夫

川
口
市
東
領
家
二
―
二
九
―
一
三

電
話
〇
四
八
―
二
二
三
―
二
〇
九
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

冷
暖
房
設
備
設
計
施
工

�
サ
ン
ワ
ー
ク

代
表
取
締
役
社
長

田
畑
英
治

上
尾
市
大
字
壱
丁
目
一
番
地

電
話
〇
四
八
―
七
二
六
―
八
三
〇
九

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

一
般
労
働
者
派
遣
業

昭
産
開
発
�

代
表
取
締
役
社
長

中
村
敏
弘

上
尾
市
谷
津
二
―
一
―
一

電
話
〇
四
八
―
七
七
六
―
一
二
一
一

（
資
）
三
千
八
百
万
円

（
従
）
一
一
名

不
動
産
賃
貸
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
経
営
）

東
京
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
�

代
表
取
締
役

石
川

卓

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
一
一
―

七電
話
〇
四
八
―
六
四
〇
―
二
二
六
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
〇
名

総
合
ビ
ル
管
理
業

み
づ
ほ
倉
庫
�

代
表
取
締
役
社
長

奥
隅

裕

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
北
袋
町
一
―
三
二
三

電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
六
五
二
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
二
〇
名

倉
庫
、
運
送
、
ビ
ル
賃
貸
、
設
備
建
設
業

�
シ
グ
マ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

平
澤

力

久
喜
市
本
町
四
―
二
―
二

マ
ン
シ
ョ
ン
山
竹
１
Ｆ

Ｂ

〇
四
八
〇
―
二
九
―
二
七
二
六

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
四
名

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
人
材
派
遣

日
研
ス
テ
ン
レ
ス
継
手
�

取
締
役
社
長

小
熊

茂

熊
谷
市
末
広
四
―
一
四
―
一

〇
四
八
―
五
二
三
―
八
六
二
二

（
資
）
九
千
万
円

（
従
）
二
三
名

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
用
継
手
、
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
各
種
部
品
、
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
及
び
そ

の
合
金
の
加
工
品
の
製
造
・
販
売

〈
代
表
者
変
更
〉

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
久
喜
支
店

支
店
長

藤
田
和
久
（
旧

植
松
正
年
）

日
清
紡
績
�
川
越
工
場

工
場
長

今
井
達
男
（
旧

伊
藤

仁
）

日
東
商
事
�

取
締
役
社
長

深
澤
伸
浩
（
旧

村
田

潔
）

〈
社
名
変
更
〉

マ
ー
レ
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
ジ
ャ
パ

ン
�（

旧

マ
ー
レ
イ
ズ
ミ
�
）

〈
住
所
変
更
〉

�
細
野
鉄
工
所

川
口
市
飯
塚
一
―
一
―
二
八

（
旧

川
口
市
飯
塚
二
―
一
―
二
四
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
三
三
号

２
０
０
６
年
７
月
３１
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

野
上
武
利

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協
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◆平成18年9月10日�
17 : 00開場 17 : 30開演
会場／�いたま市文化センター
JR京浜東北線・武蔵野線
「南浦和駅」西口下車徒歩７分

会費／4,800円
（一般５，０００円を）（全席指定・税込）

ベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンチチチチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャャャーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズ JJJJJJJJJJJJJJaaaaaaaaaaaaaappppppppppppppaaaaaaaaaaaaaannnnnnnnnnnnnn TTTTTTTTTTTTTToooooooooooooouuuuuuuuuuuuuurrrrrrrrrrrrrr 22222222222222000000000000000000000000000066666666666666
◆平成18年8月20日� 15:00開場 15:30開演

会場／川口リリア
JR京浜東北線「川口駅」
西口正面

会費／4,800円
（一般前売５，０００円を）
（全席指定・税込）

♪埼玉音協主催

小原孝ピアノコンサート
◆平成18年12月15日� 18 : 00開場 18 : 30開演

会場／大宮ソニックシティ・小ホール
会費／3,500円（一般4,000円を）（全席指定・税込）

＊チケット発売は９月上旬予定。詳細は次号のニュースにてお知らせいたします。
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